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第一章　絡まった糸を解くように








「椿つばきちゃんに会いたいと言っている人がいるんだが、ちょっと会ってもらえんかね」

　父の友人が、ある日そんなことを言いながら西にし荻おぎ家を訪問してきた。

　町のはずれにある２ＬＤＫのマンションには段ボールがひしめき合い、椿はこの家にいるといつも息苦しさを覚える。

「えぇと……この方は――」

「高たか階しなという男なんだが、不動産会社を経営してるんだ。なかなか太い取引先でね、断れなかったんだよ」

　そう言って差し出されたのは、真面目そうな男性の写真だった。整った顔立ちと切れ長の目元はスマートで仕事ができそうな印象をもたらすが、写真越しに見て取れる雰囲気はどこか硬質で、人を寄せ付けないような冷たさを宿している。

　背後で様子をうかがっていた両親が、『不動産会社』という言葉を聞いてにわかに浮足立ったのがわかる。

「お、おい遠えん藤どう。不動産会社って、いったいどこの――」

「あぁ、お前も聞いたことがないか？　プロテジェっていう会社なんだが、最近都市部の古いビルをどんどん買い取ってる。社長の高階は三十歳でまだ若いが、これが結構なやり手でね」

　興奮した様子の父の声を聞きながら、椿はそっと写真に目を落とした。ダークグレーのスーツを着こなした高階氏は、一見すれば外資系企業の敏腕ビジネスマンに見える。

「若いのになかなかの有望株じゃないか――よし、椿。このお話はお受けしなさい」

「そうよ、椿ちゃん。今どきこんなお話なんてめったにないわ。まずはお会いするだけでも――ね？」

　食い気味に話を了承しようとする父に、それまで黙っていた母も便乗してくる。

　話を持ってきてくれた遠藤は、父の古くからの友人だ。長年設計事務所を営んでおり、今は父も彼の会社で働いている。ここで椿が断れば、少なからず遠藤の顔に泥を塗ることになるだろう。

　少し戸惑った表情を見せた椿だったが、両親が向けてくる視線を無視はできなかった。

「……わかりました。先方のご都合がよろしい時にお会いさせていただきます」

「ありがとう、話が早くて助かるよ――向こうにはこちらから連絡を入れておくから、準備だけよろしく頼むよ」

　静かに頷いた椿に、遠藤と両親が満足そうな表情を浮かべている。

　大学を中退して、働き始めてから四年――まさか二十四歳でお見合いをすることになるとは思わなかった。昔だったらある程度は覚悟もできていたかもしれないが、今の西荻家の状況でそのような申し出があるとは思えなかったのだ。

「そうだ、西荻。お前の負債……うまく話がまとまれば、高階側ですべて肩代わりしてくれるっていう話も出ているんだが――」

「そうかそうか……！　それなら、話は早い方がいい」

　コソコソと声を小さくして囁きあう父と遠藤の会話も、半分くらいは椿の耳に届いていた。

　負債の肩代わり――大方そういうことなのだろうと思ったが、どうやら予想は的中したようだ。

「すみません、わたしはこれで……明日も仕事があるので、休ませていただきますね」

「あ、あぁ。遅くにすまんね、詳しいことはお父さんと話し合っておくから、椿ちゃんはゆっくり休んでくれ」

　取り繕ったような笑顔でそう返されて、椿は遠藤に一度頭を下げた。

　母がなにか言いたげに眉を寄せていたが、知らないふりをして自室に戻る――自室といっても、椿に与えられているのは母の荷物が詰め込まれた部屋の一室だ。若いころに買った着物やブランド物のバッグを、母は未だに捨てられずにいる。

「……お見合いかぁ」

　両親は諸手を挙げて喜んでいたが、椿自身は今回の話にまったく気乗りしない。

　それでも、あの場で断れば父だけではなく、友人である遠藤にも恥をかかせたと叱責を受けるのはわかりきっていた。

　父の正まさ人とは、娘の事情よりも自分たちの懐具合の方が大切なようだった。世代的にも古い考えを捨てられず、女性は家のために貢献してこそ価値があると公言してはばからない。

　一方で母は、そう言った考えを表立っては口にしない人だった。ただ、おそらく父と考えていることは同じだろう。外面をとても気にする母は、見た目こそ優雅な雰囲気の奥様と言った風だが、椿に対してはとても厳しい。

「でも、どうしてウチなのかな……もう、家も会社もないのに」

　西荻家は、何年か前までは資産家と呼ばれる家柄だった。

　祖父の代に興した建築会社を父が発展させ、最盛期には数百人の社員を抱えていた。

　椿はいわゆるお嬢様で、小学校から大学まで一貫となっている名門私立へ通い、英語やピアノといった習い事をいくつも掛け持ちしていた。

（いきなり会社が倒産したって言われて、びっくりしたけど――もう、あれから四年も経ったんだ）

　父が雇ったコンサルタントが、資産価値のない物件の購入を強く勧めてきた――椿が聞いている話はこれだけだったが、どうやら父は相当な額を物件の購入につぎ込んだらしい。

　建築会社としてのノウハウを生かし、物件をリノベーションして再度売りに出すつもりだったのだという。

　だが、時期が悪かったのか結局ほとんど買い手がつかず、会社は経営難に陥り倒産。両親は高級住宅地にあった家を売り払い、家財道具もほとんどを手放してしまった。

　椿も大学を一年で中退することになり、小さな貿易会社で事務として働くことになった。幼い頃からの習い事のおかげで、日常会話程度の英語を喋れることが功を奏したのだ。

　だが、父が作った負債はかなりの額に及んでいる。その大量の借金を返すために両親も働き、椿も貿易会社の仕事とは別に、夜は居酒屋でアルバイトをして家計を助けていた。

（急にお見合いって言われても困るし、お父さんとお母さんは乗り気だし――どうなっちゃうんだろう。そもそも、なんでお父さんたちの負債のためにわたしが犠牲にならなくちゃいけないのかな……）

　理不尽ともいえる話に、椿は深い溜息を吐いた。

　今頃父は、遠藤とどんな話を進めているのだろう。

　頭の中で色々なことを考えるが、お見合いの話がなかったことにはならないだろう。

　遠藤から見せてもらった写真の青年を思い出しながら、椿は部屋の電気を消してベッドの中に潜り込んだ。

　眠るのは昔から大好きだった。うるさく小言を言う母もいなければ、発音が違うとヒステリックに怒鳴る先生もいない。仕事の疲れも現実の辛さも、夢の中でなら忘れることができる。

（――逃げたい、なぁ）

　家を出て、一人でどこか遠くの街に引っ越してしまいたい。

　昔のように裕福な暮らしがしたいとは思わなかった。ただ、自分に干渉してくる人がいない、どこか遠くへ旅立って自由になりたい。

　そんなことができるわけないと諦めを抱きながら、椿はゆっくりと眠りの淵へ沈んでいくのだった。
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　翌日、さっそく遠藤から見合いの日程が決まったという連絡が入った。

　すぐにでも会いたいという先方の希望に合わせて、お見合い日は今週の金曜――今日はまだ月曜日だったので会社には金曜の午後半休の申請をさせてもらった。

　夜にアルバイトをしている居酒屋は、金曜の忙しい時間帯に休みを申請したことで嫌な顔をされてしまったが、家族の用事があるといえば渋々了承してもらえた。

　そうして怒涛の一日を終えた椿が帰宅すると、リビングのソファーには母が座っていた。

「ただいま――」

「あらっ、椿！　ずいぶん遅いじゃないの……もう、お見合いが近いんだから、もう少し早く帰ってきて色々準備をしなさい。お見合いが破談になれば、先方だけじゃなくて遠藤さんにもご迷惑をおかけすることになるのよ？」

「わかってるよ。……ごめんなさい、仕事が長引いちゃったの」

　お気に入りの高級ブランドのランジェリーを着た母が、丁寧にスキンケアをしながら溜息をつく。自分で働いた給料で買い物をしているため文句は言わないが、多少それを家計に入れてくれたらわたしも働く時間を減らせるのに――そう考えて、椿は心の中で首を振った。

　母にとってはこれが唯一の楽しみなのだから、それを奪ってしまっては可哀想だ。

「すぐに口答えばっかりして……いい？　これはあなたのためを思って言っているのよ？　高階さんはいくつも不動産を持っているっていうし、あなただってこれ以上の苦労は――」

「うん、わかった。ちゃんと金曜日は休みをもらってきたから……ごめん、お風呂に入ってもう休むね」

　母の小言から逃げるように浴室に駆け込んだ椿は、体を洗い流してから深いため息をついた。どうにも、母と話をしていると息が詰まる。

「参ったなぁ……」

　今週末にはお見合いなのに、椿の中では心の準備がなにもできていない。

　おそらく――相手の男性が負債を肩代わりしてくれるというのなら、両親はなにがなんでもお見合いを成功させたがるだろう。今の暮らしを続ける気力は、きっと父にも母にもない。

（気は乗らないけど……でも、わたしがこの話を断ったら……）

　椿の意志はほとんど確認されないまま、話だけが進んでいく。

　両親がそれほど切羽詰まっているというのも、この暮らしを長々続けていたくないと思っているのも、椿は痛いほどよく理解していた。

　湯船の中で軽く目を閉じて、もう一度大きく息を吐く。

（でも、本当にこれでいいのかな。相手の人だって、負債を全部肩代わりだなんて……）

　不良物件をいくつも掴まされた父の負債は相当なものだ。それこそ一千万や二千万では足りない――だが、いくら負債を肩代わりしてもらいたいからといって娘を差し出すなんてことする人だとは思わなかった。

「わたしから断わるわけにもいかないし……」

　自分がお見合いを断れば、話を持ってきた遠藤の面目も丸つぶれだ。両親だってきっと強い口調で自分を責め立てるだろう。

　けれど、お見合いをした後で相手から断りの連絡が入れば仕方がないと諦めてくれるかもしれない。向こうが自分のなにを気に入ったのかはわからないが、お見合い相手の高階はまだ三十歳――もしかしたら、椿の事情を話せばわかってくれるかもしれない。

（今どき政略結婚なんて、彼にも事情があるはず。……二人で話せたら、どこかでこの話を破談にしてもらえるチャンスがあるかも）

　おそらく、相手と二人きりで話せる時間はどこかで取らせてもらえるはずだ。

　それでもなお、向こうがこの話を進めたいというのなら――その時は、自分も諦めて結婚の用意を進めよう。

　そんな決意を胸に、椿は湯船から上がって浴室を出た。

「金曜日かぁ……」

　すでに二人のお見合いは決定事項となっている。

　まずは当日、実際の高階に会ってからじゃないと、この漠然とした不安も消えてはくれないだろう――そう考えて無理やり自分を納得させた椿は、お見合いまでの数日間を静かに過ごした。

　会社では金曜日の午前中までに終わらせるべき仕事は全て終わらせて、家の中では静かに、ただ息をする植物のようになりながら両親の機嫌を取る。

　この数年間毎日行ってきたことを同じように繰り返して、椿は金曜の昼に会社を後にした。

　会社の中は、家と比べると随分居心地がいい。

　他人に対しての干渉が少なく、ある程度自分の裁量で仕事をさせてくれる。

　そういう環境であるため、プライベートのことをあれこれと相談できる人はいない。

「時間は大丈夫そうかな……えっと、ここからだとお店までは――」

　最寄りのバス停から街に出て、お見合いの会場となる料亭まで向かう。

　店に向かうと、すでに母が椿のことを待ち構えていた。用意してもらった控室には、見慣れない反物が広がっている。

「椿、こっちにおいでなさい。お着付けをしてあげますから、そこに立って」

「えっ……着物？　しかもこれ、今まで持ってなかったやつじゃ……」

　今着ているスーツで顔合わせをすると思っていた椿に、母はむっと不機嫌そうな表情を浮かべた。

「せっかくのお見合いに、スーツでやってくる人がいますか。仕事帰りだから仕方がないと思って、色々持ってきてあげたのよ。お化粧直しだって必要でしょう」

「それは……ありがたいけど、この着物はどうしたの？」

　母が持っている着物は一通り椿も把握している。けれど、目の前に掛けられた鮮やかな朱赤の着物はこれまでに見たことがないものだった

　よく目立つ赤い地の上には、絢爛な牡丹の花が咲き誇っている。金色の豪奢な帯は黒い帯どめで留められており、華やかなの中にも落ち着いた雰囲気を醸し出していた。

「これ？　贔屓にしていた呉服屋に行って買ってきたの。ほら、よく似合うでしょう？」

「買ってきてって……そんなお金どこから？」

　母が貯金をしているとは思えなかったし、父も蓄財があるわけがない。

　椿の賃金も借金の返済と生活費に充てているため、手元にはほとんど残らない。それなのに、どうやって新しい着物を買ったというのだろう。

　怪訝な表情を浮かべる娘に、母はあっけらかんとした表情で答えた。

「お父さんのカードを使ったのよ。どうせあなたと高階さんが結婚したら、返済の心配もないわけだし……」

　なにか問題があるのか、と言わんばかりの表情に、椿はさっと血の気が引いていくのを感じた。

（返済の心配がないって……どうしてそんなことができるの？）

　驚きを隠せない椿の様子を見て、母は心外だと言いたげに眉を寄せる。

　母のこの表情の後に続く言葉は、容易に想像がついた。

「あなたのために買ってきたのに、どうしてそんな顔をするの？　ほら、早くこっちへ来なさい。高階さんをお待たせするわけにはいかないんだから」

「……はい。余計なことを言ってごめんなさい」

　お前のためだと言われてしまえば、椿には反論することができない。

　カードの返済をどうしよう――頭が重たくなるのを感じながら、椿は黙って母に着物を着付けてもらった。

　着付けを手伝ってもらっている間も、母はいかにこのお見合いが椿や父にとって大切かを説いてくる。

「嫁ぐならやっぱり生活の苦労がないところにしないと。お父さんと結婚した時も、私はこの人と一緒になったら苦労をすることはないと思っていたわ」

「うん……」

　母の言っていることは、娘に苦労をさせまいとする親心なのかもしれない。

　胸に湧き上がるもやもやした気持ちをそう押し殺しながら、椿は着飾られていく自分の姿を鏡越しに見つめていた。

「ほら、もっと明るくしないと！　いい？　間違っても――」

「遠藤さんと先方にご迷惑のないように、だよね」

　丁寧な化粧と着付けを施された椿は、背に伸ばした黒く艶やかな髪と黒目がちな瞳も相まって日本人形のような美しさと気品を漂わせていた。

　普段だったら手放しで喜べたかもしれないが、のしかかるような重圧と胸の苦しさに溜息が出てくる。

（本当に人形みたい……お父さんとお母さんに言われた通りに、相手に合わせて笑うなんて）

　もうすぐお見合いが始まると上機嫌になる母に見咎められないように、椿はそっと俯いた。

　――愛想笑いは得意だ。まだ家に余裕があったころは、父も母も出かける先には必ず椿を連れて行ってくれた。だが、そこにはいつも決められたルールが存在していた。

　言われた事には笑顔で返事をすること。少しでも退屈そうだったり、不機嫌そうな表情を浮かべたりすれば必ず家に帰ってから叱られたものだ。

　叱られないためには笑顔を身に着けるしかなかった。そんな経験があったから、心でどんなことを思っていても笑顔を浮かべることができるようになった。

「椿、祥子ッ！　高階社長が見えたぞ。準備はできたのか？」

「えぇ、大丈夫ですよ。ほら、いつまでぼんやりしてるの」

　部屋の外から父が椿と母のことを呼びつける。

　外に出ると、そこにはしっかりとスーツを着た父と仲介役の遠藤が椿を待ち構えていた。

「よしよし……じゃあ、くれぐれも頼んだぞ、椿」

　母と同じように父にも念を押され、椿はなにも言わずに頷いた。

　きっと両親の頭の中では、このお見合いが失敗する可能性なんて一つも考えられていないのだろう。晴れやかな父の表情と、期待を隠せない母の表情がそれを物語っている。

　お見合い会場となる一室に通された椿は、そこで静かに相手の到着を待った。すると、ややしばらくしてからすっと部屋の襖が開かれる。

「すみません、お待たせしてしまいました……高階と申します」

　頭を下げながらやってきたのは、ブラックスーツに身を包んだ背の高い男だった。

「いえいえ！　こちらこそ、わざわざお時間を作っていただきまして……ささっ、こちらへ」

　父がぺこぺこと頭を下げながら高階に席を勧める。すると、向こうは一度頭を下げると椿の対面に座り、じっとこちらを見つめてきた。

「あ……」

「高階礼れい司じと申します。いきなりのお話で驚かせてしまい、申し訳ありません」

「……いえ……こちらこそ」

　愛想のない返事だと叱られるかもしれないが、椿は暫し彼に見とれて言葉を発することができなかった。

　遠藤が持ってきた写真を見た時はかなり冷たい印象を受けた目元は、銀縁の眼鏡に覆われて少し雰囲気が柔らかくなっている。

　さらさらとした質感の黒髪も丁寧に切りそろえられており、不動産会社の社長というよりはベンチャー企業の青年経営者を彷彿とさせる。

（写真で見るより、怖い人じゃなさそう……）

　ぼうっと椿が高階に見とれていると、父が上機嫌な笑顔を浮かべて彼に話しかけた。

「本日はわざわざご足労頂き、ありがとうございます。高階社長からお話をいただいた時には、どうしたものかと思ったんですがね」

「えぇ――西荻建設さんのお話は遠藤社長から常々伺っておりましたし、私もそろそろ身を固めようと思っていたんです。こちらこそ、お話をお受けいただきありがとうございます」

　柔らかい笑顔を浮かべた高階は、ちらりと椿の方を見てからまたすぐに父に向き直った。

「それに、弊社も不動産分野だけではなく、建築や開発といった分野への展開も視野に入れてはいるのですが……ノウハウというのがなかなか乏しいのが現状で」

　遠藤から話を聞いて、椿も高階のことについては少しだけネットで調べてみた。

　株式会社プロテジェ――彼が経営している不動産会社は、駅前の古くなってきた雑居ビルを買い取り、そこをリノベーションすることでテナント入居者を増やしているらしい。

　かつての父がやろうとしたことと内容は一緒だが、立地の選び方や経営方針などはまったく違うようだ。

（つまり――高階さんは、父のノウハウがほしいのね）

　話を聞いた時からなんとなくわかってはいたが、いざ高階の口からその言葉が出るとなんとも言えない気持ちになった。

　彼は椿個人ではなく、足りない知識や経験をほっしているのだろう。そう考えると、彼が負債を肩代わりしてまで椿との結婚を望んでいる理由に納得がいった。

「ほほう、ノウハウとは……」

「もともとある建物や土地をうまく活用するのは得意なのですが、その土地に新しくビルを建てるとなるとまた別の話でしょう。弊社の社員はほとんどが三十代以下で、ビル建設のことになると専門外でして……」

　お恥ずかしい話です、と微笑む高階の姿に、どうやら父はプライドを刺激されたらしい。

　先達に教えを乞う殊勝な若者――おそらく父には、高階の姿がそう見えているのだろう。

　気をよくした父に勧められるがまま酒杯を傾けながら、高階はまた椿の方に視線を向けた。

「え、えぇと」

「突然のお話で、驚かれましたよね」

　眼鏡越しの視線をやわらげて微笑んだ高階に、思わずこくりと頷いてしまう。

　隣に座っていた母が軽く膝を叩いてきたが、対する高階はその答えに笑いながら首を傾げるだけだった。

「無茶を言ってしまったなと思って、気になっていたんです。遠藤社長から、西荻さんに娘さんがいることは聞き及んでいたので」

「そう、ですか……いえ、願ってもないお話です」

　曖昧に微笑んで頭を下げると、今度は膝を叩かれることはなかった。どうやらこの答えは、母からすれば正解だったらしい。

　しばらく両親や遠藤を交えて食事をとっていたが、その間高階はほとんど父と会話をしていた。

「ねぇあなた、そろそろお二人で話す時間を差し上げたら？　さっきから仕事の話ばかりで、椿が可哀想よ」

　それを見かねた母が、そっと父に声をかけた。

　父の方も仕事の話題で盛り上がるのが久々だったせいか、つい時間を忘れていたようだ。

「あぁ、そうだったな。すまない、高階くん――それじゃあ、我々は少し席をはずそうか。椿、後は頼むぞ」

　そう言って、両親は遠藤とともに部屋を出て行ってしまった。あとは若い二人で、という言葉が頭をよぎったが、つまりそういうことなのだろう。

　とはいえ、元々このお見合いを提案してきたのは彼だ――そう思うと、高階にどう接したらいいのかがわからなくなる。

　二人きりになってしまった部屋の中で、高階は申し訳なさそうに頭を下げてきた。

「すいません、お気遣いをいただいて……あぁ、椿さんにも申し訳ないです。ついお父様と話し込んでしまって」

「いえ……あぁして、父が仕事のことを楽しそうに話しているのは久しぶりに見ました。ありがとうございます、高階さん」

　やっぱり、写真と実際に会ったのとでは大分印象が違う。

　写真越しのきつい目つきからもっと怖い人物だと思っていたが、思っていたよりも物腰は柔らかい。それが余計に椿のことを混乱させた。

「でも、建築関係のノウハウでしたら、他にもいろいろな選択肢があったんじゃないですか？　その――わざわざ、わたしと結婚なんてしなくても」

　そこでようやく、椿はずっと気になっていたことを高階に尋ねてみた。

　いくらノウハウがほしいとはいえ、それを目的とした政略結婚など、今どきそれほどメリットはないはずだ。それならば単純に、技術者や顧問として父を雇うといえば話が早い。

　どうして高階がわざわざお見合いの席を設けてきたのかが、椿にはわからなかった。

「それは――あー、なんといいますか。こちらの事情で」

　すると、高階は言いにくそうに頬を掻くと、何度か口を開閉させた。なにを言おうとしているのかを考えあぐねているようだ。

「高階さん？」

「……一目惚れって言ったら、信じてもらえますか？」

「え？」

　一目惚れ。

　頭の中でまったく同じ言葉を繰り返した椿は、必死で彼と会った記憶を探し出そうとした。

　もしかしたら以前、取引先として会社に来ていたことがあっただろうか。あるいはバイト先に食事に来たお客さん――だが、どれだけ思い返してもその中に高階の姿は見当たらない。

「椿さん、アルバイトをされていますよね？　駅前の居酒屋で」

「は、はい。もしかして、お客様としてお見えになったことが？」

　考えてみたものの、椿の記憶の中に該当する人物はやはり見つからない。

　失礼を承知でそう尋ねると、高階はゆっくりと首を振った。

「いえ、客として訪れたことは一度もないんです。ただ、視察で一度――テナントが入っているビルが、弊社が所有しているビルなので」

　その言葉を聞いて、椿はぽかんと口を開いた。

　高階の会社がいくつもビルを持っているのは知っていたが、まさかアルバイト先が彼の所有ビルだとは知らなかった。

「そうだったんですか……」

「えぇ。そこで、つい目を離せなくなってしまって――でも、いきなり店に押しかけて告白する勇気もなかったので、少し調べさせていただいたんです。それで、椿さんの家庭のご事情も知ることができたんですよ」

　勇気がなかったからといってお見合いの話を持ちかける行動力もなかなかだ。

　とはいえ、椿が疑問に思っていたことはそこで解決した。つまり、仕事のノウハウを手に入れたいという先ほどの話は、あくまで建前だったということだろう。先ほど落胆した気持ちが、ほんの少し軽くなった。少なくとも高階が、椿自身の価値を見出してくれたことが嬉しい。

「父がどういう性格をしているかも、よく調べていらしたんですね」

「あぁ……自分が若輩ということには変わりませんし。特に建設業界では、長年仕事に携わってきた方のノウハウや経験則などは、どれだけ最新の技術を用意しても手に入れられませんから。先ほどの話も、まったくの建前というわけではありません」

　柔らかい物腰だが、きっと彼はうまく父のような人物を動かすのが得意なのだろう。だからこそ、この若さで自社を急成長させてきたのかもしれない。

　父のような人間がやりこめられることに、椿はほんのりと高揚感を覚えていた。

（お父さん相手に、こんな風にうまく立ち回る人って初めて見たかも……）

　あるいはかつての父の会社にはそういう人もいたのかもしれない。だが、実際に椿がこういう人物を見たのは初めてだった。彼のように若い男性がうまく父を操縦しているのを見ていると、なんだか気分が高揚してくる。自分がそうしたわけでもないのに、父を上手に出し抜いたような気持ちになるのだ。

　高階が自分のために父をあしらってくれたと思うと、胸の奥がじわりと温かくなった。

「……あの、高階さん。今回のお話なんですが――本当にいいんですか？」

　高階は非常に魅力的な男性だと思う。

　少し会話をしただけで頭の回転が速いのはわかるし、それでいて立ち回りもうまい。このままお見合いが上手くいけば、母が言う「苦労のない生活」を送ることだって容易いだろう。

　だが、彼と話したことで逆に椿の中で決心がついた。一目惚れという話は嬉しいが、だったらなおのこと彼に迷惑はかけたくない。

「ウチのことを調べたのなら、どういう経緯で会社が倒産したかもご存じだと思います。それに、今の状況も……」

　父が作りだした負債はかなりの金額だ。所有していた自宅や土地を売って自己破産という最悪の状況は免れたものの、完済するにはまだまだ時間がかかる。

　対して高階の会社は、まだ発展途上だ。これから大きく躍進を遂げるだろう彼の前途に、自分という障害物を置いてしまうのは気が引けた。

「高階さんがお見合いの経緯を正直に話してくださったので……わたしも正直に言います。父と母は、高階さんからの資金援助を目的にこのお見合いを進めようとしています」

　軽蔑されることを承知で、椿は両親が考えていそうなことをあえて口に出した。

　両親の頭の中で、ノウハウだとか技術の継承だとか、そんなことはおそらく少しも考えてはいない。

　今の暮らしから抜け出すために、彼らは高階の資産を当てにしているのだ。

「それは――すべて、承知の上だと言ったら？」

「は、はい？　承知って……」

「椿さんが俺と結婚していただけるなら、相応に資金の援助はさせていただきます。遠藤社長にも話をしましたが、西荻さんが抱えていらっしゃる負債もすべて俺の方で肩代わりすることだって可能ですよ」

　顔に浮かべた微笑みを一切崩すことなく、高階は椿の言葉を真っ向から受け止めた。

　そしてそっと彼女の手を取ると、まっすぐにその目を見つめてくる。冷たい手が指先に触れて、とくん、と胸が跳ねた。

　もう少し彼に触れられたい――そんな思いが、少しずつ頭をもたげてくる。

「俺は、自分の目的を達成するためにできるだけの策を講じたい人間です。あなたが手に入るなら、多少の損失くらいは喜んで受け入れる……むしろ安いものですよ」

「そんな……」

　真摯な視線がまっすぐに椿のことを射抜いてきて、目が離せない。

　予想外の言葉にどう言葉を返そうかと考えあぐねていると、彼がするりと指先を絡ませてくる。

「ッ……あ、あのっ！」

　高階の指が触れた瞬間に、一気に顔が熱くなる。心臓が強く脈打って、思わず飛び出した声は不格好にひっくり返っていた。

「卑怯な男だと思いますか？　俺は自分の資産を盾にとって、あなたを手に入れようとしている。……今の話で、あなたがあまりご両親に対していい感情を抱いていないということもわかりました。支援がだめなら別の手段を講じます」

　高階の言葉は、椿をからかっているというわけでもなさそうだった。

　別の手段を取ると言っても、一体なにをするのか――そう思っていると、彼はこてんと首を傾げた。

「もしこの見合いをいい形で終えられたら、俺と一緒に暮らしませんか。ご両親には俺から説明させていただきますし、そうだな……結婚前の同棲期間とでも言ってみましょうか」

「同棲……？」

　突然なにを言い出すのかと思ったが、高階の表情は変わらず真剣そのものだ。

　余計に頭の中が真っ白になった椿は小さく口を開けたまま、彼を見つめているしかできない。

「お恥ずかしながら、誰かにこんな感情を抱いたのは椿さんが初めてなんです。この先、あなた以上に心を揺さぶられる人物に会えるとは思えない」

「お話はすごく嬉しいですけど、でも……唐突すぎますし、第一高階さんばかりが損をするじゃないですか」

「あなたと結婚することと、ご実家への支援による金銭負担。天秤にかけた時にあなたの方がずっと重かった。だからこうして提案をさせていただいたんですよ」

　ゆっくりとした口調で、高階は椿にそう言い聞かせてくる。

　揺らぎない自信を感じさせる喋り方に、次第に心が揺れ動いてくる。

「あなたにとっても、悪い話ではないはずです。いや……メリットしかないのでは？」

　確かに、家のことを考えるとメリットが大きい。だが、家のために好きでもない男性と結婚するのというのはやはり抵抗があった。

「それは……」

　でも高階と一緒に暮らせば、両親にあれこれと口うるさく干渉されることはなくなる。

　確かにそれは、椿にとって願ってもいないことだった。

「俺も、あなたと一緒にいられることはメリットでしかない。あなたのご両親だって、俺と椿さんが結婚すれば資金援助を受けることができる。……八方丸く収まるのではありませんか？」

　そう言われてしまうと、椿に拒否という選択肢はなくなってしまう。

　椿がここで悩んでいるのは無意味なことなのではないか――自分が頷くことですべてが丸く収まるのなら、ベストな選択肢を選ぶべきだ。

「……そう、ですね。高階さんのおっしゃりたいことは、よくわかりました」

　西荻家の負債を肩代わりすることが高階にとって大きな負担ではないのなら、この話は喜んで受けるべきなのかもしれない。

「ご両親の説得は、俺に任せてください。絶対に、あなたに不利益が及ぶことのないようにしてみせます」

　高階の言葉は頼もしいが、椿の本心は本当にそれでいいのかと問いかけてくる。

　彼との結婚ですべてが丸く収まるにしても、どうして自分が犠牲にならなければならないのだろう。

（でも……ここまできて、今更やめますなんて言えないし……）

　いきなりの同棲なんて、不安で仕方がない。

　けれど、頭をよぎるのは両親のことだった。きっと二人は、椿が絶対にこの話を受けると思っているだろう。椿が意見を言ったところで、話は聞いてもらえないに違いない。

「ありがとうございます。今の高階さんのお話を聞いて、わたしも決心ができました」

　熟考の後、椿は深々と頭を下げた。結局、自分が頷けばこの話はうまくいく――それに、高階と同棲をすれば、ちょっとしたことでも両親の顔色を窺ったり、叱責を恐れたりする必要はなくなるだろう。

　ゆっくりと頷いた椿は、おずおずと高階の表情を確認した。すると、彼は目元をやわらげ、ホッとしたような笑みを浮かべている。

（やっぱり、写真で見た時とは全然別の人みたい……）

　こうして少し話してみただけでも、彼の人となりが穏やかなものであることは容易に想像がついた。

「ご両親と遠藤さんが戻られるまで、少し時間がありますね。そうだ、なにか俺に聞きたいこととかはありますか？」

「聞きたいこと……ですか？　えぇと――高階さんって、もしかして写真が苦手なんですか？」

　彼と会ってからずっと思っていたことを、失礼を承知で聞いてみる。

　遠藤が見せてくれた写真の第一印象は、まるでカメラを睨みつけるような冷たいまなざしだ。

　だが、実際の高階は写真とは全く違う、よく笑う人物のように思える。写真を撮られるのが苦手なのか、はたまた緊張していたのか――その疑問を素直にぶつけてみると、高階は顎に手を当てて考える仕草を見せた。

「写真……そうですね。あまり得意ではありません。カメラを向けられても自然に笑えないので、会社の宣材写真を撮る時はいつもカメラマンに叱られてしまいます」

「そうだったんですか――その、お写真と少し印象が違っていたので」

「あぁ、たしかにそうですね。笑えと言われたんですが、やっぱりぎこちなくなってしまったので真顔で撮ってもらったんです」

　そんな他愛のない会話と質問を繰り返していると、いい時間になったのか両親と遠藤が続けて部屋に戻ってきた。

　ちらりと椿に視線を向けた高階は、薄い微笑みを浮かべたままで父の方に頭を下げる。

「随分楽しそうに喋っていたが、椿がなにかご迷惑をおかけしてはいないかね？」

「いえ、むしろとても有意義な時間を過ごすことができました。……このお話についても、椿さんから承諾の意を伝えていただきましたので」

　高階がそう言うと、父の顔色が目に見えてよくなった。興奮気味に目をギラつかせる父に、彼は「それから」と畳みかけるように言葉を発した。

「私の方もなかなか多忙で、結婚までに椿さんとどれだけお会いできるのかがわからない状況であるということもお伝えしました。本来ですと、時間が許す限りは彼女と言葉を交わし、心を通わせたいのですが」

「い、いやいや、時間など――椿が承諾をしているのなら、それでいいじゃないか。なぁ？」

　高階の言葉に父は少し焦ったようだった。

　彼が多忙を理由に結婚までの時間がほしいと言いだせば、どこかで心変わりをしてしまうと思ったのかもしれない。

「しかし、椿さんのことも考えると準備の期間も必要だと思いまして……そこで、ぜひお嬢さんと、結婚を前提とした同棲をさせていただきたいのですが――」

「は、ど、同棲……ですか。椿と？」

「はい。突然のことで驚かせてしまったかもしれませんが、椿さんも承諾をしてくださいました。それだけ、俺たちはこの結婚に前向きだと考えていただいて構いません」

　言葉巧みな高階の誘導に、父は先ほどの椿同様ぽかんと口を開けている。

　突如娘と同棲がしたいと言われ、父としてもどう返事をしようか迷っているのかもしれない。

「いいじゃありませんか。椿の花嫁修業もかねて、高階さんのお宅でお世話になるというのは」

　しばらくお見合い会場には静寂が流れた――が、それを母が打ち破る。

「高階さんのおっしゃることもごもっとも。お仕事がご多忙というお話は伺っておりますし、どうせ一緒に暮らすのなら早い方がよろしいのでは？」

　口元を隠して微笑む母の目の奥には、明らかな打算が見え隠れしていた。

　けれど、母の後押しに父も我に返ったようにハッとする。お見合いが上手くいったということであれば、これから先は結婚に向けての準備期間だ。おそらく父も、早めに椿たちを結婚させていと思っているだろう。

「そっ、そうだな！　高階くんがいいのなら是非――すぐにでも準備を進めよう！」

「――ありがとうございます、西荻さん。遠藤社長も……先日お伝えした件については、早急に手配をさせていただきます。引っ越しの準備なども、面倒なことはお任せください」

　そうして高階は、あっという間に椿との同棲の話を進めてしまった――両親もその日はひどくご機嫌で、椿は帰宅してから高階の住むマンションに引っ越しをするまで両親に叱られることは一度もなかった。

　

　

　お見合いから数日が経ち、椿はとうとう家を出ることになった。

「じゃあ、椿。くれぐれも高階くんに迷惑をかけないようにな」

　負債の支払いについてはもう少し時間がかかることになったが、すでに彼の秘書が手を回してくれているらしい。

　それがわかってから父はひたすら機嫌がよく、椿が高階と一緒に暮らすことになった時もそう言ってきただけだった。

　母が家事に疎いので、掃除や家事は一通りできる。会社で使うスーツや資料、パソコンなどをキャリーバッグに詰め込むと、椿自身の荷物はその中にすべて収まってしまった。

（荷物がたくさんあると思ってたけど――実際はこんなものかぁ）

　引っ越しの準備に高階が業者を用意してくれると言っていたが、キャリーバッグ一つ分の荷物なら自分で運べる。

　まるで旅行にでも行くような身軽さで高階が指定した最寄りの駅に向かうと、彼は改札口で椿のことを待っていてくれた。

「すいません、お待たせしてしまいました」

　そっと頭を下げると、高階は首を横に振って笑顔を見せてくれる。

　彼は先日のスーツ姿ではなく、今日はラフなシャツとブラックジーンズ姿だった。

　会うのは今日で二度目だが、お見合いの時とは少し違う雰囲気に、思わず目を逸らしてしまう。だが、当の高階はそれを気にした様子もなく、にこやかに椿の荷物を持ってくれた。

「いいえ。むしろここまで来ていただいてありがとうございます。……お荷物、お持ちしますよ」

　高階は駅の立体駐車場に停めてある車までキャリーバッグを運ぶと、それをトランクに積んでからドアを開けてくれた。

「助手席へどうぞ」

「は、はい……」

　勧められるがまま助手席に座った椿は、所在なさげに車の中を見回した。

　これから椿は、高階の家へ向かってそこで生活をする――生まれて初めて親元を離れたことで、多少の不安が頭をよぎる。

「椿さん？　どうしました……なにかご不安なことでも？」

　そんな椿の様子に気が付いたのか、運転席でシートベルトを着けていた高階が顔を覗きこんでくる。

「不安と言いますか……今まで実家を出たことがないので、ご迷惑をおかけすることもたくさんあると思います。それが少し……」

「迷惑だなんて考えないでください。むしろ俺の方が――長年一人暮らしをしていたので、あなたに無理をさせてしまうことがあるかもしれない。部屋も片付けたつもりなんですが、なにせ誰かを家に入れるということ自体が久々で」

　車を走らせた高階が小さく笑う。

　男の人の一人暮らしというものの想像があまりできない椿だったが、几帳面っぽく見える彼の部屋が暮らせないほどに汚いとは思えなかった。

「ましてや女性と二人なんて……こうして話しているだけでも、若干緊張しています」

「緊張？　高階さんが？」

　誰に対してもスマートな印象を持つ彼が、緊張なんてするのだろうか。

　ふと頭に浮かんだ疑問をポロリと口に出してしまって、椿は慌てて口を押えた。流石に今のは失礼すぎる。

「ご、ごめんなさい！　あの、変な意味じゃなくてっ！　両親に対してもわたしに対しても、すごく色々なことを考えていただいたので……」

　わたわたと両手を振ってみても、口から出た言葉を取り消すことはできない。

　すると、高階は眼鏡の向こうで目を細めてくすくすと笑い始めた。

「高階さん……？」

「いえ、すいません。ビジネスが絡むとうまく口が回るんですがね。好きな女性がそばにいると、どうしても緊張してしまうんですよ。……あなたの色々な表情が見れて、実は今、結構ドキドキしてます」

　まっすぐ前を見つめてハンドルを切りながら、高階はゆっくりとした口調でそんなことを言いだす。

　その言葉につられて横顔を覗き見ても、彼が照れているようにはあまり見えなかった。

「それと、俺のことはぜひ名前で呼んでください。あなたには名前で呼ばれたい。……礼司、と」

「え、あっ……そうですよね。もう少ししたら同じ苗字になるし……じゃあ、礼司さんって呼びます」

「――礼司さん、ですか」

　赤信号で車が止まると、彼は目を丸くして椿の方を見た。それまで柔らかい微笑みを絶やさなかった礼司が驚いたような顔をしているのがおかしくて、椿もつい顔をほころばせる。

「なんだか、照れますねぇ……」

　コホン、と咳ばらいを一つしてアクセルを踏んだ礼司は、そのまま自宅へと車を走らせた。時折ちらりと椿のことを見るが、そこから先は彼からなにか喋ることもない。

　駅から五分ほど車を走らせると、再開発が進む高層マンション群が姿を現した。緑地や公園が作られており、昼時だからかキッチンカーもちらほらと見える。

「この辺にお住まいなんですか？」

「えぇ。こちらです。低層レジデンスなので高さはありませんが、緑が多くて過ごしやすいんですよ。共用棟にはフィットネスジムなんかもあるので、もしよかったら使ってみてください」

　そう言って礼司が車を止めたのは、複数の居住棟が連なるリゾートマンションのような建物だった。

　てっきりビル街の高層マンションのような場所を想像していた椿は、建物を囲む緑の多さに感嘆の声を上げた。

「すごい――なんだか、海外のホテルみたいですね！」

「そうですね。元々のコンセプトが海外のリゾートホテルだそうで、面白そうだから購入したんです。まぁ、昼間に家にいることはあまりないんですが、休みの日に外を眺めていると疲れが癒されます」

　二つの共用棟と複数の住宅棟にわかれた作りになっているマンションは、広大な敷地と緑の多さでストレスも少なそうだ。建物自体の大きさに高さがないため、圧迫感もなく空が広い。

「さぁ、お疲れ様です。ここが俺の部屋なんですが――すいません、テレビも見ないのでソファと冷蔵庫くらいしか家具がなくて……カタログだけは取り寄せたので、あとで一緒に選びましょう」

　連れてこられた礼司の部屋は、確かに広くはあるがものがない。

　リビングにはテーブルとソファ、スタンドライトくらいしか置いておらず、かろうじてソファの背もたれに掛けられている毛布が生活感を出している。

（これが、礼司さんのお部屋……綺麗だけど、本当になにもない……）

　ここで礼司が寝起きしているところを考えると、途端に緊張してしまう。今日からは自分もこの部屋で暮らすのだと思うと、じんわりと手の内に汗をかいてきた。

「飲み物でもいかがですか？　椿さんはコーヒーとか、ブラックの方がお好きですか？」「えっ……あ、お構いなくっ！　というより、わたしが淹れますから！」

　同棲という名目でこの家にやってきたのだから、お客様扱いをしてもらうわけにはいかない。

　礼司にお茶を淹れさせれば、両親にも気が利かない娘だと叱られてしまう――慌ててキッチンへやってきた椿の頭に、礼司はそっと手のひらを乗せた。

「大丈夫ですよ。そんなに焦らないで……こういうのは、気付いた方がすればいいんです。それに、俺はもっとあなたの好みを知りたい」

　落ち着かせるように頭を撫でてくれる礼司の優しい視線に、椿はホッとしたような息を吐いた。

　自分を叱る両親はここにはいないのに、ヒステリックに咎めてくる母の姿を思い浮かべてしまう。家にいた時はそれが普通だったが、礼司は両親と正反対のことを言ってくれた。

「……ありがとうございます。つい癖で――あっ、でもお茶やコーヒーの場所は教えほしいです」

「そうですね。じゃあ、一緒に用意しましょうか。毎朝朝食と一緒にコーヒーを飲むので、まとめてこの棚の中に置いてあります。水や食料品は定期的に家に届くようにはしてありますが、他に必要なものがあれば近くにお店もあるので」

　礼司の提案に、椿はこくりと頷いた。優しく家のことを教えてくれる姿は、家に来たばかりの椿に安心感を与えてくれる。

　そうして家の中のことを教えてもらっていると、時間はあっという間に正午を越えてしまった。すると、礼司がジャケットと財布を持って外に出ようとする。

「外にキッチンカーが来ているので、お昼を買ってきますね。疲れたと思いますので、椿さんはゆっくりしていてください」

「そんな、わたしは全然――」

　駅から礼司の運転する車に乗っていただけなので、体はほとんど疲れていない。買い物ならば自分が行こうと思ったのだが、それはやんわりと右手を挙げた礼司に制されてしまう。

「俺もかなり浮かれているので、ちょっと外の空気を吸ってきたいんです。食べられないものはありますか？」

「いいえ……ない、です」

　椿がそう告げると、礼司はそのままジャケットを羽織って昼食を買いに行ってしまった。

　広いリビングの中に一人でたたずんでいると、椿はそこで大きく息を吐きだした。

「な、慣れない……！　礼司さんのペースに慣れない……！」

　しなやかだけれど、譲らないところは絶対に譲らない。だからといって自分の意見を強引に押し付けるわけではなく、礼司はいつも椿のことを気遣ってくれていた。

　実家にいた頃とまるで違う暮らしが始まりそうで、なんだかそわそわしてしまう。

「でも――礼司さん、優しいなぁ」

　れいじさん、と口の中で名前を呼ぶと、それだけで胸の奥が温かくなるような心地がした。あれだけお見合いを嫌がっていたのが嘘のように、今は彼の優しさに惹かれていっている。

　ソファに座って礼司の帰りを待つも、越してきたばかりの部屋で過ごす時間はいつもよりゆっくりと流れていくように感じる。

　手持ち無沙汰になった椿が鞄からスマートフォンを取り出すと、不在着信が数件入っているのが目に留まった。

「……お母さんからだ」

　引っ越しが終わったことを報告しようとは思っていたが、先に母から連絡があったようだ。リダイヤルで母の携帯に電話をかけると、電話の向こうから聞き慣れた声が響く。

「椿、引っ越しは終わったの？　高階さんにご迷惑はかけていないでしょうね？」

「ついさっき、礼司さんの家に着いたよ。うん――ご迷惑にならないように頑張るね」

　労いの言葉でも、安堵の言葉でもない。

　相手に迷惑をかけていないか――いや、礼司の機嫌を損ねていないかどうかが、両親にとっては一番大切なことであるのだろう。

「あなたは気が利かないんだから、くれぐれも失礼のないようになさい。あぁ、それと……高階さんは近くにいらっしゃるの？」

「え？　ううん……今は少し外してる、けど」

　昼食を買いに行ってもらったなどと言えば、また叱られてしまうだろう。

　言葉を濁した椿に、母はそれ以上の追及をしてこなかった。

「それならいいけど――あのね、椿。お父さんが今度、また会社を設立することになったの。今度は規模も小さく、堅実にやっていくって言ってるんだけど」

「お父さんが？　そう。いいんじゃないかな。今の会社で働いているより……」

　遠藤の会社で働いている父だったが、元々経営者として生きてきた時間が長かったせいか、現場の社員たちとはなかなか打ち解けられずにいた。

　おそらく父は現場より経営側に立つ方が気質が合っているだろうというのは、椿にもなんとなく理解できていた。それを否定したり、止めようとは思わない。

「えぇ。でもね、会社を作るにしたって事務所を借りたり、設備を整える必要があるでしょう。悪いけど、椿から高階さんに話を通しておいてもらえない？」

「話ってなんの――まさか、そのお金も礼司さんに用意させようとしてるの？　それは流石に……」

　負債を肩代わりしてもらうだけにはとどまらず、会社の設備についても礼司に負担させようというのか。

　さすがにそれは厚かましすぎると苦言を呈そうとした椿だったが、母は鋭い口調で椿の言葉を遮ってきた。

「親が困っているのを見て、どうして手助けをしようと思わないの？　それどころか人を悪者みたいに……今までお父さんに育ててもらった恩を仇で返すつもり？」

「そういうわけじゃ――ごめんなさい、違うんです……」

　語気を強めてくる母の声に、椿は委縮して体を小さく丸め込んだ。

　母はいつもそうだ。なにかあれば椿のことを恩知らずと言って叱責する――実家を出ても両親から逃げることはできないのだと思うと、反射的に謝罪の言葉が口をついて出る。

「とにかく、早いうちに高階さんに話しておきなさい。私たちへの恩知らずなことはしないようにしてね」

　そう言われて一方的に電話が切られると、椿はソファの上で小さく震えながら息を吐いた。いくらなんでも、礼司にこれ以上の支援を望むのは図々しいにも程がある。

　両親はいつもこうだ。自分たちはあらゆる恩恵を受けて当たり前だと思っている節がある。叫びだしたくなるのを堪えて、椿はぐっと唇を噛んだ。

（どうして――どうして、この人たちはこんなに厚かましくいられるの……？）

　頭の中が真黒く塗りつぶされるような感覚を覚えながら、椿は膝を抱えたまま震えが止まるのを待っていた。

「――椿さん？　どうしました、椿さん！」

　すると、頭上から焦ったような声が聞こえてくる。そろそろと顔を上げると、二人分の昼食を持った礼司が焦ったように椿の元へ駆け寄ってきた。

「礼司さん……」

「具合が悪いんですか？　どこか痛いところでも――」

　椿の背中に手を当てた礼司が、心配そうに顔を覗きこんでくる。

「いえ……大丈夫です。ちょっと緊張しちゃって」

　母の言葉が、頭の中をぐるぐると回っている。

　早く言わなければ。言ってしまった方が、きっと楽になるに違いない――そう思っていても、唇は不格好な笑みを形作るだけだ。

「本当に、なんでもないんです。驚かせてしまってごめんなさい」

　不思議そうな表情を浮かべる礼司に何度か頭を下げて、彼がテーブルに置いた昼食に手を伸ばす。曖昧に笑みを浮かべて話をごまかすのは、昔から得意なことだった。

「……椿さんがそう言うなら」

　礼司も納得はしていないようだったが、理由を深堀してくることはない。二人で昼食を取った後は、その後の生活についてあれこれと話を進めていった。

（今はまだ、礼司さんにこんなこと言えない……でも、これから一体どうしよう……）

　礼司と話しながらも、椿のそんな不安が胸から消えることはなかった。

　

　

　それから数日の間、二人はごく穏やかで落ち着いた同棲生活を過ごした。

　礼司は私生活においても几帳面かつ紳士的で、二人のベッドルームは一緒だったが彼から手を出されたことは一度もない。色々と考えてはいたため、そこは正直に言って拍子抜けだった。

　一方で椿は、母から言われた言葉を忘れようとするかのように、日々昼の仕事と夜のアルバイトに打ち込んでいた。

　仕事以外の生活は至極穏やかなものだったが、仕事が忙しい礼司とはあまり長く話すこともできなかった。椿も仕事があるので、どうしても食事時などにその日あったことを軽く話す程度になってしまう。

　だが、たったそれだけの触れ合いでも、礼司は優しく椿のことを気遣ってくれた。

　新生活に慣れようとする椿をことあるごとに気にかけてくれ、必要なものがないか、無理はしなくてもいいと優しく声をかけてくれたのだ。今まで、実家ではそんなことを言われたことはほとんどなかった。

　そんな彼の優しさに、椿も心が解きほぐされていくような気持ちを覚えていた。

「椿さん、俺に隠していることはありませんか」

　ある日、バイトを終えて家に帰ってきた椿に夜食を用意しながら、礼司はそんなことを尋ねてきた。

　先にシャワーを浴びてきた椿は、その言葉にぐっと言葉を詰まらせる。考えないようにはしていたものの、どうしても母の言葉を思い出してしまう時があった。

「この数日あなたと暮らしてみて、少しぼんやりしていることが多いように思いました。もし俺に対して不満な点や改善すべき点があれば詳細に教えてください。すぐにとはいかないかもしれませんが、できるだけ改善していきたいです」

「いえ、礼司さんに不満があるわけじゃ……」

「でしたら、一体なにがあなたを困らせているんですか？」

　礼司の口調は決して厳しいものではなかったが、どこか有無を言わせない響きがあった。

　心配そうに見つめてくる視線に、そうではないとわかっているのに咎められているような気分になってくる。

「俺には、言えないようなことですか？」

　低い声が、優しく鼓膜をくすぐっていく。

　眼鏡越しの目が少し悲しげに伏せられているのを見て、椿はきゅっと唇を噛んだ。どうあっても、彼に根負けしてしまう。

「……引っ越した日に、母から連絡があったんです」

「椿さんのお母様から？　どんな用件だったんです？」

　礼司はそっと椿の背に手を置いて、優しく背中を擦ってくれた。

　ゆっくりと促されるままに、椿は母からの電話――父が会社を設立するということと、それに対して両親が更なる金銭援助を礼司に求めていることを伝える。

「ごめんなさい……こんなこと、これ以上お願いできる立場じゃないのに。どうしても、母に言われてしまうと……」

　優しい彼に、これ以上の負担を強いてしまうのはあまりに心苦しい。

　母に言われたことに反発できない自分が情けなくて、椿はきつく唇を噛みしめた。

「……なるほど、設備投資ですか。確かに新しく会社を立ち上げるとなると、初期投資は必要になりますね」

「え？」

「これから少し仕事が忙しくなるので、後日秘書に向かわせると伝えてもらえますか。額面は必要な金額を言っていただいて結構ですので」

　きっと礼司に軽蔑される――そう思っていた椿は、彼のあまりにあっさりとした言葉に目を大きく見開いた。

「ま、待ってください。そんな簡単に……」

「必要なものでしたら、できる限りの支援はさせていただきます。だから、椿さんがそんなに苦しむ必要はないんです」

　そう言って、彼は柔らかく椿の頭を撫でてくれた。

　大きな手のひらで宥めるように撫でられると、恥ずかしさと一緒に不安と安堵が一挙に押し寄せてくる。

「れ、礼司さん……」

「大丈夫ですよ。だから、そんなに泣きそうな顔をしないで」

　絹糸を染めたような黒髪を、彼の長い指がするりと梳いていく――たったそれだけの動作で、心臓がうるさいほどに高鳴ってしまう。

（わ、ど、どうしてこんな風に……すごく、ドキドキする……）

　ただお金を支援されるだけだったら、こんな風に胸が高鳴ったりはしないだろう。

　不安を感じさせまいとする穏やかな口調と、優しく椿のことを見つめてくる視線に、心が大きく揺さぶられる。

　すると、椿の頭を撫でていた手がすっと肩に回された。

　ごく自然に肩を引かれ、彼の胸に体を預けるような形になった椿は微かに震える息を吐きだしながらそっと礼司の顔を見上げる。

「あなたが俺の側にいてくれるなら、どんなことでもできます」

「そんな――ッ、んっ……」

　そんなこと、冗談でも言ってはいけない。

　そう言おうとした椿の唇は、いつの間にか礼司のそれで塞がれていた。前歯で軽く下唇を食まれ、その拍子に開いた唇から舌先が潜り込んでくる。

「んんぅ、うっ……ン、っ」

「すいません――あなたから許しを得るまで、我慢しようと思っていたんですが」

　そっと唇が離れると、申し訳なさそうな表情を浮かべた礼司が椿の頬に触れた。

　いつも掛けている眼鏡を外した彼は、どことなく鋭い印象を与える瞳に情欲の色を湛えている。

「そんな悲しそうな顔をされると、止まらなくなってしまいます」

　彼が薄く口を開くと、二度目のキスはすぐに訪れた。

　それまで浅い位置で歯列をなぞっていた舌先が、そろりと口蓋を舐ってくる。柔らかい他人の舌に咥内をまさぐられる感覚は椿にとっても未知のもので、反射的に舌を押し戻そうとすると逆に絡めとられてしまった。

「ッぁ、ふっ……んくぅっ」

　ちゅ、ちゅ、と角度と深さを変えたくちづけを繰り返されて、椿の体からは次第に力が抜けていった。許されたわずかな合間に大きく息を吸おうとすると、礼司は強くその肩を抱き寄せた。

「ここで続きをしますか？　それとも、ベッドルームで？」

　興奮交じりの声が、確かな熱を帯びて鼓膜を揺らす。

　それを聞いてくるのはずるい――一瞬そんな言葉が頭をよぎったが、椿も自分の体が徐々に熱を宿していくのを感じていた。

　彼を拒絶するなら、きっとこれが最後のチャンスだ。けれど、椿は敢えてその選択肢を頭から外した。

「……ベッドルームが、いいです」

　何度か荒い息を吐きだして、ようやくそう答える。

　すると、礼司が心得たとでも言うように彼女の体を抱え上げ、そのままリビングを出て行ってしまった。

「あ、あのっ！　重たいですから……」

「重たいわけがないでしょう――むしろ軽すぎるくらいです」

　リビングからベッドルームまで、そう距離があるわけでもない。自分で歩くと伝えたかったが、それは礼司によって却下されてしまった。

「……逃げないで、くださいね。ずっと我慢していたので、今ダメだと言われると本当に辛いです」

　普段二人で眠っているベッドに椿のことを座らせると、礼司がそう確かめてくる。

　椿はゆっくりと首を振ると、彼が着ているシャツの裾をきゅっと掴んだ。

「逃げません。……大丈夫です」

　結婚を前提として彼と同棲しているのだから、いつかこんな日が来ると思っていた。

　むしろ、数日ベッドをともにしていてなにもなかったことの方が不思議なのだ。

（礼司さんは、そういうことにあんまり興味がないんだと思ってたけど……）

　色白な礼司が、かすかに目元を染めて椿を見下ろしている。割と淡泊な性格していると思っていたが、表情は言葉よりも饒舌だった。

　長い指先がパジャマのボタンをゆっくりと外し、その下にある肌着をたくし上げる。

「そう言っていただけて、安心しました」

　こんな時でも堅苦しい敬語を崩さない礼司は、ホッとしたように笑って椿のこめかみに唇を押し付けてきた。

　戯れるように頬や首筋にキスを落としながら、彼は手際よく椿の体をなぞり、肌をあらわにしていく。

「ひゃ、ぅ……あの、で、電気を……消してもらうことって、できませんか？」

「暗い部屋だと、あなたの可愛らしい姿を見ることができなくなってしまう。申し訳ありませんが、それは却下で」

　やや性急な口ぶりでそう告げた礼司は、一度椿の背後に回って後ろから彼女のことを抱きしめてきた。

　骨ばった左手がやんわりと乳房に触れると、手のひらの冷たさに体がびくんっと跳ねる。

「ひぁっ……！」

「あぁ、すいません――椿さんは体温が高いんですね。触れていると温かくて……とっても心地いい」

　ちょうど礼司の手のひらに収まるほどの大きさをした乳房を下から持ち上げて、彼はそっと指先に力を込めた。

　柔らかくもしっかりと張りつめた乳肉が、指先の動きでむにむにと形を変える。

「ふ、ぁ……ぁ、んっ、ん……」

　右胸を軽く揉みしだかれて、これまで感じたことのない感覚が体の奥の方から湧き上がってきた。未知の感覚に身を震わせる椿の耳元で、礼司が低い声を吹き込んでくる。

「こういったことの経験はありますか？」

「ない、です……だから、その――少しだけ、怖くて」

　優しく触れてくる礼司のことを怖いとは思わないが、心地よさの先になにがあるのかがわからない。

　素直にそう伝えると、彼はわずかに表情をやわらげた。

「それなら、あなたはこのままで……こうして身を委ねて、俺に奪われてください」

　甘い響きを含んだ声に、椿の体がぶるっと震える。

「……は、い。全部……礼司さんの、言う通りにします」

　甘い囁きを拒絶することはできない。背中を彼の体にもたれさせたまま、椿はふっと体から力を抜いた。

「ん、ぁっ……」

　すると、背後から腕を回してきた礼司が、空いていた左胸にも指を伸ばしてきた。慎ましい先端の蕾を人差し指の爪で軽くひっかきながら、じわじわと刺激を与えられる。

　時折指の腹でくにくにと乳蕾を押しつぶされると、ひときわ強い快楽が生まれて自ずと腰が揺れてしまった。

「ぁあっ――ッん、ふっ……」

「力を抜いて。声も我慢しなくていいですよ。気持ちいいところは沢山教えてください……そうしたら、もっと悦くしてあげられますから」

　カリカリと爪で敏感になってきた乳首を擦られ、椿の唇からこぼれてくる声は徐々に艶を増していく。椿自身も、与えられる快楽が強くなるごとに頭の中にもやがかかっていくような心地になっていた。

「んあっ……でも、わからなくてっ……ッは、ぁうっ」

「わからない？　じゃあ、こうして摘ままれるのはどうです？」

　凝ってきた乳首を親指と人差し指で摘まれると、なぜか下腹部がきゅんっと疼いた。それまでの徐々に高まっていくような快感とは違い、まるで電流が流れたような強烈な愉悦に体が跳ね上がってしまう。

「ッあぁっ……！」

　こり、と軽く先端を刺激されただけで、甘い声が唇からこぼれ落ちる。

　指の腹で円を描くようにそこを捏ねられ、もどかしい快感を覚えたころにきゅっとつまみ上げられる――緩急をつけた愛撫に、いつの間にか椿は小さく腰を揺らしてしまっていた。

「は、ひっ……なんか、か、体が、熱いです……ゾクゾクッてするのに、お腹のところがどんどん熱くなって……」

「よかった、ちゃんと感じてくれているんですね――じゃあ、次はその快感をもっと体に覚えさせていきましょう。下着もすべて脱いでしまいましょうね」

　もう、礼司の言葉に反応するだけの気力は残ってはいなかった。

　次々と押し寄せる未知の快楽に、椿のキャパシティはいっぱいになっている。

　力が入らないその体からすっかり着衣を取り除いた礼司は、柔らかい腹に手を這わせて、肌の感触を楽しむようにしながら指先をゆっくりと下ろしていく。

「ん、はぁッ……ぁ、くっ」

　異性に裸を見られる羞恥を感じるよりも早く、礼司が快楽で感覚を塗りつぶしていく。うなじを甘噛みされてあえかな声を上げた椿の蜜壺に、つ、と彼の指先が押し当てられた。

「ひぁっ……あの、礼司さん……」

「力を抜いてくださいね。できるだけ優しくしますから……拒まず、あなたの中に俺を受け入れてください」

　恥ずかしさでどうにかなってしまいそうなのに、礼司にそう言われてしまうとどうしてだか従いたくなってしまう。

　素直に頷いて礼司の腕に縋りつくと、彼は頭上で小さく笑みをこぼした。

「ほら、ナカがとろとろになっています。いっぱい感じてくれたんですね、椿さん」

「そんな、く、口に出さないでください……恥ずかしい、です」

　くぷぅ……と音を立てて飲み込まれていった指先が、蜜壺のごく浅い位置をくちくちと刺激してくる。

　自分の足の間に指を突っ込まれ、丁寧に愛撫されているところを見ていられなくて、思わず椿は目を逸らした。すると、礼司がそれを咎めるように名前を呼んでくる。

「椿さん。ちゃんと見てください――あなたが今、どんな男に抱かれているのかをしっかり見て。俺があなたを悦くしているのだと、ちゃんと理解できるまで」

「理解は、してますっ……」

　熱っぽい吐息を耳元に吹きかけられて、低い声を囁かれると腰が砕けそうになってしまう。声から逃げるように前かがみになろうとすると、くちくちと入口から念入りに隘路を広げていく指先の質感をこれでもかと感じてしまった。

「あぁっ……や、ぁんッ」

「わかりますか？　俺の指が、あなたのナカをたっぷり愛しているところ――気持ちよかったら、そうだと教えてくださいね。痛みがあったらいけませんから」

　口調は優しいのに、その言葉は椿の心を甘く縛りつけてくる。

　けれど、恥ずかしいものは恥ずかしいのだ。思わず口を引き結んだ椿に、礼司はぐっと腕を伸ばしてくる。

「ひゃ、ぁうっ……！　あ、やぁっ！」

　逃げようと前のめりになった体を連れ戻そうとして、礼司がむにゅりと椿の胸を鷲掴みにした。前触れなく訪れた甘い刺激に声を上げると、隘路を広げていた指先が一気に奥まで突き立てられる。

「んぁ、や……く、ぅうっ、ンっ」

　潤んだ媚肉と柔らかな乳房、その両方に痺れるほどの喜悦を感じて、椿の体はがくっと崩れ落ちた。ベッドの上にうつぶせになり、礼司に尻を突き出すような形になってしまう。

「あぁ――いいですね。こういうのも趣深い……蜜もこんなに溢れて……」

　もったいない、と聞こえたのは、気のせいだっただろうか。

　嫌な予感に顔を上げた椿だったが、ぢゅるりとなにかを啜る音が聞こえてきたと同時に再びシーツに顔を押し付ける羽目になった。

「や……だ、だめっ……」

　彼の長い指先が花弁を押し広げたかと思うと、肉厚な舌がゆっくりと処女肉の入り口をなぞり上げる。

「ァ、ひっ……やだ、それっ……れいじ、さぁっ……」

　力の入らない足を広げられ、腰を突き出した体勢のままで恥ずかしい場所を舐められる――恥ずかしさと一緒に途方もない快楽がこみあげてきて、椿は悲鳴に近い声を上げた。

「あ、ぁあっん……ひ、ぃっ――だめ、それは、ぁ」

　ぴちゃぴちゃといやらしい音を立てながら、礼司は蜜の溢れる花弁を舐っていく。

　泣きそうなほど恥ずかしいのと、どうにかなってしまいそうなくらい気持ちいいのとで、椿はすっかりパニックに陥っていた。

「っひ、ぐっ……ンぁ、あっ」

「……こちらも随分熟れてきたようだ」

　濡れた息を吐かれて、思わず腰がガクガクと震える。

　そんなところで喋らないでほしい――その願いは虚しく、礼司は指で花弁を広げると、その中心に向かってふっと息を吹きかけた。

「ひゃぅうっ……！」

　ざらりとした舌が、ぽっちりと勃ち上がってきた蕾をとらえる。

　繰り返された愛撫で敏感になった淫芽をちろちろと刺激されると、おかしくなってしまうのでないかと思えるほどの愉悦が体を駆け巡っていった。

「ッああっ！　あ、だめっ……それ、やっ――」

「いや、ではなく……気持ちいい時はそうと教えてください。ね、椿さん」

　教師が子どもを諭すように、礼司は椿に優しくそう命じてくる。

　シーツを掴み、されるがままに蕩かされるしかなくなった椿は、まともな思考もままならずにこくこくと頷いた。

「ここを舐められるのはどうです？」

「……き、きもちいい、です……ッんぁ、でも、恥ずかしいので……」

「恥ずかしがる必要はありませんよ。快楽に浮かされているあなたはとても美しい――それに、俺以外の人間が見ているわけでもないのだから」

　そう言うと礼司は舌での愛撫を再開しはじめた。

　尖らせた舌先で蕾を舐め転がし、淫裂からこぼれ落ちてくる蜜を押し戻すように指を突き立てる。快楽から少しでも逃れようと体を揺らすと、先ほど愛撫された乳首がシーツに擦れてまた別の快感を生み出した。

「ッあ、あっ……ひ、ぃっ」

　もっと――もっと、気持ちよくなりたい。

　今まで誰も触れたことのなかった体を暴かれ、恥ずかしい格好で暴力的なまでの快楽を植え付けられている椿の脳裏に、そんな考えがよぎった。

　下腹部で渦を巻くようにわだかまった熱は、きっとこの先に爆ぜてしまうのだろう。本能的にその瞬間を求めながら、いつしか椿は淫靡に体をくねらせていた。

「――椿さん」

　椿のそんな欲求はお見通しと言わんばかりに、礼司が低い声で名前を呼んでくる。

　顔を上げた彼は、濡れそぼった蜜口を指で丁寧になぞりながら、椿のお尻に腰を押し付けてきた。

「ぁ……」

　丸い臀部に押し当てられる熱がなんであるのかは、見えなくても理解できた。

　それと同時に、自分の痴態で彼が興奮しているのだということを感じ取り、ほのかな満足感が頭をもたげてくる。

「あなたを奪ってしまいたい。無理をさせてしまうかもしれませんが――どうか、拒まないでください」

　縋るようなその懇願を拒むことは、到底できそうもない。

　口の中に溜まった唾液をごくりと嚥下して、椿は小さく頷いた。すると、彼女の耳元に唇を寄せていた礼司がぐっと息を詰める。

「……嬉しいです。ずっと焦がれていたものが、ようやく手に入る」

　低い声につられて背後を振り向くと、礼司は服を脱ぎ捨てて避妊具を装着していた。

　スーツを着ていると細身に見えるが、彼はかなり着やせをするタイプだ。しっかりと鍛え上げられた裸体が視界に入って、椿は恥ずかしさに目を伏せる。

「気持ちいいのも、痛いのも、我慢しないでください」

　破瓜の瞬間に痛みを伴うという知識は、さすがの椿も持ち合わせている。

　それまでうつ伏せになっていた彼女の体を仰向けに転がした礼司は、ふーっと息を吐くと切っ先を蜜口に押し当てた。

「んっ……」

　ぬぷぅ……と音を立てて、円い切っ先が椿の中に突き立てられる。

「ッあ――ぃ、った……」

　焼けるような痛みが、まるで体を引き裂くように襲い掛かってくる。

　息が止まるほどの痛みを感じた椿はぎゅっと目を閉じたが、同時に礼司が左手をきつく握ってくれる。その手のひらがしっとりと汗ばんでいるのは、きっと彼にもあまり余裕がないからなのだろう。

「っ……やっぱり、きついですね。少しだけ力を抜けますか？」

　その問いかけに、ふるふると首を横に振る。とてつもない圧迫感と一緒に訪れる痛みのせいで、どうしても体に力がこもってしまった。

「痛いですよね。でも、このまま焦らしてしまっても辛いだけなので――このまま、もう少しだけ我慢してください」

　ちゅっと瞼にキスをされて、熱い楔が最奥までを一気に貫く――走り抜ける痛みをこらえていると、礼司がゆっくりと腰を動かし始めた。

「一番奥まで届きました……徐々に慣らして、たくさん気持ちよくなれるようにしましょうね」

「ぇ、そん、ッ……ぁ、ひうっ」

　少し痛みが残る膣内を軽く擦られて、椿は小さく悲鳴を上げる。繋ぎあった手をぎゅっと握りしめると、少しずつ痛みと快楽の比率が入れ替わってくる。

「あっ……んぅ、ふっ……」

　握りしめていた手がほどかれると、なんともいない名残惜しさが手のひらに残る。

　うっすらと目を開けて礼司を見上げると、彼は目元を朱赤に染め、余裕のない表情で自分を見つめていた。

「椿さん……動いてみても、大丈夫ですか？」

　微かに震える声に、椿はこくりと頷いた。お腹の中に感じている礼司のそれが、身じろぎをするように動き出す。

「大丈夫、です……ン、動いて……っ」

　熱い息を吐きだした礼司は、椿の声を聞くと腰を軽く揺さぶり始めた。先ほどよりもやや強い律動が開始されると、徐々におさまっていた痛みがもう一度大きくなってくる。

「ッく――んは、ぁっ……」

　けれど、それと同時に礼司の指先が固くなった淫芽を再び捏ね始めた。

　体の中を蕩かしてしまうんじゃないかと思えるほどの快楽は、にわかに残る痛みをかき消していくようだった。

「んぁ、あっ……あ、ぁんっ」

　抽送はだんだんと激しさを増し、それと連動するように蕾を弄る指先もやや乱暴になってくる。肌と肌がぶつかる生々しい音が部屋に響き始めると、熱に浮かされた椿は眩暈を覚えた。

「あっ、ぁあ、ンっ――れーじ、さんっ……」

「く……」

　切なげに眉を寄せた礼司が、薄い唇を微かに動かす。声にはならないようだったが、彼の唇は確かに一つの言葉をかたどった。

　――どうして。

　確かに、彼の唇はそう呟いた。

「礼司さん？　ッん、どうしたんですか……？」

　その瞬間を見てしまった椿は、心配そうな表情を浮かべて礼司のことを見上げる。だが、当の本人は首を振り、何事もなかったかのように笑みを浮かべた。

「なんでもないですよ。……ただ、幸せすぎて不安になったんです」

　そう言うと、彼は一層強く最奥を穿ち始める。

　ぐちょぐちょと音がするほどに激しく腰を動かされ、椿はあっという間に余計なことなど考えられなくされてしまった。

「ッい、たぁっ……あ、ぁっ」

「まだ痛みの方が強いんですね？　教えてくれてありがとうございます」

　堅苦しい敬語はそのままだったけれど、声には隠し切れない興奮が滲んでいる。

　上半身を軽く倒した礼司が優しくキスをしてくれると、幸せで痛みが遠ざかっていくような気がした。

（好き、だ……わたし、ちゃんと好きなんだ。礼司さんのこと……）

　愛液が飛び散るほど激しくピストンを繰り返されながら、淫蕾を弄られてキスを与えられる――痛みが多幸感で塗りつぶされていく感覚に、椿は少しずつ溺れていった。

「目元が、蕩けてきましたね……っ。気持ちいいですか？　一番奥を突かれながら、ここを触られるのが――」

「ああぁッ！　ぁっ、あんっ……！」

　お腹の中が、火傷しそうなほどに熱い。

　きつく頑なだった処女肉は礼司によって懇ろに解され、隘路は喜んで漲りを咥えこんでいる。引き抜く動きで物ほしげに蠢動する膣肉が、愉悦を如実に伝えてきた。

　痛いのに、気持ちいい。快楽が徐々に痛みを上回っていく中、潤んだ膣壺の中のある一点が刺激される。

「ッぅ、んぁあっ」

「おや――悦い場所が見つかったみたいですね。ここ、ですか？」

「や、ぁっ……あ、そこ……そこですっ……」

　言われた通りに、素直に感じる場所を礼司に伝える。すると彼は目を細め、そこを何度か突き上げてきた。

「ひ、ひぅっ、ンっ」

「椿さんがちゃんと教えてくれたから、これであなたを気持ちよくしてあげられる。……椿さんは、いい子ですね」

「あぁっ、ぁ……！」

　こりっ、と淫蕾を摘まんだ礼司が、同時に感じる場所をぐっと突き上げる――それだけの動きで、椿の体に強い電流のような快楽が駆け抜けていった。

　頭の芯が痺れ、一瞬なにが起きたのか理解できなくなる。あまりに強い淫悦に、覆いかぶさる礼司の背中に爪を立ててしまった。

「ぁ、ご、ごめんなさい……」

「いいんですよ。気にしないで――あぁ、でも」

　小さく笑った礼司が、ゴクッと喉を鳴らした。なぜだかそれがとても妖艶に思えて、きゅぅん、と子宮が疼く。

「そんな風に可愛らしく煽られたら、俺も我慢ができなくなります。……あなたを滅茶苦茶にしてしまいたくなる」

　微かに震えた声が鼓膜を揺らすと、緩慢な動きで肉茎が引き抜かれる。

　絡みつく媚肉をそのまま引っ張る動きに腰が揺れる。不随意に収斂する媚肉がぷちゅりと音を立てたかと思うと、礼司は最奥まで一気に楔を突き立てた。

「んぁあっ！　や、はぅっ！　んああっ！」

「椿さん……椿さん、大好きですよ」

　ぢゅぷっ、ぢゅぷっ、と激しい音がするほどの動きを繰り返されて朦朧とする意識の端で、礼司がそう囁いてくる。

　名前を呼ばれるたびに、隘路がきゅうきゅうと彼をしめつけていく。まるで呼応するような動きに、椿はほろりと涙をこぼした。

　惜しげもなく与えられるこの快楽に、愛という名前を付けていいのだろうか。

　長年抑圧されてきたなにかが、彼の手によって紐解かれていく。

「礼司、さんっ……あ、はっ……！」

　絶頂の兆しが近づき、体の感覚がほんの少しだけ遠くなる。

　突き上げる切っ先が最奥に押し込まれた時、椿は身を焦がす奔流に呑み込まれた。

「ッああ……ぁ、んっ……」

　ガクガクと体を震えて、体がぐっとこわばったような気がした。身を焼くような快楽に悶える椿は、少ししてから四肢を弛緩させる。

「は……く、っ」

　椿が忘我の極致に達するのとほとんど同時に、苦しそうな声を上げた礼司が体を震わせる――避妊具越しに吐き出された精液の熱は、椿でもほんのりと感じることができた。

「……んぁ、はぁ……ん、ううっ……」

　どうやら、限界だったのは彼も同じらしい。

　男性経験がない椿に付き合って相当我慢してくれていたのか、唇から紡がれる言葉はあまり意味を成していない。

「れーじ、さん……？　ん、ぁっ」

「無茶をさせてしまいましたね……少し眠ってください。後始末は全て、俺がしておきますから」

　先ほどまでの激しい交合が嘘のように、部屋の中は静まり返っている。

　染み入るように礼司の声が聞こえてくるが、すでに椿は体力の限界だった。ベッドから起き上がることもできず、彼が自分の体を清める時もされるがままになってしまう。

「あ、あの、礼司さんっ！　それくらいは自分で……」

「起き上がるのも辛いでしょう。それに――俺にさせてください。今俺は、幸せを噛みしめているので」

　素肌にシャツを羽織り、いつも通り眼鏡をかけなおした礼司が、蒸したタオルを用意して椿の体を隅から隅まで清めてくれた。恥ずかしくて仕方がなかったが、甲斐甲斐しく世話を焼いてくる彼の様子に、じわじわと喜びが湧き上がってくる。

「ねぇ、椿さん」

「は、はい……」

　椿の体を清めた礼司が、そっと横に寝転んでくる。気怠い体を彼の方に向けると、鼻先や額に何度かキスを落とされた。

　肌に触れるだけのキスはくすぐったかったが、同時に心がとても満たされていく。

「今日みたいに、色々なことを教えてくださいね。あなたが伝えたいこと、感じたいこと……口に出して言ってもらわないとわかりませんから」

　そう言って人差し指で椿の唇を押さえた礼司は、どこか遠くを見つめるような表情を浮かべていた。

（そういえば、さっきも……）

　礼二の薄い唇が音にならない言葉をつぶやいたのを思い出して、その真意を尋ねようとする。

　けれど、それよりも先に疲労感が体にのしかかってくる。体を綺麗に拭ってもらって、少し安心したのだろう。

（結局、礼司さんが言いたいことってなんだったんだろう……あぁ、でも――）

　彼に抱きしめられて、とても幸せだった。

　押し寄せる倦怠感に堕ちていく中で、椿はふっと口元を緩めたのだった。






第二章　隠された真実を閉ざすように








　同棲を初めて、ひと月ほど経った土曜日の朝――普段は疲労でぼんやりとしている目覚めが、やけに清々しい。

　昨夜は礼司と遅くまで映画を見ていたが、どうやらそのまま眠ってしまったようだ。リビングのソファから先の記憶がない。

「……おはようございます、礼司さん」

　壁に掛けられた時計を確認すると、時間は朝の七時前。今日は午前中だけ礼司が会社に顔を出すので、軽い朝食の準備をしておきたい。

　突っ伏すように眠っている婚約者に柔らかく微笑みかけながら、椿はそろそろとベッドを出て身支度を始めた。

（毎回思うけど――あの寝方、苦しくないのかな……）

　パジャマを着替えて歯磨きをしながら、ふとそんなことを考える。

　基本的に礼司はショートスリーパーで、椿が眠った後も書斎で仕事をしたり、海外の顧客と連絡を取り合ったりしている。朝は大体七時ごろに目を覚ますのだが、眠っている時はいつもうつ伏せだ。

「健康によくない気もするけど、礼司さんはアレが落ち着くって言ってるし……」

　コーヒーを淹れるためにケトルに水を入れ、熱したフライパンに卵を落とす。

　毎朝コーヒーとパンを食べて出社する礼司のために、椿は朝食の準備を買って出た。夕食は外で食べたり、アルバイトがある日は礼司が作ったりしてくれていたのだが、最近は椿の方が早く帰宅する。

　就職してから続けていた居酒屋でのダブルワークを、つい先日退職したのだ。

（金曜の夜にゆっくり眠れたのなんて、本当に久しぶりだったな）

　礼司が実家の負債を肩代わりしてくれたおかげで、アルバイトをしてまでお金を稼ぐ必要がなくなった。

　彼からもできるだけ一緒にいる時間を増やしたいという話があったので、二週間ほど前に店をやめてきたばかりだ。昼の仕事もする必要はないと言われてしまったが、こちらはもう少し続けるつもりでいる。

「おはようございます……早いですね」

「おはようございます、礼司さん。いつもより少し早起きできたので、先にご飯の用意をしてました」

　トーストとサラダの用意をしていると、その頃になって礼司が寝室からリビングへとやってくる。

　身支度が手早い彼は、あとはスーツを着るだけの状態で朝食のテーブルに着いた。

「今日のお仕事は午前中だけでしたっけ？」

「はい。秘書から連絡があって、少しだけ出社することになってます。午後からは空いているので、買い出しにでも行きましょうか」

　礼司との生活は、順風満帆だった。

　彼はいつも椿のことを最優先で考えてくれて、意見もしっかりと尊重してくれる。自分の意見を口にするのが得意ではない椿のことを慮って、選択肢を提案してくれるのもありがたい。

　本音を言うと、堅苦しい敬語をもう少し崩してほしいと思う時もあるが、彼曰くこれはもう癖のようなものらしい。

「はい……！　ちょうど日用品が切れていたので、買い出しに行きたいと思ってたんです」

　更に礼司は、椿をよく外に連れ出してくれた。話してみると好きな映画の種類などもよく似ていて、いずれ時間ができたら二人で映画を見に行こうという約束もしている。

「それはよかった。気分転換がてら、夕食はどこかに食べに行きましょうか。仕事が終わったら連絡するので、それまでゆっくりしていてください」

　綺麗に食事を食べ終えた礼司は、スーツに着替えてそのまま会社へ向かう。

　椿はそんな彼を見送ってから、部屋の掃除に取り掛かることにした。

　この家は元々独居者用で、部屋もベッドルームと礼司の書斎しかない。椿は普段リビングで過ごしているので、私物はほとんどベッドルームに置いていた。

（でもこの部屋、もともとそんなにものが多くないし――礼司さんの書斎に、勝手に入るわけにもいかないものね）

　礼司の仕事に関わるものが多く置いてある書斎だけは、無断で立ち入らないようにしている。おそらく見ただけでは意味もわからないだろうが、そこは最低限のマナーとして触れずにいた。

　なので、椿が掃除をするのは水回りやリビング、そしてベッドルームの三つだけになる。

（本棚は沢山あるけど、いつこんなに本を読んでるんだろう――それも建築とか、不動産関係のものばっかり……）

　家具もシンプルで洗練されたものが多い礼司の部屋だったが、本棚だけは大きなものがいくつか置いてある。ベッドルームには分厚い専門書が詰め込まれた本棚が二つ、リビングには英語で書かれた雑誌や写真集を入れる本棚が一つ鎮座している。

　おそらく書斎にも同じように本棚があるのだろうが、多忙な礼司がいつ読書をしているのか、椿にはそれが疑問だった。

「小説とか、読まないのかな」

　気に入った本があれば好きに読んでいいと言われてはいるが、日常的に英語に触れている椿であっても専門書を読む気にはなれない。

　本棚の掃除がてらぱらぱらと本をめくってみたが、一読して楽しめそうだと思ったのは写真がほとんどを占める雑誌くらいだった。

「……本屋さんに行きたいって言ったら、許してくれるかな」

　丁寧に本棚を掃除しながら、椿はぽつりとそう呟いた。

　元々、椿は本を読むのが大好きだった。子どもの頃は買い与えられた海外の童話集などを読んでいて、国内の小説やエッセイも好んで読みふけっていた。

　小説の主人公やエッセイの書き手を通じて世界を見ている間は、誰にも邪魔をされずに旅をしているような気持ちになった。だが、実家の経済状況が悪くなってからはそうもいっていられず、両親が家を売り払った際に多くの本を手放してしまったのだ。

（礼司さんが帰ってきたら、お願いしてみよう）

　彼もこれだけ本を読むのだから、ダメとは言われないはずだ。

　ちょっとした決意を胸に抱いた椿は、こまごました掃除を進めながら礼司の帰りを待った。掃除が終わると時間ができたので、バルコニーに出て日光を浴びながらゆっくりすることができる。

（そういえば、お母さんからはあれから連絡がないし――お父さんの会社のこと、きっとうまくいったんだろうけど……）

　両親からの連絡は、椿がここに越してきた日にかかってきた電話が最後だった。

　礼司からの援助がなければ延々と電話がかかってくるだろうし、父の会社を設立する準備で忙しくしているのだろう。

　連絡がなければ椿の生活は穏やかだし、両親の顔色を窺わなくてもいい生活はこれ以上なく快適だ。礼司との生活に彼らからの干渉がないだけで、心穏やかに毎日を過ごすことができる。

「……っと、礼司さん、仕事終わったのかな？」

　ぼんやりとしていると、十二時を少し過ぎたあたりで礼司からメッセージが送られてくる。

　すでに会社を後にしたらしく、敷地内の公園で待っていてほしいとのことだった。昼食はキッチンカーで買って食べることになった。

（今日はどのお店が来てるのかな。この前はカレーだったし、スープ系のお店が来てると嬉しいけど――）

　ここに越してきて楽しみになったことの一つが、共用棟の前にやってくるキッチンカーだった。日替わりで色々な店が出店しているので、内容に飽きることはない。

　礼司もそれを楽しみにしているらしく、時折こうして公園やバルコニーで食事をすることがあった。

「すみません、チーズバゲットと完熟トマトのポタージュを二つお願いします」

　お気に入りのスープ店が出店しているのを見つけた椿は、二人分の食事を手に公園に向かう。

　共用棟と三つの居住棟の中間地点にある公園は、この近くに住んでいる人々の憩いの場だ。子どもたちが遊びまわったり、椿たちのようにゆっくりと食事をする人々の姿が散見される。

「あっ、礼司さん！　お待たせしました！」

「いえいえ、俺も今着いたばかりです。食事、買ってきてくれてありがとうございます」

　スーツの上着を脱いだ礼司が、公園の東屋で場所取りをしてくれていた。ひらひらと手を振る彼に手を振り返して、二人分の食事をテーブルに並べる。

「留守中、なにか困ったことはありませんでしたか？」

「いえ、大丈夫です。今日はお部屋の掃除をしたので――あっ、書斎だけは手を付けてないんですけど。お仕事の道具があるといけないから……」

　焼きたてのチーズバゲットと、湯気の立つポタージュが食欲をそそる。

　ゆっくりとそれを味わいなが今日あったことを話すと、礼司は「あぁ」と片眉を上げた。

「書斎も入っていただいて構いませんよ。仕事の道具は大体持ち歩いてますし、大切な書類が入っているキャビネットには鍵もかけてますから」

「えっ、いいんですか……？　じゃあ、今度お掃除しておきますね」

　案外あっさりと入室の許可が出てしまったので、仕事道具に触れない程度に部屋を片付けておこう。

　温かいポタージュを飲みながら会話をする時間は、お互いにとてもリラックスできる。

　この後どこに行こうかと話し合っていると、本屋に寄ってもらいたかったのを思い出した。

「そうだ、礼司さん。あの……あとで、本屋さんに寄ってもらってもいいですか？」

「もちろん。なにかお探しの本があるんですか？」

「これといった本を探しているわけじゃないんですけど……実は、ずっと読書が好きで。今までは時間の余裕もなくてあんまり本を読めてなかったんですけど」

　十八時の定時に仕事が終われば、家に帰ってきて食事の支度をしてもまだ時間が余る。

　夜も礼司が仕事をしている間は読書に充てることができるので、数冊文庫本を買いたかった。

「なるほど、わかりました。ショッピングモールが近くにあるので、今日はそこに行きましょうか。大きな書店が入ってるんですよ。ちょうど俺も、ほしい本が入荷したと連絡があったので」

「あ、ありがとうございます！　でも、ちょっと意外です……お水とかは宅配サービスで頼んでいるので、礼司さんって本もそういうので頼んでるのかなって思ってたから」

　彼がずっと一人暮らしだったということもあるのだろうが、米やパスタなどのよく使う食材や水などは定期的に家に届けてもらうようになっている。

　だから、なんとなく本も通販サイトで頼んでいるのだと思ったら、国内で手に入るものは自分で買いに行くのだという。

「本屋さんの雰囲気が好きなので、仕事の息抜きもかねて時々覗くようにしてます。流石に海外の本で、翻訳されてないものとかは難しいですが――家にある本は専門書が多いので、取り寄せてもらうことも多いんですよ」

「そうだったんですか……」

　毎日少しずつ、礼司のことを知っていく。

　彼はあまり積極的に自分のことを話すタイプではないが、こうしてちょっとだけでも好きなことや楽しんでいることを知れると心が温かくなるようだった。

　食事をとり終えた二人はそのまま礼司の車に乗って、近くにある大型のショッピングモールへと向かった。買い物をしていると彼がなにも言わずに荷物を持ってくれ、夕飯のメニューの相談も聞いてくれる。

　自分自身の考えが尊重される生活に幸せを覚えながら、椿は礼司と一緒に買い物を楽しんだのだった。





＊






　週末のお出かけから数日が経って、ベッドルームには小さな本棚が一つ増えた。

　本屋で購入した小説が面白かったと礼司に伝えたところ、彼がシリーズを全巻買い込んできたのだ。

　長寿シリーズの推理小説ということもあって、家事や仕事の合間にそれを読むのが椿の一日の楽しみに加わった。

（この前は書斎の掃除ができなかったから、洗濯機を回しながらこっちも片付けて――礼司さんが帰ってくるまでに食事を温めれば大丈夫だよね）

　会社から帰ってきて夕飯の下ごしらえをした椿は、溜まっていた洗濯物を洗いがてら礼司の書斎に初めて足を踏み入れた。

　書斎といっても、あるのは仕事用のデスクと本棚――ノートパソコンも持ち出されてしまっているし、これと言って取り扱いに注意を要するようなものは見当たらなかった。

「この部屋も本がたくさん……」

　改めて、礼司の読書家っぷりがよくわかる部屋だった。書斎自体の面積はそこそこ広いのに、壁一面に並べられた本棚が見事に空間を圧迫している。

　リビングやベッドルームにものが少ない分、この部屋にはできるだけ本を詰め込んだのだろう。

　コードレスの掃除機を片手に部屋に足を踏み入れた椿は、丁寧に掃除機をかけてから本棚の拭き掃除もしていく。とはいえ、元々整然と本が並べられているのに加え、家具も綺麗に保たれていた。

「……ん？　なんだろう、これ」

　自分の背丈より高い本棚の拭き掃除をしていると、薄い紙のようなものが本と本の間に挟まっていた。

　カバーが折れ曲がってしまったのだろうか――心配になって本を抜き取ってみると、そこに挟まっていたのはカバーではなく、一葉の古い写真だった。

「これって……礼司さん？」

　両親と息子の三人が写ったそれは、おそらく礼司の家族写真だろう。

　父と母に挟まれて元気いっぱいの笑顔を見せているのが、あの落ち着いた雰囲気の礼司だというのが意外だった。

（そういえば――礼司さんから、ご家族の話って聞いたことがなかったなぁ。結婚するっていう話なんだし、そろそろご挨拶に行った方がいいんじゃ……）

　お見合いの場にも、礼司以外の高階家の人間は現れなかった。

　あの時はそれどころでなくて気にもしていなかったが、本来お見合いというのなら彼の側の介添人や家族がいるのではないだろうか。

　もし事情があってあの場に来ることができなかったとしたら、一度しっかりと挨拶に向かいたい。

　掃除を終えた椿は、その日帰宅した礼司にそのことを聞いてみることにした。

「礼司さんのご家族って、どちらにお住まいなんですか？」

「……どうしました？　いきなりそんなことを」

　残業で遅くに帰ってきた礼司に、椿がその質問をすることができたのは就寝の直前だった。

　眼鏡を外した礼司がぱちぱちと目を瞬かせながら、疑問符を頭の上に浮かべている。

「実は今日、礼司さんの書斎を掃除したんですけど……ご家族で撮った写真が本の間に挟まっていたんです。お見合いの時にもいらっしゃらなかったから、もしかして海外にでもお住まいなのかなって」

　写真は埃を払ってデスクの上に置いてきたが、帰ってきてからすぐに食事をしてお風呂に向かったので、きっとそれを確認してはいないのだろう。

　軽く口を開いた礼司は、しばらく口を開けたままで黙り込んだ。

「――そう、ですか。いえ……先にお伝えするべきでしたね」

「え？」

「実は、母は俺が十代のころに蒸発してるんですよ。父もその後亡くなっていて、今の俺に家族はいないんです。すみません、隠していたわけではないのですが」

　申し訳なさそうな表情を浮かべて、礼司が頭を下げる。だが、謝るべき礼司ではなく自分の方だ――彼の事情にまったく配慮せず、不躾なことを聞いてしまった。

「あ、謝らないでください！　わたしの方こそ……言いにくいことを聞いてしまってごめんなさい」

「いいえ、これから家族になるんだったら、こうしたことはなおの事はっきり伝えておくべきだったんです。……椿さんのご両親は、こういったことを気にされますかね。一応、遠藤さんを通して天涯孤独であるということは伝えてもらっているんですが」

　ふるふると、椿は首を横に振った。

　どちらかといえば、父は事業の大きさにはこだわるが家柄にはこだわりがないと思う。家柄にこだわるのは資産家の令嬢だった母の方かもしれないが、おそらく礼司についてはなにも言わないだろう。

「母はともかく、父はあまり気にしないと思います。どちらかといえば、礼司さんの経営手腕の方を評価しているようでしたから……」

　それに、両親が今更礼司の家庭環境でとやかく言ってくるとも思えなかった。すでに彼らは礼司から支援を受けているわけで、彼に対して文句を言えるような立場にはないはずだ。

「でも……お辛い思いをされましたよね」

「悲しくないわけではありませんが、こういうことは時間が解決してくれます。――椿さんの方が辛そうじゃないですか。ほら、そんな顔をしないでください」

　幸いにして、椿の両親は未だ健在だ。体がどこか悪いという話も聞いたことはない。

　両親にいろいろと思うことはあるが、できるだけ健康に長生きしてほしいとは思う――まだ十代の頃に父を亡くしたという礼司の心情を考えると、胸がひどく痛んだ。

「この話はもう終わりにしましょう。……悲しむあなたの顔を見たくない」

　俯いて沈痛な表情を浮かべる椿のことを、礼司は優しく抱きしめてくれた。

　優しい腕に抱きしめられると、無性に礼司のことが愛しくて仕方がなくなる。

　大きな背中に腕を回して抱きしめ返すと、彼は少しだけ身じろぎをした。

「寂しい思いを、しましたよね」

「今は椿さんがいるから寂しくないですよ。それに、俺にはずっとやるべきことがあったので……悲しんでいる暇はありませんでした」

　それは、彼が経営している会社のことだろうか。

　いくら忙しくしていても、ふとした瞬間に悲しみは襲い掛かってくるはずだ。それを押し殺すようなことはしてほしくなくて、椿は抱きしめる腕に力を込めた。

「……ねぇ、椿さん。顔を上げてください」

　礼司の胸に顔を押し付けていた椿は、その声を聞いてゆっくりと顔を上げた。

　背まで伸びた黒髪を優しく梳きながら椿のことを宥める礼司は、そっと身をかがめてその唇にキスをする。

「ん……」

「そんなに気になるなら、たくさん触れさせてください。あんなことを考える間もないくらい……快楽に溺れてしまったら、あなたのこと以外考えられなくなる」

　しっとりと囁く声の後、くちづけは徐々に深くなっていった。

　――礼司と交わすくちづけは、快楽よりも幸福感が勝る。

　くすぐるようなキスが咥内を犯されるような深いものに変わっていく間、椿はきゅっと礼司の手を握りしめていた。

「ぁ、あの、礼司さん――」

「そうだ、今日は椿さんがたくさん気持ちよくなっているところを見せてください。あまり余裕がなくなると、俺も自分のことばかりになってしまうので」

　柔らかな頬の内側をなぞっていた舌が引き抜かれると、礼司は唐突にそんなことを言いだした。

　一瞬彼がなにを言っているのかわからなくて固まった椿だったが、彼がサイドテーブルの引き出しから取り出したものを見て絶句する。

「……こ、これは？　どうしてこんなものを……」

「どうして、と言われますと……嗜みと言いましょうか。あなたと少しでも楽しめるように、俺としても色々揃えてみたんですが」

　そこに入っていたのは、卑猥な見た目の玩具たちだった。

　貿易会社で仕事をしている関係で、海外の会社からそういうジョークグッズの営業を受けたことが何度もある。

　上司が面白がって仕入れたことがあったが、まさかそれを自分に使われる日が来るとは思わなかった。

　どぎつい色の玩具を見ているだけで、頬が熱くなってくる。そんな椿の様子を眺めながら、礼司は小さな笑みを浮かべた。

「椿さんこそ、よくご存じで」

「し、仕事で……取り扱ったことが、一度だけあって……」

　そう口ごもった椿は、毒々しい色をしたそれから目を逸らした。

「そうでしたか。じゃあ、使い方もご存じですよね」

「ご存じないですっ！」

　反射的にそう言い返した椿に、礼司は優しい笑みを向けてくるだけだ。

　よもやアレを使う気でいるのか、と彼の方を見つめると、仰々しい道具ばかりが詰め込まれた引き出しはすっと閉じられる。

「今はまだ……興が乗ったら、楽しんでみましょうか」

　男の人は、やっぱりそういう物を使って楽しんでみたいものなのだろうか。

　閉じられた引き出しから目を逸らすと、礼司が胸元を寛げて椿の腕を引いた。

　背後から優しく抱きしめられると、礼司の大きな手がパジャマのボタンを外す――ランジェリーの上からするりとお腹を撫でてくる。

「んぅっ……」

　布越しに触れられた肌が、じわじわと熱を帯びていくのがわかった。下腹部にわだかまっていくとろりとした熱は、簡単に椿の肌を濡らしていった。

「今日は、椿さんがたくさん気持ちよくなってくださいね」

「今日、は……？」

　椿が思うに、いつも前後不覚になるまで蕩かされるのは自分の方だ、できるなら自分も彼に悦くなってもらいたいのだが、拙い椿の手管ではなかなか彼がしてくれるようにはできない。

「……いつも、わたしばっかり気持ちよくなってる気がします。礼司さんは――」

「俺だって楽しんでますよ。あなたが快楽に耐えられなくなって、蕩けた表情を見せてくれるところ……この表情は俺しか知らないんだって思ったら、ゾクゾクしてくるくらい」

　低い声で笑うと、下半身にまとっていたパジャマもはぎとられてしまう。言葉と態度こそ優しいが、今日の礼司は少し余裕がないように思えた。

「だから、俺しか見ることができない椿さんの表情をいっぱい見せてください。……ほら、もう濡れてきていますよ」

　――礼司の声は、不思議な響きがある。

　普段は落ち着いていて耳に心地いい低音が、ベッドの上ではまるで媚薬のように椿の体を焦がしてくる。二人きりの時に優しく囁かれると、椿は彼の言葉に逆らうことができなくなってしまっていた。

「ひ、ぁっ……礼司、さんっ……」

「足を開いて、体から力を抜きましょうね。俺に体を預けて、ゆっくりと呼吸してください」

　背後から抱きしめられ、彼の表情が見えないのもまた効果的だった。耳孔のすぐ横で注ぎ込まれる声と体を弄う大きな手に操られるように、椿はくたりと体から力を抜いた。

「ん、んぅ……や……」

　言われた通りに足を開くと、長い指先がショーツの上からくりくりと蕾を弄ってくる。

　生み出される快楽はそれだけでも強烈で、足の間から頭の中までが一直線につながってジンと痺れてくるような感覚が湧き上がってきた。

「ぁ、あっ……ン、くっ……」

「あぁ……下着の上からでもよくわかりますね。こんなに濡れてしまって……」

　にちにちと、布と粘液を擦るいやらしい音が鼓膜を揺さぶってくる。

　淫芽を丁寧に擦られると、次第に胸の先端も疼き始めてくる。そこに触れているわけでもないのに、どんどん感覚が鋭敏になって痒さにも似たもどかしさが椿の心を焼いた。

「ぁ、はっ……や、んっ……礼司さん、そこばっかり……」

「ん？　もっと触ってほしいところがあるんですか？　……それなら、ちゃんと口に出して言わないと」

　セックスをする時、礼司は椿に素直であることを求める。

　昔から自分の意見を我慢することが多かった彼女は、いつの間にか他人に自分の気持ちを伝えることに苦手意識を覚えるようになっていた。

「触ってほしいところを教えてください。ね？」

　優しくも艶めいた囁きは、頑なな椿の心を簡単に解きほぐしてしまう。

　そんなことを口に出すなんておかしくなってしまいそうなほど恥ずかしいのに、体の疼きは一向に収まる気配がない。

　きゅっと唇を噛んだ椿は、震える息を吐きだして彼の手を取った。

「こ、ここ……触って、ください。ずっとジンジンして……もどかしいんです」

　大きくて冷たい礼司の手を、自分の胸に押し当てる。すると、彼はゆっくりと指先に力を込めてきた。

「く、ぁあっ……」

「素直でよろしい。……下と一緒に胸も弄られるのが好きなんですね？」

　人差し指が、ランジェリーの上から胸の先端をくにくにと押しつぶす。

　直接触れられないもどかしさと下半身への愛撫で与えられる快感が重なり合い、椿は悩まし気な声を出して身をよじった。

「ふっ……ン、んんっ……ぁ、のっ――礼司さん、まだ……」

　いつから自分は、こんなに貪欲になってしまったのだろう。

　下着越しの愛撫では物足りないと思ってしまうくらい、椿の体は直接的な刺激を求めていた。もっと強く、奥まで暴かれてしまいたい――そんな欲求が頭の芯に熱をともし、理性を溶かしていく。

「まだ、なんです？」

　対する礼司はあくまで冷静だ。

　どうしてほしいのかを椿が口にするまでは、下着越しの愛撫ですら力を込めないつもりらしい。戯れるように乳首を押しつぶし、爪でひっかく動きを繰り返しながら、耳朶に息を絡めてくる。

「あの……ァ、下着、を……取って、ください……直接触って……」

　か細く消え入りそうな声で、椿はようやくそう懇願した。羞恥心で顔を真っ赤に染めた婚約者の姿を満足げな表情で見下ろした礼司は、そこでようやくランジェリーの裾に手を突っ込んできた。

「わかりました。それではすべて脱がせますから――足を広げたまま、仰向けに横たわってください」

　その宣言通り、椿はまとっていたランジェリーを礼司にすっかり脱がされてしまった。

　身に着けているものがなくなった椿は、言われた通りに仰向けになり、おずおずと足を広げる。

（こんなの恥ずかしい、けど……）

　すでに膣口は愛液を湛えており、乳房も外気に晒されただけでぴくんっと反応してしまう。無防備な婚約者の姿を見下ろした礼司は、優しげに口角を吊り上げて椿の右足を持ち上げた。

「やっ……」

「下着の上からわかるほどでしたから、かなり濡れているとは思っていましたが――もう溢れてしまいそうですね」

　やにわに礼司が濡れそぼった淫裂に唇を寄せ、トロリと零れ落ちてきた愛蜜をぢゅるりと啜り上げた。

「あ、くぅっ……！　ンぁっ、あ……」

　それまで布を隔てた愛撫で快感を高められていた体は、敏感になっている場所に直接触れた舌の感覚だけでひどく感じ入ってしまう。

　薄い唇で秘裂を軽く食まれ、ざらりとした質感の舌先に淫蕾をなぞられると、椿は淫らに腰を振って快楽を追い始めた。

「ンぁっ、だめ、そこは、ぁっ――あっ、気持ちいい、のっ……」

　礼司の手が、太腿の皮膚が薄い部分をするりとなぞる。

　敏感になってしまった触覚がそれすらも快感として認識し始めると、冷たい手はおもむろに火照った乳房の先端を摘まみ上げた。

「ッああ！　あ、んんっ」

　痛みを感じるほどにきつくその場所を摘ままれているのに、不思議と快感の方が痛みを上回る。

　上ずった声をあげて快楽に耽る椿の様子に満足したのか、礼司は胸と淫芽の二か所を懇ろに愛で始めた。

「やぁっ、あ、だめっ……ンぅっ、一緒にしちゃっ……」

　くちゅくちゅと生々しい水音が耳に届くたびに、椿の意志とは関係なく腰が跳ねる。

　お腹の奥がむずむずして、体が礼司をほっしているのがよくわかった。だが、彼は一向に体を起こそうとはしなかった。

　念入りに蕾を舐めしゃぶり、時折思い出したかのように前歯でそれを挟む――そんなことを繰り返された椿の体は、あっという間に一回目の絶頂を迎えてしまった。

「ひゃ、ぁあっ！　あんっ、や、ぁ――ぁああっ！」

　ビクンッ、と大きく体が跳ねたかと思うと、強い快楽の波に押し流されて呼吸が一度完全に止まってしまう。

　目の前に火花が散って、鼓動がどんどん早くなる――一度強張った体が弛緩していくのを感じながら、椿はふーっ、ふーっと荒い息を吐いた。

「一緒に触れられるのが悦いんですね？」

　達したばかりでぼんやりとする頭の中で、礼司の声が響いてくる。

　体の中いっぱいを満たすような愉悦の中、いつの間にか椿はこくんと首を縦に振っていた。

「――もっと、触れてほしいところはありますか？」

「ッ、ん……」

　ふっと吹きかけられる息だけでも、熱を持て余した体は簡単に反応してしまう。

　自分がしてほしいことを素直に伝えれば、礼司はきっとそれを与えてくれるだろう――蕩けた思考の中でその結論にたどり着いた椿が、ごくりと咥内の唾液を飲み込んで口を開けた。

「おく……お腹の奥、が……きゅんきゅんってして、切ないんです……」

　一度満たされる愉悦を知ってしまえば、自制がきかなくなってしまう。

　熱く硬い礼司のものが膣内を埋め尽くす瞬間を思い出した椿が、震えた声で懇願した。

「ここ、です。ここが、むずむずする……」

　腰を押さえていたもう片方の手を、椿は下腹部――子宮の辺りに導いた。

　彼女としては精一杯に礼司を誘ったつもりだったが、彼は相変わらず余裕な表情を浮かべたまま小さく首を傾げた。

「そうでしたか。ちゃんと教えてくれてありがとうございます。……それなら、さっき見せたものを使ってみましょうか」

「え……？」

　てっきり礼司自身を感じることができると思っていた椿は、その言葉に驚いて目を丸くした。

（さっきの、って……まさか……）

　嫌な予想は的中し、体を起こした礼司は先ほど閉じたサイドテーブルの引き出しをがらりと開け、中に入っていた玩具を取り出し始めた。

「待って……それはっ」

「俺も、椿さんの中に入れてもらいたいけど――今日は少し趣向を変えましょう。ローションは……必要ありませんね？」

　取り出されたシリコン製の玩具は、生々しい男性器の形を模していた。礼司のそれよりは一回り小さいが、妙な毒々しさがやけに目についてしまう。

　しとどに濡れた蜜口に、冷たいシリコンの先端が擦りつけられる。期待していたものとは全く違う感触だったが、逆にその冷たさが椿の官能を刺激してきた。

「ひぁ、あっ……やめ、ぇ、ンんっ！」

　物ほしそうに開閉を繰り返していた蜜口が、いともたやすく玩具を飲み込んでいく。

　ぬぷぬぷと水っぽい音を立てて沈められたディルドを咥えこむと、電流にも似た快感が一気に背筋を駆け抜けていく。

「んあぁっ……ァ、んっ」

　挿入されただけで軽く達してしまう――そんな椿の痴態をじっと見下ろしながら、礼司は緩慢な動作で玩具の出し入れを繰り返した。

　敏感になっている媚肉を刺激し、淫蜜をかき混ぜるようにしながら抽送を繰り返され、椿は身も世もなく喘ぐことしかできない。

「ンぁっ、や、ぁ、あっ！　は――はく、ぅっ……」

　礼司ではなく、無機質な玩具にもてあそばれている――そう思うと寂しさのようなものが込みあがってくるが、今はそれすらも快楽に置き換わってしまいそうだった。

「気持ちいいですか？　とっても可愛らしい表か情おをしていますが……そうだ、コレを俺だと思ってみてください」

「そん、なっ……ッひ、ぁぐぅっ！」

　質量も熱さも、礼司のものとこの玩具では比較にならない――その考えは、さらに奥を穿ってきた異物の衝撃によって掻き消えてしまう。

（礼司さんだと、思って……？　そんなことできるわけが……）

　激しく膣壺を犯されながらも、それだけは冷静に無理だと思えた。こんな無機質な玩具を彼だと思い込むことはできない。だが礼司はそれを見越していたのか、先ほどの愛撫を受けて上向いた乳首をぺろりと舐め始めた。

「ッ、ひぃっ……！」

　右手でぐぽぐぽとディルドを出し入れし、同時に乳房の紅蕾を舐られる。

　種類の異なる快楽を連続して与えられることで、徐々に椿の理性は崩れ落ちていった。

「ん、はぁっ……ァ、あんっ」

「……自分で、胸を揉んでみましょうか。気持ちいいところはわかるでしょう？」

　こうなってしまったら、あとは礼司に命じられるがままだった。

　糸で吊られた操り人形のように、椿は右手で自らの乳房を揉みこみ始める。柔らかくもしっかりと張りつめた乳房に指を沈めると、それだけで声が漏れてしまうほどに気持ちいい。

「あ、ぁっ……礼司さん、これッ……ンぁっ、あ、ひっ」

　礼司がいつもしてくれるみたいに、人差し指で尖った先端をくにっと押し込んでみる。

　見よう見まねの動きでも確かに快楽は生み出され、それを感じ取った膣奥がきゅぅんと収縮する。

「あ、ひっ……あぁ、やっ……礼司さんっ、れーじ、さんっ……！」

「……困りましたね。そんな表情を見せられると、俺も……」

　切なく名前を呼び続ける椿に、礼司もなにか感じ入るものがあったらしい。ごくっと唾液を飲む音が聞こえたかと思うと、礼司の手が椿の両足を持ち上げた。

　かと思うと、はち切れそうなほどに怒張した彼の肉杭がぴたりと子宮の上に押し付けられる。

「こちらには――勝手に動いてもらいましょうか」

「えっ……ぁ、んンぁっ！」

　強烈な振動と一緒に、視界が大きく揺れたのはその時だった。

　それまで礼司の手で一定のリズムを刻んでいたディルドが、機械的に振動し始める。

「便利でしょう？　スイッチを入れると動いてくれるんです。……さて、俺はこちらで」

　うねうねと卑猥な動きで膣内を責め立てるディルドは、それまで礼司の手によって散々蕩かされた椿の体を強引に搔き乱していく。

「や、ぁあっ、これ、だめぇっ……」

　こんなもので悦くなりたくないのに、体は簡単に快楽に屈してしまう。

　色白の肌を震わせながら愉悦に耐える椿のことを見下ろしながら、礼司はそっと彼女の足を抱えなおした。

「少しだけ閉じますね……椿さんがあんまりにも淫らなので、俺も興が乗ってきました。胸を揉むのはやめないで――そう、そのまま快楽に身を委ねてください」

　どこまでも丁寧で冷静な声が、火照って蕩けた思考に染み渡っていく。

　言われた通りに胸を揉み、親指と人差し指でその尖端をクリクリと弄りながら、椿は夢中で悦楽を貪った。

　すると、礼司が持ち上げた足を閉じさせ、できた隙間に自らの肉茎を挿入し始める。

「ん、ぁふっ……」

　ずちゅ、と濡れた音を立てながら、太腿に挟まれた熱杭が抽送を繰り返す――柔い肉を性器に見立てられて、思わず椿は悲鳴じみた声を上げた。

「ひぅっ、あ、やぁぁッ……！　そこ、違うっ……」

「本当は……今日はあなただけに気持ちよくなってもらう予定だったんです。だから、俺の方でも準備がなくて――次はしっかりナカを突いてあげますから」

　優しい声音だったけれど、言葉尻には彼の興奮が透けて見えるようだった。

　切れ長の目に獣欲をともしながら、礼司はぢゅぷぢゅぷと柔肉の狭間を犯す。

「んぁ、ァ、やっ……ッぁあ……！」

　指示された通りに胸を揉みながら、皮膚の薄い太腿に直接彼の熱を感じる――強烈な振動で蜜壺の中をかき回された椿は、ぎゅっとシーツを掴みながら駆け上ってくる喜悦の波に身を任せた。

「あああッ、く、ぁあ……！」

　息が止まって体がこわばる――絶頂の感覚はどうあっても慣れないものだ。

　無機質な振動で苛め抜かれた肉襞は、なおもきゅうきゅうと物ほしそうに玩具を食いしめている。

「ぁ、えっ……はっ……」

　深い絶頂を刻みつけられた椿はぐったりと体を弛緩させたが、礼司はそんな彼女の足を持ち上げたまま抽送を止めようとはしない。

「んぁ、あっ……礼司さん……も、ぅっ……」

「すみません。もう少しですから――あぁ、抜いてほしいんですね？」

　ずちゅ、ずちゅっ、と卑猥な音を立てながら太腿の肉を犯す礼司が、敏感な膣肉からディルドを引き抜いたのはその時だった。

　思いのほか強い力でシリコンの玩具を引き抜かれ、ぢゅぽんっ、と水っぽい音が響く。

「ひ、ぎゅっ――ッああ！」

　その際に弱い場所をひっかかれた椿は、不意打ちの快感に体を震わせて再度軽い絶頂を迎えた。

　蕩けてだらしない表情で礼司を見上げると、彼はひどく満足げな表情を浮かべている。

「――可愛いですね、椿さんは」

「なん、ぁ、っ……」

　ふいに、礼司の動きが激しくなる。

　時折戯れるように濡れた蜜口に肉茎を擦りつけられると、もう訳がわからなくなってしまうほど心地好い。

「ぁっ、あ、はっ……！」

「ッ――椿さん……」

　熱に掠れた声が鼓膜を揺らすのと同時に、熱い飛沫が椿の腹の上にぶちまけられた。

　肌の上から感じる液体の感触に、子宮がきゅう……と切なく疼く。

「んく、ぅ……」

　ぶるっ……と体を震わせた椿は、熱い息を吐きながらようやく人心地をつくことを許された。

　ともすれば意識が落ちてしまいそうになるのを必死に堪えて目を開けていると、肌を汚した白濁液を拭ってくれた礼司がそっと頭を撫でてくれる。

「眠ってもいいですよ。……あなたに触れていると自制がきかなくなるのは、俺の悪い癖ですね」

「そんな……ことは……」

　強制的な絶頂を連続して味わったおかげで、気を付けていても瞼が下がってきてしまう。

　もっと礼司と触れ合っていたい――そう思いながら手を伸ばすと、彼はそっとその手を握り返してくれた。

「礼司さん、わたし……幸せ、なんです」

　彼の側にいると、椿は自分がようやく一人の人間として認められているような気持ちになる。

　労働力としてではなく、椿自身が他人に必要とされているのだと思うととても幸せだったし、それは今までの彼女が感じたことがない充足感だった。

「……だいすき」

　好きだ――礼司のことが、この上なく愛しいと思う。満ち溢れる気持ちを幸福という言葉にすると、彼は柔らかく微笑んだ。

「えぇ。俺も幸せですよ」

　そう言いながら瞼にキスをしてくれる礼司に、椿はへにゃりと力の抜けた笑みを見せた。

　きっと彼にも、悲しいことがたくさんあったに違いない。でも、それを乗り越えて――礼司と本当の家族になることができたら。

「疲れただろうから、今日はもうお休み」

　優しい声に誘われるようにして、椿はゆっくりと瞼を閉じた。

　

　椿が温かな微睡みの中に落ちていくと、彼女の体を清めていた礼司がふっと息を吐いた。

「……さて」

　ベッドサイドに置いてあった眼鏡をかけると、少しぼんやりしていた彼女の輪郭が克明になる。

（また無理をさせてしまった――当初の計画からいくと、これは少し予想外だな）

　先ほど椿に笑いかけていた声と比べると、礼司の声は恐ろしいほどに平坦で機械的だった。感情を感じさせない声でぽつりと呟いた彼は、椿を起こさないようにベッドを降りると手の甲でそっと彼女の頬に触れる。

「んぅ……」

　ふわりと表情をほころばせながらも、起きる気配はない。

　それを確かめてから、礼司は身支度を整えて寝室を後にした。リビングによって水を一口飲んでから、自分の書斎へ向かう。

「彼女が言っていたのはこれか。ずいぶん前に失くしたと思っていたが」

　部屋の電気をつけてデスクの上を確認すると、確かにそこには一枚の写真が置いてあった。

　子供の頃の礼司が両親と撮った、唯一の家族写真だ。

「――父さん」

　色あせた写真をそっとなぞると、礼司は絞り出すように写真に語りかけ始める。

「彼女が、あの西荻の娘だよ。父親と比べるとずっとまともだ……苦労はしてるみたいだけど、あの親の元に生まれたなら当然か」

　その口ぶりには、煮えたぎるような憎悪と悔恨、そして躊躇うような響きが含まれていた。

　薄く目を閉じると、礼司の脳裏に思い浮かんでくるのは椿の笑顔ばかりだ。夜のアルバイトを辞めてから、彼女は礼司がどれだけ遅くに帰ってきてもその帰りを待っていてくれる。

「……西荻にはさっさと金だけ与えて、作戦も次の段階に進もうと思ったんだけど――参ったな。彼女の存在は本当にイレギュラーだ」

　やや苛立ったような声でそう吐き捨てた礼司は、写真をデスクの引き出しにしまうと深く息を吐いた。

　熱がこもったままの思考をなんとかしようと思い、リビングに戻ってコーヒーを淹れるが、その表情は一向に晴れなかった。

　湯気の立つカップを手に書斎に向かう礼司の足は、二人の寝室の前でぴたりと止まる。

「――椿」

　ぽろりと唇からこぼれた名前は、礼司本人が思っていたよりも優しい響きを含んでいた。

　それが信じられないと言わんばかりの表情で口元を押さえた彼は、書斎に戻って一息に熱いコーヒーを飲み干した。

　自分の意志を人に伝えられない椿が自分の手で少しずつ変わっていくことに、礼司は確かな満足感と愉悦を覚えていた。

　いや、それだけではない。彼女が自分の名前を呼び、はにかむように笑うたびに心が乱される。それと同時に、全てを打ち明けてしまいたい気持ちにも駆られた。

　――自分は、最初から打算ありきで椿に近づいたのだ。

　彼女に向けているのは愛情ではない。その境遇を哀れだとは思うが、きっと自分が彼女を愛することはないだろう。椿本人と出会い、こうしてともに暮らし始めるまでは、礼司もそう思っていた。

「本当に……こんなことになるなんて、思ってもみなかったな」

　誰かと食事をすることを楽しいと思えたのは久々だ。一緒に趣味の話をしたり、買い物に行ったりするだけで心が穏やかになるなんて知らなかった。

　仕事でも私生活でも徹底的に効率を追求してきた自分が、最近はいつの間にか椿のことを考えてしまっている。なにをしたら彼女が喜んでくれるのか、どうやったら彼女が笑ってくれるのか――気付けば頭の中はそんなことでいっぱいになっている。

「こんな思いを抱くべきでは、なかったんだがな……」

　ともに時間を過ごす中で、彼女のことを愛しいと思ってしまった――憎悪の中に芽生えた感情を無理やり押し込むように、礼司はもう一度深く息を吐いたのだった。






第三章　憎しみと愛を吐き出すように








「西荻さん、最近ちょっと……雰囲気が変わったような気がするんだけど」

「えっ、わたしですか？」

　会社で仕事を進めていると、同僚が背後からそんなことを言ってきた。

　ニューヨークのクライアントに送るメールを作成していた椿は一度その手を止め、同僚の方に体を向ける。

　椿よりも少し前に入社した先輩の女性社員が、なにかに言いたげにニヤニヤと笑みを浮かべている。

「雰囲気ですか？　……あぁ、少し髪を切ったから……」

「ううん、そうじゃなくて。言っちゃ悪いけど、西荻さんってちょっと不健康そうっていうか――幸薄そう？　っていう感じだったから」

「はぁ……」

　幸薄そう――まさか自分がそんな風に見られているとは思わなかったが、確かにニコニコと笑顔で仕事をした経験はないかもしれない。

　実家の経営状況が悪化して、大学を中退して就職したのがこの会社だった。

　日常生活レベルでの英語を扱うことができるという条件さえ満たせば、家庭環境などには踏み込んでこない会社だったからここに就職したのだ。

「それが、最近ちょっと楽しそうじゃない？」

「そう、ですかね……」

「うんうん、幸せオーラっていうか――あっ、西荻さん彼氏できたでしょ！」

　名推理と言わんばかりに手を叩いた同僚の声につられて、他の同僚たちが一斉に椿の方を見る。

　自分に多くの視線が向けられているのを感じた椿は、こほんと小さく咳払いをした。

「た、確かにお付き合いしている人はいますけど……あー、生活環境が少し変わったので、それが大きいかもしれません」

　嘘はついていない――それどころか、交際している人がいるのも、生活環境が大きく変わったのも事実だ。

　それなのに、同僚はまだなにか言いたげな表情を浮かべている。

「まぁ、自覚がないなら仕方がないかなぁ。正直、西荻さん前より綺麗になったよ」

「えぇ……あ、ありがとうございます」

　綺麗になったと言われて、嫌な気持ちにはならない。むしろその変化が礼司と暮らす中で起こっているなら、素直に嬉しかった。

　だが、今まで椿はあまり容姿を褒められたことはない――父が会社をやっていた頃、日本人形のようだと褒められたことはあったが、まだ幼かった椿はその言葉の意味もよくわからなかった。今思えば、あれは単なるお世辞だったのだろう。

（目に見えるくらい、変われてきてるのかな……）

　いつものように仕事を終えて、家に帰る。

　実家で暮らしていた頃はアルバイトのことを考え、家に帰ったらこれからどうやって父の機嫌を取り、母の愚痴を聞き流すかで頭がいっぱいになっていた時間だった。

　それが今では、夕飯の献立や礼司の仕事のこと、今日あったことを彼にどう話そうかと考える幸福な時間に変わっている。

「お先に失礼します！」

　少し弾んだ声で退社を宣言して、椿は最寄りの駅へと向かおうとする――すると、会社の前に一台の車が止まっていた。

「……礼司さん？」

　見慣れたそれは、礼司が普段仕事用に使っている乗用車だ。

　すると、不意に運転席のドアが開く――そこから現れたのは、仕事帰りと思しきスーツ姿の礼司だった。

「どうしたんですか、こんなところで……！」

「近くでクライアントと打ち合わせをしていたんですが、そういえば椿さんの会社の近くだったなと思って。定時が近かったんで、迎えに来たんです」

　ダークグレーのスーツを着こなした礼司は、椿の元へやってくるとそっと助手席のドアを開けてくれた。

　周囲には同じく定時上がりの同僚もいて、ちらちらとこちらの様子を窺うように視線が向けられる。

（びっくりしたけど……礼司さんが善意で迎えに来てくれたんだから、ちゃんとお礼を言わなくちゃ……）

　まさか彼が迎えに来てくれるとは思わず、つい頬が緩んでしまう。

　昼間の同僚との会話を思い出して恥ずかしくなってしまうが、椿は軽く頭を下げるとそのまま助手席に乗り込んだ。

「忙しいのに、わざわざありがとうございます」

「いいえ。俺がやりたくてしたことですから――それにしても、椿さんの会社は初めて来ました。貿易関係のお仕事をしているとは聞いていたんですが、こちらの会社でしたか」

　シートベルトを着けて車のエンジンを入れた礼司が、ちらりと社屋の方に視線を向けた。

「もしかして、ウチの会社のことをご存じなんですか？」

「少し前に一緒に仕事をしたことがあるんですよ。ウチが持っているビルの内装について、こちらの社長さんに相談に乗ってもらって――その時のご縁で、今でも時折食事に行きますよ」

　まさか、礼司が椿の会社の社長と面識があったとは――世間は狭いと思うのと同時に、彼がどういう世界に身を置いているのかの一端を垣間見た気がする。

　動き始めた車の中は静かで、椿はしばらく言葉を発さずに流れていく景色を眺めていた。少し日が落ちた大通りは、帰宅ラッシュの時間も相まって車の進みもゆっくりだ。

「そういえば――昼間、あなたのお父さんから連絡がありました」

「えっ、お父さんから……？」

　赤信号で車が止まると、ふと礼司がそんなことを言いだした。

　椿にはなんの相談もなかったが、一体何の話だろうか。

「はい。仕事中だったので、俺もあまり長くお話しできたわけではありませんが――先日のお礼ということでご連絡くださったみたいです。会社の設立については、いい具合に動き出しているとのことで」

「そう、ですか……」

　礼司が設立資金を用立ててくれた父の会社は、もうそろそろで細かな準備が完了するらしい。

　最終的には失敗してしまったとはいえ、父も長年経営に携わってきた人間だ。そういう義理ごとはしっかりとしているのだと思うと、椿も少し安心した。

「それで、今度食事でもという話になったんです。西荻さんも、椿さんが俺とどんな風に過ごしているか気になっていると思いますし――来週末に一度お会いしようと思うんですが、予定は大丈夫ですか？」

「はい、予定は空いてますけど……礼司さんは大丈夫なんですか？」

　友人や知人との付き合いがほとんどない椿とは違って、礼司は日々多忙を極めている。

　普通に働いているだけでも急にスケジュールが埋まったり、夜中に連絡があって書斎に向かうことも多い人だから、彼の方が心配になった。

「俺の方は大丈夫ですよ。それまでに仕事も調整しておきますから。それじゃあ、来週末でお店の予約を取りますね。イタリアンのうまい店があるんです」

　笑顔を浮かべてそう言った礼司に、椿はそっと頭を下げる。

　礼司との同棲が開始してから、両親には一度も会っていなかった。連絡があったのも母からの一度きりで、どうやら父は会社の設立のために奔走していたらしい。

「そうだ――県外にはなるんですが、再開発が進んでいる郊外の方で大型のマンションが建設されているんです。視察をするのに数日家を空けるかもしれないんですが、もしよかったら椿さんも一緒に行きませんか？」

「えっ、礼司さんのお仕事に……ですか？」

　礼司が不動産関係の会社を経営しているというのは知っているが、仕事内容については会社のホームページに載っている以上のことは知らない。

　元々古い駅前ビルなどを買い取ってリノベーションと賃貸を行っていた彼の会社は、業務内容の拡充とともに新築の不動産事業にも乗り出しているらしい。

　だが、そんな大切な仕事の場に自分がいてもいいものだろうか――不動産の知識はあまりなく、椿が同席しても足手まといになってしまう可能性の方が高い。

「えぇ、大丈夫ですよ。というか、海外のオーナーの方が奥様も同席されるそうなので……ぜひ俺もと言われてしまったんです。まだ独身だと言ったら、恋人くらいはいるだろうと押し切られてしまって」

「あぁ――なるほど、そういうことだったんですね」

　つまり、椿の仕事は本当に彼の隣で微笑んでいることだ。

　おそらくはその方が、仕事も進めやすいのだろう。そういうことならば、椿も同席するのはやぶさかではない。

　それに、礼司がそうして声をかけてくれることが嬉しかった。

「わかりました。日程が決まったら教えてください」

「ありがとうございます……近くに温泉があるらしいので、そこでゆっくりしてもいいかもしれませんね」

　礼司と一緒に温泉――想像しただけで、胸が躍るようだ。彼と遠出をしたことはないので、仕事が終わったら二人でのんびりできるかもしれない。

　車がマンションの駐車場に着くと、ちょうど椿の携帯に母から着信があった。

　正直に言って母からの電話はあまり出たくないのだが、無視をすれば後が怖い。

「はい、椿です」

「あぁ、椿ちゃん？　お仕事は終わったのね？」

　久しぶりに聞く母の声は、以前と変わらず元気そうだった。

　以前は言葉の節々にあった不機嫌そうな響きが、少しだけ丸くなっているような気がするのは電話越しだからだろうか。

「うん、さっき終わったところ。いきなりどうしたの？」

「あのね、もしかしたら高階さんからお話があるかもしれないけれど、今度みんなでお食事をすることになったから、その連絡をしておこうと思って」

　どうやら、用件は先ほど礼司が話してくれたものと同じらしい。

「あぁ……礼司さんから聞いたよ。今日は会社まで迎えに来てくれたから」

「あら、そんなお手間をおかけして……まったく、ご迷惑にだけはならないようにって言ったのに」

　母がいつもの調子で椿を咎めてくるが、今日は不思議といつものような嫌な感情が湧き上がってこない。それどころか、冷静にその言葉を受け流すことができた。

「そうだね。……それで、礼司さんがお店を予約してくれるって言ってた。お父さんにもちゃんと連絡はいくと思うけど、お母さんからも伝えてもらっていい？」

　一応母を通す、という流れを踏んでおけば、そこまで彼女が不機嫌になることもないはずだ。そう考えて言葉を選ぶと、案の定母は上機嫌で語尾を上げた。

「そうね、高階さんが選んだお店なら間違いもないでしょう。私からお父さんにも言っておきますから、椿ちゃんもしっかりするのよ」

「うん――わかった。わざわざありがとう、お母さん」

　それだけを伝えて電話を切ると、椿はホッとして息を吐いた。今日はなんだか、母とのやりとりも気楽にできた気がする。

　直接話すにしろ電話をするにしろ、母と話す時はいつも緊張していた。

　機嫌を損ねればすぐに厳しい叱責が飛んでくる――それがわかっているから常に委縮していたのだが、今日は肩の力を抜いて話すことができた。

「すみません、母から電話があって」

「いえいえ。食事会のことですよね？　多分椿さんのところにも連絡が来るんじゃないかなって思ってました」

　車の鍵を閉めた礼司は、椿の電話が終わるまで傍らで待っていてくれた。

　もしかして、緊張せずに母と話せたのは礼司が側にいてくれたからかもしれない。

「お店のこと、父にも伝えておいてくれるって。……ちょっと、いつもより機嫌もよさそうでした」

「そうでしたか。……西荻さんはともかく、奥様にはお見合いの日以降お会いしていませんでしたね。お元気そうでよかった」

　確かに、母はずいぶんと機嫌が良そうだったし、元気そうだった。

　以前は本屋のパートに行くとストレスがたまると言っていたが、少しはそれも解消したのだろうか。

　そんなことを考えながら、椿は礼司とともに自宅へと帰っていった。

　それから数日――礼司がセッティングした食事会は、都内のイタリアンレストランで行われることになった。

　せっかくの食事会ということもあって、礼司は椿にカジュアルなパーティードレスを贈ってくれた。椿は必要ないと言ったのだが、いつの間にか礼司が用意していたのだ。

「あの、似合ってますか……？」

「もちろん似合っていますよ。髪もアップにした方がと思いましたが……やっぱり、

　この美しい黒髪は下ろしていた方がよく映えます」

　レースを合わせたブルーのマキシドレスは、華やかなのにうるさい印象を与えない。椿の白い肌にもよく映えていた。

（これを、礼司さんが選んでくれたんだ……）

　礼司はいつものダークグレーのスーツだったが、その隣に立っても上品さが損なわれないのが絶妙だった。

　食事会の会場であるレストランに向かうと、すでに両親が二人を待っていた。父に至ってはすでにワインを飲んでおり、若干顔が赤い。

「お待たせしてすみません。西荻さん、奥様も……お久しぶりです」

「おおっ、高階くん！　先に一杯やっていたよ。こういう店はあまり好かんと思っていたんだが、なかなかいい雰囲気じゃないか」

　微かにジャズミュージックが聞こえる店内は、木目の天然素材で彩られた内装が温かな印象を与えてくれる。高級レストランというよりは、人々が気軽に飲める大衆バルのような雰囲気だった。

「恐縮です。ごくプライベートな食事会だと思ったので、行きつけの店にしたんですが……喜んでいただけたのでしたら安心しました」

　赤ら顔の父が、片手を上げて二人を迎えてくれる。

　ただ、迎えるといっても今回の食事会を主宰しているのは礼司だ。そんな礼二よりも先に食事をと酒を楽しんでいる様子の父を見て、椿は少し申し訳ない気持ちになった。

「椿さん、こちらへ」

「はい、ありがとうございます……」

　椅子を引いて席を勧めてくれる礼司に頭を下げて、そっと椅子に座る。

　椿と礼司はそれぞれ赤ワインを注文し、前菜の生ハムとパスタの盛り合わせが運ばれてくる。すると、父がもったいぶったように何度か咳払いをした。

「高階くん、椿がなにか迷惑をかけてはいないかね。この通り世間知らずで、ろくに自立もできていないような娘だから、君に迷惑をかけていないかと不安だったんだ」

「え？　いえ、椿さんと暮らしていて不都合などなにも――むしろ、こちらの方が椿さんに助けられています。仕事柄不摂生をしがちなのですが、椿さんが作ってくれる料理のおかげで日々を健康に過ごせていますよ」

　――父の物言いは、今に始まったことじゃない。

　本人は謙遜のつもりで言っているのだろうが、今思えばこの言葉が椿の心を何度も突き刺してきた。

　父が期待しているのは他人からの「そんなことはない」という言葉であって、本心から娘のことを非難しているわけではないのはわかっている。

　けれど、やはりその言葉にはどこかで傷ついていたらしい――改めて礼司が否定してくれたことで、椿はどこかホッとしたような心地を感じた。

「そうかそうか……いや、娘に気を使う必要はないんだ。君の妻になるんだから、好きに使ってやってくれ」

「えぇと――椿さんとは、お互いにお互いを支えあっていきたいと思っています。俺の方が至らないことは多いと思いますし、気付いたところから二人で話し合っていければと」

　赤ワインの入ったグラスを傾けながら、礼司は当たり障りのない微笑みを浮かべた。

　お酒が入っている父については、およそなにを言っても意味がない。

　前菜の生ハムを口に含みながら、椿はそっと母の様子をうかがった。

　母は好みのロゼワインを楽しんでいるらしく、父のことも娘のこともそれほど気にしていない様子だ。

「ところで高階くん、先日話した件だがね」

「あぁ、新しい会社の件ですね？　おめでとうございます……営業先の開拓などが必要でしたら、ウチの営業部からご提案をさせていただくこともできます。困ったことがあったら、なんでも言ってください」

　頼もしい礼司の言葉に、父がより機嫌をよくする。

　実際、父には経営者時代のコネなどもあるだろう。だが、一度会社を倒産させた彼に仕事を頼みたいと思う人間がどれほどいるのか――それを考えると、礼司から仕事を受託した方が話は早いかもしれない。

「いやぁ、ありがたい話だ。だがね、私の方にもいろいろと考えがある。一度は失敗してしまったからこそ、今度は堅実に、地に足をつけた経営を心かけるつもりだ。一足飛びとはいかんかもしれんが、いずれは君のような若者に負けないくらいの会社に育ててみせるさ」

　ガハハ、と豪快に笑った父のグラスが空になると、礼司はそっとワインを注ぎ入れた。

　こういう場所では椿も母もすることがなくなってしまうのだが、頃合いを見てパスタが運ばれてくる。

「お父さん、ご機嫌ねぇ。最近あまりワインを飲むこともなかったから、余計楽しんでいるのかも」

「え？　あぁ……うん。お料理もおいしいしね」

　グラスを傾けた母の言葉をそれとなく交わしながら、椿は礼司の方を見た。

　相変わらず二人は仕事の話をしているし、父もそれでかなり満足しているようだ。言い方は悪いが、礼司は父の操縦がとてもうまいように思える。

「本当に、選んでくれたお店も雰囲気がいいし――こんな素敵な男性が相手なら、喜んであなたのことをお嫁に出せるわ」

　珍しく目もとをやわらげた母が、微笑みを崩さないままショートパスタを口に運んだ。

「お父さんの会社が倒産した時どうしようと思ったけれど……こうしてみると、やっぱりあなたを産んで正解だったわ。十分すぎるくらい役に立ってもらっているもの」

「……そう」

　考えすぎなのかもしれない。母に悪意はなく、本心でそう思っていることはわかっている――けれど母の言葉は、一個人としての椿の人間性を塗りつぶすような響きを孕んでいた。

（もしかしてお母さんも、そうだったのかもしれないけど……でも、今そんな言い方をしなくたって……）

　資産家の娘に生まれた母が、時代的にそうした考えを持っていても仕方がないとは理解している。今からそれをすべて直してほしいとは思わないが、それでも椿の心には暗い影がさしかかった。

「ねぇ、あなた。あのこと――ちゃんと高階さんにお話ししたの？」

　表情を暗くした娘の様子に気付いた風もなく、母はにこにこと笑いながら傍らの父に話しかける。

　それまで仕事の話に花を咲かせていた父は、「おぉ」となにかを思い出したように頭を掻き、それから礼司の方を見て表情を緩める。

「今日は相談事があったんだった……実は、事務所の建設資金を多少融通してほしくてな。やはり設備投資は重要だというだろう？　銀行に借りるにしても、担保にできるものもないし――」

「建設資金、ですか」

　父のその言葉に、俯いていた椿はそっと顔を上げた。

（事務所のお金って……確かこの前、お母さんから話があったはずじゃ……）

　椿が礼司の家に越してきた日に、母から連絡があったことは覚えている。

　父が抱えていた負債だけではなく、会社の設立にあたっての準備資金の援助を、礼司はかなり行ってくれているはずだ。

「なるほど――確かに、設備の投資は必要ですね。以前秘書の方からご提示させていただいた金額では不足でしたか？」

「いや、あれでも十分なくらいなんだが……一流の仕事をするには、やはり一流の道具が必要だ。高階くんもそうは思わんかね？　私が以前会社を営んでいた時は、身の回りの品はしっかりと一流のものを選んでいた。それが信用につながるからだ」

「えぇ、そうですね。おっしゃりたいことはよくわかります」

　礼司は相変わらず柔らかい表情で父の話を聞いていたが、椿は足元から血の気が引いていくような感覚を味わっていた。

　――この期に及んで、父はまだ礼司に金をせびるつもりでいるのだ。多額の負債を肩代わりしてもらい、会社の設立資金まで用立ててもらったのに、これ以上何を求めるというのだろう。

「じゅ、十分な額を援助してもらったなら、それでいいじゃない。無理に見栄を張ろうとしなくたって……今の段階でも、普通に会社を作ることはできるんでしょう？　それならそれで……」

　礼司が大きな会社を経営しているからといって、動かせる金額には限りがある。

　むしろ彼からの援助は大きくなるばかりで、今のところ返済のめども立っていないのだ。

　いくら父がこれから仕事を受注して会社を大きくしていくといっても、時間はかかる。

　返すのに時間がかかるような額の借金を増やすよりは、初期投資を少なくして着実に利益を出していけばいいのではないか――そんな考えで、椿はぽつりと言葉をこぼしてしまった。

　すると、それまで上機嫌で酒と料理を楽しんでいた父のまなじりがキュッと吊り上がった。口元がわなわなと震えているのを見て、椿は自分の失態に気付く。

　――また、言ってはいけないことを言ってしまった。

「お前に話をしているわけじゃない。私は高階くんに話をしているんだ――大体、ろくろく経営のことも知らんくせにいらん口を出すんじゃない！」

「そうよ、いきなり話に首を突っ込んできたかと思ったら、人前でお父さんに恥をかかせるだなんて……まったく、本当に気が利かない子なんだから！」

　まくしたてるような口調の両親に、椿は思わず身を小さくすくませた。

　わかっていた。自分が感じたことを口にして、両親の機嫌を損ねるのはわかっていたけれど、どうしても言わずにはいられなかったのだ。

「大体お前は昔からそうだ。自分一人だけが不幸のような顔をして、一体誰のおかげで今まで生きてこれたと思っているんだ。恩を仇で返すような真似をしおってからに……この親不孝者が！」

　唾を飛ばしながら自分を叱責する父親が恐ろしくて、顔を上げることもできない。

　昔から、自分はいつもそうだ。でも、そこにはいつだって椿自身の意志があった。真っ向からそれを否定されて、体温がどんどん下がっていくような心地になる。

「失礼――西荻さん、奥様……」

「あら、ごめんなさいね。本当に気が利かない子で……昔からこうなの。高階さんと一緒に暮らして、少しはマシになったかと思っていたけど……気を悪くしないでくださいね」

　椿の言葉に礼司が反応したと思ったのか、母は早口でそう言って笑った。

　確かに――礼司から見ても、椿の発言は失礼なものだったかもしれない。彼の経済力は椿がよく知っているのだから、こんなことでわざわざ口を出す必要はなかったかもしれない。

（礼司さん、怒ってる……？）

　両親と同じように、礼司も椿を叱るだろうか。

　今までそんなそぶりを一度も見せたことがない彼がそんなことをするとは思えないが、委縮しきった椿は顔色を窺うように婚約者の方に視線を向けた。

「いいえ。俺が言いたいのは、そんなことじゃありません。――人の婚約者を叱り飛ばした挙句、彼女にこんな表情をさせるだなんて」

　だが、礼司は至極冷静だった。

　いや、冷静を装っていた――その語尾は微かに震え、いつも優しい光を宿している眼鏡の奥の瞳は氷のように冷え切っていた。

「敢えて、同じことを言わせていただきます。――人前で、彼女に恥をかかせないでください」

「な――っ」

　父が椿に言った言葉と同じ台詞を吐き捨てた礼司は、テーブルの上に乗っていたグラスワインを一息で飲み干した。

　荒っぽいその様子に、母がやや怯えた声で礼司に尋ねる。

「た、高階さん……？　どうしたの、いきなり……」

「いきなり、でもありませんよ。あなた方への憤りは常に覚えていた」

　坦々とした口調でそう告げた礼司は、テーブルの下で椿の手をそっと握ってくれる。

　視線は両親に向けたままだが、冷たいその手がこわばった指先を握りしめてくれるとどこかホッとする――言外に、大丈夫だと宥められているような気分になった。

「最初は、なにをどうすれば彼女がここまで自分を押し殺した人間に育ったのかと興味すら覚えていましたが……成程、こういうことでしたか。親のいない俺には想像がつかない領域でした」

　突然厳しい言葉を口にする礼司に、母はもとより父も呆然として目を見開いている。

　温厚で優秀な目の前の青年が、突如娘を擁護し、自分たちに言葉の刃を向けるとは思ってもみなかったのだろう。

「本当にあなた方は、あの頃からなにも変わっていないんですね。自分の手元にある者にはなにをしていいと思っている……事業の失敗で多少は懲りたかと思いましたが、やはり人間そう簡単に変わることはできないようだ」

「な、なにを……いったいなんのことだ……！」

　それまで真っ赤だった顔色を青くしながら、父がそう尋ねてくる。

　驚くのも無理はないことだ。しばらく彼と一緒に暮らしていた椿でさえ、礼司がここまで冷たい口調で話すのを聞いたことはない。

　仕事の電話が夜遅くにかかってきた時であっても、彼はもっと穏やかに対応をしていたはずだ。

「――常とき盤わ亮りょう介すけという名前に、聞き覚えはありませんか」

「……常盤？　なんのことだ、いきなり……」

　常盤亮介――初めて聞くその名前に、椿だけではなく父も疑問符を浮かべて首を傾げる。

　すると、礼司は深く溜息を吐いて軽く肩をすくめた。

「やはり、覚えていませんでしたか。……そんなことだろうと思いました。自分たちが踏み台にしたもののことなんて忘れて、のうのうと生きている――本当に、反吐が出ますよ」

「礼司さん……？　どうしたんですか――それに、常盤さんって……」

　地の底から響くような声で父に吐き捨てる礼司の手を握りしめ、椿は一体なにがあったのかと彼に尋ねた。

　その常盤という人に、父がなにかしたのか――そもそも、その人と礼司にどんな関係があるのかが知りたかった。

「……高階というのは、母方の名字なんです。前に椿さんに話しましたよね？　子供の頃に母が失踪して、父は病死したって」

「え、えぇ……」

　礼司は十代で家族を亡くし、天涯孤独の身だった。

　だが、蒸発した母方の姓を名乗っているというのはなにか理由があるのだろうか。

「俺の父方の姓は、常盤といいます。ビジネスネームで高階を名乗っていますが、本名は常盤礼司というんです。……黙っていてすみませんでした。でも、俺にはどうしても成し遂げたいことがあったので、手段は選んでいられなかったんです」

「成し遂げたいこと……？」

　椿を見つめる時だけ、礼司の表情は少し穏やかになった。

　けれど彼はすぐに口元を引きしめると、眼鏡のブリッジをぐっと抑えて父を睨みつけた。

「常盤亮介は――西荻さん、あなたに追い詰められて会社を倒産させた、俺の父の名前ですよ」

「私の会社に……い、言いがかりはやめんか！　大体、なんの証拠があってそんなことを……」

　憤慨する父に、礼司は小さく笑みを浮かべる。

　それは普段の彼が椿に向けるものとは程遠い――嘲るような冷たい笑い方だった。

「父が遺した日記に、全て書いてありました。西荻さんの会社と提携をする形で大規模施設の建設にあたったのに、あれこれとケチをつけられて報酬は提示された額の半分しかもらえず――さらには優秀な社員まで引き抜かれ、技術者たちが軒並み退職してしまったと」

「条件に合わない会社ならば、技術者たちが居着かんのも当たり前だろう！　それに、まともな施工もできん業者に払う金など最初からあるわけがないだろうが！」

　どんどんヒートアップしていく父とは対照的に、礼司はあくまで冷静だった。

　だが、礼司は決して余裕があるわけではない。椿の指先を握りしめる手はしっとりと汗をかき、横顔はすさまじいほどの気迫を漂わせていた。

「なるほど、確かにあなたの言っていることも理解できます。ウチは小さな建築会社でしたから、大手のように多額の給料を出したりするのは難しかったでしょう――でも、子どもの俺から見ても父は誠実に経営をしていた」

　言葉も出ないほど、椿はその横顔に意識を奪われていた。

　激高したい感情を必死に堪え、淡々と言葉を選ぶ礼司の姿は凄絶だ。

　その迫力に押されたのか、舌鋒鋭く礼司を批判しようとしていた父の口がわなわなと震えている。

「あなたに引き抜かれた社員が、一度だけ会いに来てくれたことがあるんですよ。彼は泣きながら謝っていました。あなたの口車に乗ったのが間違いだった……社員を道具のように使い潰して、自分は訳のわからないコンサルタントに入れ込み豪遊三昧だと」

「そ、それは――」

「技術者を引き抜かれたことで、元々ウチが持っていた建設技術も使えなくなってしまいました。……父は会社が倒産して一年後に亡くなりましたよ。母も蒸発して、心労が祟ったんでしょう」

　その言葉の後、父の顔色はさらに悪くなった。

　礼司の父が亡くなった時、ちょうど父はコンサルタントに乗せられて不良物件を買い漁っていた。一人の少年の家庭が破綻した時、父の商売は最も成功していたのだ。

（礼司さん……笑ってる……？）

　だが、それよりも椿が戦慄したのは、礼司がほのかな笑みを顔に浮かべていることだった。せわしなく顔色を変える父とは対照的に、彼はすっかりとそれまでの怒りを隠してしまっている。

「俺は、父を尊敬していました。小さな会社だけど他にはない技術を誇り、堅実にコツコツと業績を伸ばす――そんな父の側で働くのが、子どもの頃の俺の夢だったんです」

　優雅な所作でグラスにワインを注いだ礼司は、そっとそれにくちづけて喉を潤した。

　張り詰めた空気の中で誰もが声を発さなかったが、その静寂を礼司自身が打ち破る。

「居場所も、家族も、自分の夢さえも……俺はあなたに、全てを奪われた」

「だ、だったらどうして椿を……椿と見合いをしたいなんて言いだしたんだ――まさか、私たちへの復讐のために？」

「はい。最初はそのつもりでした」

　あっけなくそう認めた礼司は、それまで握っていた椿の手を離した。

　驚いたのは椿の方だ。どうして彼のように優秀で美しい人物が自分のような人間との結婚を望んでいるのかと思ったことは何度もある。

　だが、その理由が復讐のためだとは露ほども思わなかった。

（じゃあ――ずっと礼司さんは、わたしやお父さんのことを憎んで……？）

　礼司からすれば、椿とて憎い男の娘むすめなのだ。そんな人間と結婚を前提に暮らしていたのはどれほど辛かっただろう。

　自分が長らく彼に騙されていたことよりも、そのことに椿は心を痛めていた。

「俺が起業して、ここまでやってくることができたのはあなた方への復讐心が原動力でした。俺と同じように、あなた方を奈落のどん底に突き落としてやろうと思っていた……」

　大切な家族を奪われた礼司からすれば、そう思うのは当然かもしれない。

　けれど、彼が自分にかけてくれた言葉――そのすべてが偽りだったのだろうか。

「彼女が世間知らずのお嬢さんで、父親と変わらないような人間だったらどうしようかと思っていました。与えられるだけ甘い蜜を与えて、そのまま捨ててしまおう、とか」

　やはり、礼司の考えはそこにあったのか。

　少しは予想ができていたとはいえ、礼司に面と向かってそう言われるとさすがに椿も傷ついてしまう。

　けれど、椿がそんなことをされても仕方がないような過去を、彼は背負っていた。そう思うと、彼を責める気にはなれなかった。

「ですが……考えを改めました。椿さんは俺と同じように、あなたたちの被害者だ」

「……礼司、さん？」

　深く息を吐いた礼司は、ちらりと椿の方に視線を向け、そうしてまた父に向き直った。思慮深く常に冷静な彼の目から感情を窺い知るのはかなり難しい。

「被害者だと……？」

「そうです。自分の考えを押しつぶされ、意見一つ言うのにも他人の顔色をうかがう……あなたは自分の娘さんが、常に怯えていたのに気付いていないんですか？」

　礼司の言葉に、父が眉根を寄せた。

　彼の言っている言葉が理解できない――そう言いたげな表情を浮かべる父に、礼司は哀れむような笑みを浮かべた。

「気付くはずなんてないですよね。正論を言ったところで叱り飛ばしさえすれば椿さんはすぐに謝ってくれるんですから。……その傲慢さは、一度や二度痛い目を見ただけでは治らないみたいだ」

　いつも穏やかな礼司が別人のように豹変したことで、母は言葉もなく唖然としているだけだ。父も彼の言葉に黙り込み、場は礼司の独壇場になっている。

　椿ですら言葉を発することもできず、彼の様子を見つめていることしかできなかった。

「本当のことを教えてあげましょう。俺は、あなた達が無事に会社を設立したところで援助を打ち切ろうと思っていました。多額の負債だけを残して、営業先の提案も約束もなにもかも反故にする予定だった――俺と同じだけ、あなた達に苦しんでもらおうと思っていたんです」

「……最初から、そのつもりだったのか。父親の復讐のために私や椿を――」

「だからそうだと言っているでしょう。でも、気が変わったんです……最初の約束通り、言われただけの援助は行いますよ。事業投資でもなんでも好きにすればいい」

　そう言うと、礼司はもう一度椿の手を握りしめた。

　普段はひんやりと冷たいその手が、今は熱を帯びている。

「さぁ、話はこれくらいでいいでしょう。椿さん、帰りにどこか寄りましょうか？　せっかくの料理も冷めてしまいましたし……軽くお酒を飲めるところなんていかがです？」

「え、あのっ……」

　椿の手を握ったまま席を立った礼司を引き留めようと、父は慌てて立ち上がった。

　彼につられて席を立ちあがった椿は完全に混乱して、父と礼司の顔を交互に見比べる。

「お、おい！　待たんか……椿をどこへ連れていく！」

「どこへ、って……自宅ですよ。俺は最初に言いましたよね？　援助の条件は、俺と椿さんの結婚――西荻さん、あなたはその条件に頷いてくれたじゃないですか」

「それはッ……お前にそんな思惑があったと最初からわかっていたら許可はしなかった！　放せ、可愛い娘をお前みたいな人間に――」

　体格に優れた父が、礼司の胸倉を掴もうと腕を伸ばす――だが、彼は片手でそれを振り払うと、心底うんざりしたような口調で吐き捨てた。

「なにが可愛い娘だ。金ほしさに娘を売った自覚があるなら、今更文句を言うのは筋違いだろう？　……さぁ、帰りましょう。俺がこの人たちに言いたかったことは、全て伝えることができました」

　呆然とする椿の手を引いて、礼司はさっさと店を出て行ってしまった。

　アルコールが入っている礼司は車で帰ることができないので、彼の秘書が迎えに来てくれていた。

「家まで頼む。それと、少し窓を開けても？」

「大丈夫ですけど――社長、どうしたんです？　顔真っ赤ですよ。普段酒なんて飲んでも酔わないのに」

　初めて会う礼司の秘書は、明るい髪色をした青年だった。椿と同い年くらいに見える若い男性が、バックミラー越しに頭を下げてくれる。

「多少飲みすぎただけだ。……会社の方でなにか問題は」

「ないですよ。いつも通りの平常運転です――って、社長、マジで辛そうですけど大丈夫ですか？　コンビニ寄って水買っていきましょうか」

　秘書が心配そうな声を出すも、礼司は頑なに首を横に振った。

　まっすぐ家に帰れ、と唸るように命じてからは、彼は外を眺めながら黙り込んでしまう。

（さっきの話の続きは……できそうにない、かな）

　珍しくぐったりとしている礼司に話しかけることは、いくら椿でも憚られる。

　彼がなにを考えているのか、父に復讐を告げてしまった今どうしたいと思っているのか……知りたいことはたくさんあったが、椿はあえて口を噤んだ。

　それでも、礼司は自らの復讐より椿のことを選んでくれた。あの場で椿を両親のもとにつき返すことだって、彼はできただろう。

　けれど礼司は、虐げられていた椿の境遇に怒り、両親の元から自分を連れ出してくれた。ほのかに熱い彼の手が自分の手を握りしめてくれた時、椿は彼を抱きしめたくなってしまった。

（お父さんとお母さん、今頃どうしてるんだろう）

　二人そろって礼司と椿を詰っている頃か、あるいは礼司の過去を知って懺悔しているか――バッグから携帯電話を取り出してみると、母からおびただしい数の着信が届いている。

　だが、それも見てみない振りをした。きっと後で叱られるだろうが、今は礼司の側にいたい。

「……椿、さん？」

「はい、ここにいますよ。どうしました？　気分が悪いんですか？」

　ぐったりとした礼司が呻くように名前を呼んでくる。冷たい彼の手を握って声をかけると、眼鏡越しに潤んだ眼はそっと椿の方を見つめてきた。

「あぁ、よかった。……夢じゃ――」

　ふわりと表情を綻ばせた礼司がなにかを言おうとするが、その言葉を最後まで聞き取ることはできなかった。

　ハッと我に返った礼司本人が、唇を真一文字に引き結んでしまったのだ。

「礼司さん……？」

「いえ――すみません。ぼんやりしていました」

　少し舌足らずな口調が明瞭なものに変わると、礼司はふっと椿の手を振り払ってしまった。指先に残る肌の冷たさが、そこはかとなく寂しい。

「はい、到着ですよ……社長、歩けますか？」

「君の手を借りずとも、歩いて家まで帰ることくらいはできる……」

　やがて車が家に着くと、礼司はそう言って車のドアを開けた――だが、一歩足を踏み出した彼の体は大きく前に傾いた。

「礼司さんっ！」

「社長！　あーもう、だから言ったじゃないですか……！」

　隣に座っていた椿が礼司の体を引っ張ろうとしたが、力の入っていない成人男性の体を支えることは難しかった。秘書が慌てて運転席から下りて、彼の体を支えてくれる。

「奥様、すみませんが社長の荷物だけ持ってもらっていいですか？　家までは俺が連れていくんで……」

「わ、わかりました。ありがとうございます」

　秘書に頭を下げた椿は、彼の荷物が入った鞄だけをもって車を降りた。

　ふと――そこで、秘書が口にしたある言葉に気付いてしまう。

「あの……今、奥様って……」

「あれっ、まだご結婚してませんでしたっけ？　あー、すいません。でももうすぐ結婚されるんですよね？」

　じゃあ似たようなもんですよね、と、快活な秘書はにっこりと笑って礼司の体を抱え上げた。礼司もそれなりに鍛えているはずだが、彼はそんな彼を難なく支えて歩き出した。

「吉よし村むら……いい、自分で歩く。椿さんに迷惑をかけるな……」

「なに言ってんですか。迷惑かけてんのは社長の方でしょ？　すいません奥様、鍵開けてもらっていいですか？」

「あ、はい――えぇと、吉村さん……ですか？　申し訳ないんですが、寝室まで運んでいただいてもいいでしょうか」

　奥様と呼ばれるとこそばゆい気がしたが、それよりも今は礼司の体調が気にかかる。

　父につられて結構なペースで酒を飲んでいたのに加え、自身の過去をつまびらかにした際にもかなりワインを飲んでいた。

　足元をふらつかせる礼司を秘書に支えてもらいながら、椿はようやく二人が住んでいる家に戻ってくる。

「社長起きてます？　おうちに着きましたよ」

「――もう大丈夫だ。流石に……前後不覚になるほど酔ってはいない」

「酔っぱらいはみんな酔ってないって言うんですよ」

　秘書によって寝室まで担ぎ込まれた礼司は、スーツ姿のままでベッドに転がされた。それにさしたる抵抗もせず、彼は深い息を吐きだして大の字になる。

「ありがとうございます。後は大丈夫ですから……夜遅くなのに、わざわざすみませんでした」

「いえいえ、社長に夜中連れまわされるのは慣れっこです。普段は仕事ばっかりだけど、こういうプライベートなところが見れて安心しましたよ。奥様と一緒に住むようになってから、社長も多少落ち着いたみたいなんで……」

　ニコニコと人のいい笑みを浮かべる秘書に頭を下げながら、ふと平時の彼について思いを馳せる。

　椿が知っているのは、それこそプライベートでの礼司の姿だ。それも、今となっては彼本来の姿かどうかもわからない。

「……吉村」

「あー、じゃあ俺はこれで失礼しますね。……社長のこと、よろしくお願いします」

　ベッドの上で不機嫌そうな声を出す礼司に追い出されるようにして、秘書はそのまま帰ってしまった。

　残された椿は、冷蔵庫から冷たい水が入ったペットボトルを取り出し、それを礼司の元へと持ってくる。

「礼司さん、お水です……とりあえずこれを飲んでください」

「――吉村にも言いましたが、それほど酔っているわけではありません。ただ、少し……ずっと背負っていたものを投げ捨てて、恐ろしく身軽になっただけで」

　のそのそと起き上がった礼司は、それでもペットボトルを受け取って水を飲んでくれた。

　彼が水を嚥下する音だけが、静かな部屋の中に響き渡る――上下に動く喉仏を見つめていると、ペットボトルの中身を半分ほど飲み終えた礼司が椿の名前を呼んだ。

「椿さん」

「は、はい――どうしました？　気分はどうですか？」

「悪くはありませんよ。それよりも……あなたの方こそ、最悪の気分なのでは？」

　真っ赤になっていた彼の肌色はやや落ち着いたが、それでも若干目元が潤んでいて体調が悪そうだ――そっと礼司の背中を撫でようとした椿は、その手をぎゅっと握りしめられた。

　……いつもと同じ、冷たくて大きな手のひらだ。

「最悪、なんて……」

「自分が騙されていたことに、まだ気付いていないんですか？　あなたは……心も、体も、俺の復讐のために利用されたんですよ」

　礼司の言葉に、椿はきゅっと唇を噛んで俯いた。

　騙されたとは思っていない。自分の素性を隠して父に近づいてきたことにしろ、一目惚れだと嘘をついて椿との婚約を提案してきたことにしろ、結果的に彼は自分を騙したのかもしれないが――不思議と、嫌な気分は一切なかった。

「わたし、初めてなんです。自分の意見を尊重してもらって……家の中にいても、自分の言いたいことをしっかりと伝えられたのが……それに、礼司さんと暮らしていた間はずっと幸せでした。あなたはずっと、わたしのことを憎いって思っていたのかもしれないけど」

　きっと礼司にとっては、苦痛に耐え続けた時間だっただろう。

　自分の家族を破滅に追いやった男の娘むすめと一緒に暮らしているだなんて、もしも椿が彼と同じ立場だったら耐えられなかったかもしれない。

　だが、少なくとも椿にとって、彼と過ごした時間はかけがえのないものだった。

「好き、でした。礼司さんのこと――この人と結婚するんだって思えて、とても幸せでした。……こんなことを言っても、迷惑だっていうのはわかってます」

　礼司の秘書に「奥様」と呼ばれた時にも、胸が弾むように跳ねた。

　彼にかけられた言葉のすべてが偽りだったとしても、自分が胸に抱いた感情は紛れもなく本物の恋心だ。

「……なんでかな」

「え……？」

　最初で最後の愛の言葉――椿の言葉を聞いた礼司は、くしゃりと顔をゆがめると椿の手を更にきつく握った。

「どうしてあなたは、そこまでお人好しでいられるんだ……もっと怒っていい。もっと悲しんでいい。俺と西荻の問題に、本来あなたは巻き込まれるべきじゃなかったのに……どうして、そんなことが言えるんです……！」

　確かに、ことに巻き込んだ張本人は礼司だ。そしてその引き金となるようなことをしたのは父で、椿はその一件についてまったく関知していない。

　それこそ、二人の問題にただ巻き込まれただけなのだが、それでも怒りは浮かんでこなかった。

「好き、だから」

　こんなことを言って、きっと礼司は苦しむだろう。少し前の自分だったら、この想いは胸に秘めたまま、今はひたすら黙り込んでいたかもしれない。

　けれど、胸に芽生えた感情をなかったことにすることは、今の椿にはできなかった。

「……どこまでお人よしなんだ、あなたは」

　深く息を吐いた礼司が、掴んでいた椿の手をぐいっと引っ張る――体が大きく傾いて、椿はあっという間にベッドの上に引き倒されてしまった。

「ぁ、の――」

「さっきから、ずっと不思議に思っていることがあるんです。……ずっと、あの男に真実を話す時を窺っていました。依存するだけこちらに依存させて、信頼しきっている相手に裏切られた時の顔を見たくて――ようやく、父の復讐を果たせると思ったのに」

　ぎし、とベッドがきしむ音がして、礼司が椿を押し倒す。

　逆光で彼の表情は隠れてしまっているが、その声音は長年待ち望んでいた報復の機会を迎えた男のそれとは思えないほどに重苦しかった。

「不思議と、なにも嬉しくないんです。やっと……やっと言いたかったことを言えたのに、心が晴れない。――あなたにしたってそうだ」

　苦しげな声を出す礼司は、椿の両肩を抑えつけると、そっと首筋に唇を押し付けてきた。

　きゅぅ……ときつく肌を吸われ、刺すような痛みが体を駆け抜けていく――それでも、椿は逃げ出そうとは思わなかった。

（……抱きしめても、嫌がられないかな）

　正直に言えば、椿とて戸惑いが一切ないわけではない。

　急に告げられた彼の本当の目的は、椿が思い描いていた高階礼司という人間の像を打ち壊していった。

　早世した父の復讐をするために生き、そのために憎い男の娘むすめまで娶ろうとしていた礼司のことを、どうしても憎み切ることができない。それ以上に、偽りの暮らしの中で芽生えた愛情が大きくなっていた。

「最初は、西荻に娘がいたことだけで嬉しかった。あの男の状況は知っていましたから、縁談を持ち掛ければ間違いなく飛びついてくると思ったんです」

　絞り出すような声と一緒に、礼司は椿の体をきつく抱きしめた。

　それに呼応するように大きな背中を抱きしめ返すと、もう一度首筋にキスを落としてきた。

「俺は、あなたの父親が憎い。この期に及んでなお父の死に関係がないとのたまった、あの男が……」

　ちゅ、ちゅ、と何度か首筋を吸われ、温い舌先が首筋から徐々に胸の方へと下っていく。

　礼司は片手で椿が着ていたドレスをめくり上げた。薄い生地が重なったそれは、衣擦れの音を立てながら太腿をあらわにしていく。

「んっ……」

「最初は、こうやってあなたに触れるのが楽しくて仕方がなかった。憎い男が自ら差し出した娘をめちゃくちゃにできると――そう思っていたんです」

　湿った息を吐きだした礼司が体を起こし、椿の背に手を回す。

　ファスナー一つで簡単に脱げてしまったドレスを床に放って、彼は自らもネクタイを外した。

　普段は見せない乱暴な仕草に、つい目が奪われてしまう。

「……そんな顔をしないで。安心していいですよ、俺の計画はとっくに破綻していました。復讐のために椿さんと暮らし始めましたが、復讐のためにあなたを抱いたことはない」

「それって、どういうことですか」

　これまで椿が彼と肌を重ねてきたのも、礼司の復讐の一環だったのだろう。

　援助を条件に差し出された自分を抱くことで、その復讐心が少しでも満たされていたのではなかったか――きょとんとした表情を浮かべる椿に、礼司はゆっくりと首を振った。

「俺が思っていた以上に、あなたは虐げられていた。てっきり俺は、西荻の娘は親と同じように傲慢な人間だと思っていたんです。けれど、少し調べただけでその思い込みは綺麗に消え失せてしまいました」

　下着姿になった椿の鎖骨を指でなぞった礼司は、自嘲するように顔をゆがめるとその場所に吸いつき軽く歯を立てる。

「いっ……！」

　ピリッとした痛みが体を駆けるのと一緒に、なぜか甘い疼きが湧き上がってきた。

　どんよりと曇った彼の視線にさらされて、肌が徐々に熱くなっていく。

「あなたは抑圧されていた。親の顔色ばかりを窺い、自分の言いたいことも言えずに……そんなあなたが、徐々に俺に対して心を開いてくれることが嬉しかったんです」

　椿だって、礼司との日々は生まれて初めての解放感ばかりを味わっていた。

　自分の意見を口にするのが苦手な椿のために選択肢を用意してくれたり、ちゃんと言いたいことが言えるように時間をくれたり――その中で、椿は彼の優しさに惹かれていったのだ。

「……でも、未だに気持ちの整理がつかない。あなたを愛したいと思うのに、憎しみがその邪魔をするんです」

　眉を寄せた礼司が、ギリ、と唇を噛んだ。

「それならいっそのこと、あなたに嫌われてしまった方が楽かもしれない」

　そう言うと、礼司は椿のことを抱き上げた。横顔はいつも通り端麗なのに、その瞳には言いようのない熱と戸惑いが見え隠れしている。

「礼司、さん……？」

　湧き上がってきた不安に、椿の声は少しだけ震えていた。けれど礼司はそれを気にする様子もなく、抱えた彼女の体をうつ伏せにしてもう一度ベッドの上に転がした。

「大丈夫ですよ。痛いことはしません……それだけは約束します。あなたの体に傷をつけることは絶対にない」

　そう断言した礼司は、小さく息を吸うとベッドサイドに置いてある机に手を伸ばした。

　やや乱暴にサイドテーブルの引き出しを開ける彼の姿に、椿はいつかの夜を思い出した。

「……ぁ、あの」

　そこに詰め込まれているのは、悪趣味な形をしたラブトーイ――凶悪な振動で膣内を暴かれた時のことを思い出して、椿はぶるっ……と震えあがった。

「あれは――や、やめてください。怖いんです……」

「おや、ディルドはお気に召しませんでしたか？　あんなに乱れていたので、てっきりお好きなのかと」

　薄い唇で笑みの形を作った礼司は引き出しの中からペニスを模した玩具を取り出したが、椿が怯えた声を出すとすぐにそれをしまってくれた。

　だが、彼の戯れはそれで終わりではない。

　引き出しの同じ場所を片手で漁る礼司は、その中からドレッシングの容器に似たローションボトルと小さな箱を取り出した。

「ディルドが嫌なら、これはどうでしょう……快楽に素直なあなたなら、きっと気に入るはずだ」

　どんなものであるにせよ、椿にとって玩具を使われるのは本意ではない。

　無慈悲に与えられる快楽で我を失う恐怖を教え込まれ、小さな体は更にこわばった。

「可愛らしい形でしょう？」

　箱の中から取り出されたのは、卵のような形をした水色の玩具だ。

　礼司はそれに、ボトルの中のとろりとした液体をまぶしはじめる。椿もうっすらとではあるが使用方法は理解しており、なんとか使用を止めようと背後の礼司に懇願した。

「や、やだ……あれはいやです……！　お願い、礼司さん……」

「どうして？　とっても可愛らしい表情で感じていてくれたじゃないですか――俺に、またあの顔を見せてください」

　下着姿の椿が逃げないようにと、動きはしっかり封じられてしまっている。

　足をばたつかせてなんとか抵抗しようとしたが、礼司はそんな彼女の足元に腰を下ろし、体重をかけないようにしながらも自由を奪っていた。

「や、あ、あれは――」

　こわい、と唇が動くよりも早く、礼司が椿のショーツに手をかける。

　丸い尻に沿って簡単に下ろされてしまった下着は、そのまま彼女の足に引っ掛けられた――全裸よりもなお悲惨な姿の自分を想像して、椿はぎゅっと目を閉じる。

「大丈夫ですよ……さぁ、気持ちよくなりましょうね。面倒なことは、全て忘れてしまいましょう」

　優しく囁く礼司だったが、その言葉は自分に言い聞かせているようでもあった。

　面倒なしがらみも、過去のことも、全て忘れて今この瞬間に溺れる――彼のそんな思いが言葉尻に感じられて、椿が拒絶する動きを止めた。

　けれど、どうやらそれは悪手だったらしい。一瞬彼女の力が抜けたのをいいことに、礼司はシリコンでできた卵型の玩具を足の付け根に押し当ててきた。

「ッひ……！」

　ローションの冷たさで思わず悲鳴を上げる椿だったが、礼司はお構いなしに玩具のスイッチを入れる――無機質な振動音を立て始めたそれが、控えめに隠れた淫芽に触れたのはその時だった。

「あ、やぁっ……！　やめ、っ……！」

　椿の制止もむなしく、卵型のローターは容赦なく秘芽を嬲り始める。

　微かな振動とともに訪れる快楽から逃げようとして腰を動かすも、強引に敏感な場所を刺激されてどんどん体から力が抜けていった。

「や……ぁひっ……や、だぁっ」

　小さな振動が薄紅の蕾を刺激すると、徐々に秘処が蜜を帯びてくる。

　機械的で遠慮のない動きは恐怖を覚えるほどなのに、体が熱っぽく疼きだすのは止められない。それが余計に恐ろしくて、椿の目にはうっすらと涙が浮かんだ。

「普段は素直なのに、今日はずいぶんと頑なですね」

　わざとらしく困ったような声を上げる礼司に、椿はいやいやと何度も首を横に振った。

　触れられるのならば、礼司の手で触れてほしい――そう思うのに、こんな玩具で浅ましく感じてしまう自分の体が憎かった。

「やだ……これ、こわいです……れ、礼司さんが触って……」

　すすり泣くような声でそう懇願すると、背後で礼司が軽く息を吸った。

　よもや自分を望まれるとは思わなかったのか、ローターを押し付けてくる手の動きが微かに止まる。

「……後でちゃんと触ってあげます」

　ほんのわずかな静寂の後、なだめるように礼司がそう呟いた。

　ひたすら不安ばかりを感じていた心はその言葉一つで安心するが、その次に彼の口から飛び出した言葉は恐ろしいものだった。

「でも、もう少しだけ我慢してくださいね。……こういう玩具って面白くて、いくつも振動の段階があるんですよ」

「ひ、ぁあっ！」

　指先や舌で嬲られるよりも、なお強く容赦のない振動――体の芯を淫らに揺さぶるようなその動きに、椿は悲鳴じみた声を上げる。

　先ほどよりも強くなった振動で、頭の中までも揺さぶられているようだった。肌がどんどん熱くなってきて、知らず知らずのうちに腰が揺れてしまう。

「くぅ、うっ……ンぁっ、やっ」

「声がどんどん上ずってますね――ずいぶんと快楽に素直になった……たっぷりと教え込んだ甲斐がありましたよ」

　わざと突き放すような口調で、礼司が椿の心を揺さぶってくる。

　こんな玩具で感じたくはないのに、有無を言わさず刺激を続けるローターで愉悦を感じてしまうのが悔しい。唇を噛みしめて声を出さないようにしたいのに、礼司はそれを許してはくれなかった。

「や、ぁんっ！　あ、あっ……」

「いつものように、素直になってください。そうしたらちゃんと気持ちよくしてあげますから――ほら、どこを触ってほしいのかを教えて」

　いつもは温厚な教師を思わせる口調で訪ねてくる礼司だったが、今はその喋り方が冷たく聞こえる。

　こぼれ落ちる声を必死で我慢しようと唇を引き結ぶ椿に、彼は軽く溜息を吐いた。

「普段はいい子なのに……今日はずいぶんと強情ですね」

「だ、ってっ……こんな、ぁっ」

　カチカチッ、と小さな音がすると、淫芽に押し付けられたそれが更に強い振動を与えてくる。

「や、あっ、あ、ああぁぁっ！」

　気持ちよくなんてない、と自分に言い聞かせようとしても、絶頂の瞬間はあっという間に訪れた。一切の手心が加えられていない機械的な振動によって、強制的な快楽の波が椿のことを飲み込んでいく。

「ッは、はぁっ……ぁ――」

　心を伴わない快楽というのが、こんなにも冷たく悲しいものだとは思わなかった。

　これまでは礼司の巧みな愛撫で体を蕩かされ、彼の声と言葉で心を解きほぐされていた。それが一切許されず、ただ性器への刺激だけで絶頂を迎える瞬間は、あまりにも虚しい。

（今までは、とっても幸せだったのに……こんなに悲しいなんて）

　弛緩しきって力の入らない体をベッドの上に投げ出しながら、椿はきゅっとシーツを握りしめた。

「……怖かったですか？」

　――そっと、背中を撫でてくる礼司の手。

　自分のことをとことん突き放すのなら、そんな言葉をかけなくたっていいだろう。ひどいことをしたいのならば、わざわざ気遣うような台詞を口にする必要はないはずだ。

「怖かった、です。……だって、これは礼司さんじゃないから」

　こういうところで、彼は冷酷になりきれないのだと思う。

　そっと目を閉じた椿は、シーツを握りしめたまま呟いた。快楽の波が引くと、そこに残るのは虚しさだけ――それならば、礼司の手で触れられたい。

「そう……ですか。それなら、これはもう使いません。怖い思いをさせてすみませんでした」

　素直に謝罪を口にした礼司は、ベッドの隅に玩具を放り投げると、白い背中にそっとキスをした。

　怖かった、と椿が口にしたことが、おそらく彼の心を動かしたのだろう。一緒に暮らしていても、ベッドをともにした時でさえ、彼は椿に対して誠実だった。

　それがどこまで偽りだったのかを知る術はないが、全てが虚構だったとは思えない。

「っ――礼司、さん」

「あぁ、すみません……少しぼんやりしていました。約束通り、ちゃんと触ってあげますからね」

　礼司はそう言うと、椿のうなじにやんわりとキスを落とす。

　ちゅ、と音を立てて唇が離れると、ジンとした不思議な痺れが椿の中に湧き上がってきた。

「ん、っ……」

「――可哀想に。こんなに腫れてしまって」

「それ、はぁっ……」

　長い礼司の指先が、ローターの快感ですっかり勃ち上がった椿の花芽に触れる。達したことでより敏感になったその部分を、彼は指先で容赦なく捏ねまわす。

「ンぁっ、あ、やぁっ！」

　びくびくと腰を跳ねさせて快楽に耐える椿の目には、生理的な涙が浮かんでいた。

　こぼれ落ちるその涙をシーツが吸い込み、礼司に触れられるごとに愛蜜が足の間から溢れ出す。

「ん、ぅっ……ッは、礼司さんっ……ぁ、それっ……きもちいい……」

　ぬくもりも心も感じられない玩具で責め立てられるより、礼司の手で蕩かされる方が何十倍も心地好い――そうなると、彼に教え込まれた通りの言葉が口をついて出てくる。

「……どれが気持ちいいのか、教えてくれますか？」

　身をかがめた礼司が、背後からそっと囁いてくる。低く甘い声を鼓膜で受け止めると、椿の体が甘く疼いた。いつもと同じように優しい声で尋ねられているのに、なぜか子宮がきゅう、と収斂する。

「ぁ、あのっ……指で……さ、触られるのが……」

　直接的な言葉を口にできなくてまごつく椿に、どうやら礼司は笑みをこぼしたようだった。彼の表情はわからないが、息を噴き出すような小さな音が聞こえてくる。

「こうして触れられるのが好きなんですね。……確かに、蜜もたっぷり溢れてきている」

「っあ、あっ……！　ぁんっ、ぅ……」

　ちゅぷ、と音を立てて淫裂に指を這わせた礼司は、トロリと溢れてくる愛蜜を押し込むように指を曲げた。

　浅い場所を指で刺激され、時折戯れるように肉珠を捏ねられると、椿の口からは甘い声がこぼれ落ちて止まらなくなる。

「ッあ、あ、いい――それ、いいですっ……！　指で、グニグニってされるの、がっ……」

「うん……さっきよりもずっと気持ちよさそうだ。もっと……俺ももっと、あなたに触れたい。俺の手であなたが乱れるところを見るのが好きなんです」

　微かに震える声を吐き出した礼司が、ゴクッと喉を鳴らして唾液を飲み込んだ。

　顔が見えないからこそ、その音がやけに生々しく聞こえる――やがて、カチャカチャと金属同士が擦れる音が聞こえたかと思うと、礼司は椿の首に熱い吐息を吹きかけた。

「んぅっ……」

「――愛しているんです」

　切ない声が、椿の鼓膜を揺らす。

　礼司自身が強い葛藤の中にいるのだろう。その声は微かに震え、まるで迷子の子どものような心細さを感じさせる。

　それと一緒に、突き出した椿の尻には熱く太い肉楔が押し当てられた。完全に屹立しきったそれは、礼司の言葉とは対照的にドクドクと力強く脈打っている。

「ぁ、あっ……」

「今まで知りませんでした。俺は、あなたの父親に復讐さえできればそれでいいと思って生きてきた。……誰かを愛してしまうことが、毒を食らうより苦しいことなんて知らなかったんです」

　濡れそぼった蜜口に、礼司の肉楔がそっと擦りつけられる。

　にちにちと水っぽい音を立てて擦れるそれに、椿はふるりと体を震わせた。蕩けた蜜口は、先端が押し当てられただけできゅうきゅうと吸いついてしまう。

「ん、んっ……！　ぁ、ん――」

　熱く硬い礼司のそれを、椿の体は難なく受け入れていく。柔らかい肉襞が、ぬぷぬぷと突き立てられる剛直を受け止めて歓喜にわなないていた。

「っく――相変わらず、あなたの中はとても狭い。でも……頑なでは、なくなりましたね」

　後ろからゆっくりと突き立てられる楔が、隘路を割り開いて最奥まで到達する――膣奥で感じる熱と脈動に、椿は深い息を吐いて感じ入った。

「ッは……ぁ、ふっ」

　自分の中が、礼司で満たされているというのがたまらなく嬉しい。

　少しだけ寂しいのは、今礼司がどんな顔をしているのかが見えないことだ。声音だけで彼の表情を察するのは、少し難しい。

「ん、ぁっ――礼司、さん。顔……顔が、みたいです」

　ゆっくりとした律動を刻み始めた礼司に、椿はそう懇願する。けれど彼はそんな椿の願いを聞き届けてはくれなかった。

　なにも言わずに腰を引くと、探るようにぬぷぬぷと彼女の弱点を刺激し始める。

「ッあ、ぁひ――ん、ぁあっ……！」

「今だけは少し我慢してください。――情けない顔をしているので、あなたに見られたくないんです。……なにを今更と思いますよね。でも、今は見ないで」

　自分がなにをされているのかを目にすることができないと、今度は聴覚が敏感になってくる。

　焦らすような抽送を繰り返されると、ぢゅぷぢゅぷと淫らな水音が鼓膜を揺らしてきた。与えられる快楽と生々しい水音で、椿の体は再びほてりを取り戻していく。

「ンぅ、うっ――ぁ、あっ……」

「俺も椿さんの顔が見えていませんから……気持ちいいのか、痛いのか、口に出して教えてくださいね。たくさん、俺と練習したでしょう？」

　リズミカルに腰を打ちつける礼司が、小さく笑ったようだった。

　彼の声に誘われるようにして、椿はおずおずと口を開く――彼と暮らしながら教え込まれた通りに、羞恥と快楽の狭間でなんとか言葉を紡いだ。

「奥を……い、いっぱい、奥を突かれるのが、気持ちいい、ですぅっ……！」

「じゃあ、こうやって――弱い場所を突き上げられるのは？」

　抽送のスピードが、にわかに上がる。

　それと一緒に、最奥をノックしていた切っ先が少しだけ動きを変えた。椿が一番感じる場所をぐりぐりと刺激されて、白い背中が弓なりにのけぞる。

「あ、あぁっ！」

「淫らになりましたね、椿さん。こんなに艶やかな声を上げることを、俺と出会うまでは知らなかったでしょう……」

　しっかりと腰を抑えつけられ、ずちゅずちゅと卑猥な音を立てながら蹂躙されているのに、椿はその愉悦に耐えきれなくなっていた。それどころか、もっと強く穿ってほしい――そんな考えすら頭をよぎってくる。

「ッん、ぅっ――」

「……愛しています。愛していますよ、椿さん」

　強すぎる快楽に頭の真ん中を揺さぶられながら、椿は切ない彼の声を確かに聴いた。

　声音は柔らかく包み込むような優しさなのに、そこに込められた響きはまるで呪縛のようにきつく椿の心をしめあげる。

　縋るような囁きに溺れながら、椿はどうしようもなく礼司のことを抱きしめたい衝動に駆られた。

（受け止めて、あげたい。この人のすべてを――この人が抱えているものを、全部……）

　絞り出すような彼の言葉が偽りであるとは思えない。むしろ、本音であるからこそ礼司は苦しんでいるのだ。

　だとしたら、自分ができることは彼の想いを受け止めることでしかない。

「……っと――」

　かすかな声で、椿が囁く。すると、声が聞き取れなかったのか礼司が軽く聞き返してきた。

「え？」

「も、っと……いっぱい、激しくしていいですよ。礼司さんに触れられるんだったら、なにをされても……」

　玩具でめちゃくちゃに乱されるのは恐ろしい。そこには礼司の意志を感じられず、ひたすら機械的な快楽と絶頂が待ち受けているからだ。

　けれど、礼司の手で触れられるのならばなにをされても我慢できる。礼司と同じくらい、椿もまた彼のことを愛しているのだ。

　弱々しい心を奮い立たせてそう告げると。礼司がわずかに息を詰めた。

　その拍子に、膣内に埋められた肉茎がドクン、と脈動する。

「あなたは……ずるい。そんなことを言われたら、ひどくなんてできるわけがないじゃないですか」

「そ、そう……なんですか……？」

　肯定の代わりに、わずかな沈黙が流れた。

　どことなく気まずい時間が流れる中、礼司は諦めたように深い息を吐くと、そっと椿の腰を指先でなぞる。

「じゃあ、このまま最後までさせてください。やはりあなたに、今の俺の顔を見られたくはない」

「えっ――あ、やぁっ……！」

　ぐぷっと音を立てて一度大きく肉杭が引き抜かれると、今度は浅い場所をずりずりと刺激される。

　肉傘が入口に引っかかってはギリギリのところで押し込まれ、その度に生まれる淫楽が椿の体を絶えず苛んできた。

「ひ、ぁっ、あぁっ」

「浅いところの方が感じますか？　それとも、奥を突かれる方が好みで？」

「ッ――お、奥っ……奥の方が、れ、礼司さんに満たされてる気がして、好き、ですっ……」

　とはいえ、にちにちと入り口の辺りを責められるのもじれったい。軽く腰を動かされるのとともに再び淫芽を捏ねまわし始めた礼司の指先に、椿は甘く身もだえした。

「あ、あっ――」

「嬉しいことを言ってくれますね……俺は、あなたのことを沢山傷つけたのに」

　自嘲するような声の礼司は、望み通り深くまで楔を突き立ててきた。けれど肉芽を弄る手は止めず、椿は二つの快楽で一気に身を貫かれることになる。

「ッひ、ぐっ……！　ン、んあぁっ」

「愛しています。椿さん……愛してる」

　水音の合間に聞こえる言葉に、椿はそっと目を細めた。こぼれ落ちてきた涙をシーツが吸い取り、震える息は椿に絶頂の兆しを伝えてくる。

「わ、たしも――」

　それでも、喘鳴の合間になんとか言葉を伝えようとする。

　コツコツと子宮口をノックされて、大きく椿の体が震えあがる――快楽の階を上り詰めた千秋の膣内は、きつく肉楔をしめ付けた。

「んぁ、あっ……！」

「――ッ、椿、顔を……」

　やや余裕のない礼司に名を呼ばれて、椿はふっと背後を振り返った。

　顔を見られたくないと言っていた礼司が、椿の顔を覗き込むようにしながら唇を食んでくる。

「んぅ、うっ――ぁ、はぁっ……！」

　ぱちゅん、と腰を打ちつけられ、奥深くに奔流が流し込まれたのはその時だった。深いくちづけを交わしながら注がれる熱に、椿はガクガクと体を震わせて忘我の境地に達する。

「は、はぁっ……礼司さん……？」

　長い射精が終わると、いつもは疲労感に負けて眠りに落ちてしまう。

　けれど、椿は唇を噛みしめてなんとか自分の意識を保とうとした。眠ってしまったら、彼が目の前から消えてしまうような気がする。

「大丈夫ですよ。そんな顔をしなくても、俺はどこにも行きませんから」

　熱を失った雄茎をずるりと引き抜いた礼司は、そんな椿の頭を撫でてくれた。

「シャワーを浴びたら、少しお茶でも飲みながら話しませんか。あなたに伝えたいことを、すべて話したわけではないので」

　少し申し訳なさそうに笑う礼司は、どこからどう見ても普段の彼と同じように見えた。

　椿はこくりと頷いて、シーツを手繰り寄せる。話をするにしても、まずは体を清めて休憩を取ってからだ。

「シャワーを浴びてる間に、どこにも行きませんよね」

「えぇ。俺も汗まみれなので」

　念のために確認をしてから、椿は気怠い体を引きずるようにして浴室に向かった。

　これから、なにを話そう――胸に残る微かな不安をかき消すようにシャワーのコックをひねった椿は、熱いお湯で一通りの汗を流したのだった。







第四章　互いを柔く抱きしめるように








「俺に聞きたいことはありますか？」

　椿と礼司がシャワーを浴び、軽食と水分補給を終わらせた頃には、時計の針は午前二時を指していた。

　体に疲労が残っていないと言えば嘘になるが、意識は妙に覚醒している。テレビの音もないリビングのソファに腰かけた椿に、礼司は静かな問いを投げかけてきた。

「聞きたいことは……たくさんあります。でも、まず状況の整理をさせてください」

　ソファの隣同士に座って、視線はお互い交わさないままだった。なんとなく気まずくて、椿も彼の方を見ることができないでいる。

「……礼司さんのご実家の会社を倒産させたのは、うちの父で……それが原因で、礼司さんのお父さんが亡くなったって、おっしゃってましたよね」

「はい。そこはお話したとおりです。亡くなった父の日記に記載がありました――ウチは小さな下請けの会社でしたから、親会社から言われた事にいちいち反発していたら仕事がなくなってしまいます」

　椿の父は、礼司の父が営んでいた会社に仕事を発注しておきながら、代金の支払いを渋った挙句に従業員を引き抜いて行ったのだという。

　これが本当なら、とんでもない問題だ――よく今まで、それが明るみに出なかったのだと驚きすら覚える。

「とはいっても、証拠は父の日記しかありません。当時の帳簿なども、会社を畳む時に父がほとんど破棄してしまいましたから」

「……そうだったんですか。それで、礼司さんは父に復讐を……？」

　父の性格や会社の倒産に至った経緯から、彼が多少強引な経営をしているというのは椿もなんとなくわかっていた。

　だが、だからといってそれが他社を無理矢理追い詰める理由を正当化する理由にはならない。

「はい。――どうにかして父の無念を晴らしたかった。会社を作ったのも、業績を伸ばしたのも、全てそれが目的です。真正面からあなたの父に喧嘩を売って、西荻が父にしたことと同じことをしてやろうと思っていたんです」

　天涯孤独になった彼が若くして成功を収めたのは、その私生活のほとんどを犠牲にして会社の躍進に努めたからだ。

「不動産業界に入って、ひたすら研鑽を積みました。会社を作ってからも失敗は許されないから、誰よりも仕事をした自負があります……でも、いざ好機が来たと思って西荻の動向を調べたら……」

「父の会社は、潰れてなくなっていたんですね」

「そうです。一瞬、目標を見失いかけましたよ。自分がなんのために働いてきたのか、少しだけわからなくなりました」

　礼司が懸命に会社の業績を伸ばしている間、父の動向を調べるには力が至らなかったのだという。会社が高水準で安定した利益を出すようになってきた頃、彼は作戦を変更することにした。

「だから、助けてあげようと思ったんです。金にがめつい西荻のことだから、資金援助をちらつかせればすぐに飛びついてくる――そうして、俺からの援助に依存し始めた時にそれを打ち切ったら、どんな顔をするだろうと」

　そこから先は、椿も知っている通りだ。

　椿との婚約を理由に父に近づき、資金援助を申し出た。彼の思惑通り父は椿のことを差し出し、ようやく礼司の悲願は達成される寸前だった。

　けれど、彼は父の前ですべての計画を明かしてしまった。何年もかけて、たくさんの労力と時間、そしてお金を費やしてきたはずの計画を、彼自身の手で壊してしまったのだ。

「……じゃあ、どうして最後までこの事を黙っていなかったんですか？　やろうと思えば、あなたは最後まで作戦を推し進めることだってできたでしょう？」

「理由はさっきも言った通りですよ。あなたを愛してしまったから――自分の意志を押し殺されて生きているあなたを見て、なんとか西荻の元から連れ出したいと思った」

　隣に座っていた礼司が、そっと椿の手を握ってきた。微かに汗ばんだ手のひらから、彼の葛藤と緊張が伝わってくる。

「初めて会って話した時、本当は同棲の提案なんてするつもりじゃなかったんです。家族もろとも破綻させるつもりなら、わざわざあなた一人だけ俺の側においても仕方がないですから」

「それは……確かに、そうですね。言いたいことはわかります」

　けれど、礼司はそうしなかった。

　初めて二人が会った時から計画の破綻に気付いていたのなら、どうして彼は椿のことを自宅に呼んでくれたのだろう。

「放っておけなかったんです。いくら娘だからといって、西荻の身勝手な振る舞いに振り回されているあなたを見ていられなかった。……一目惚れというのも、あながち嘘ではないんです」

　そこで、ようやく椿は礼司の方を振り向くことができた。

　見合いの席で彼が語った「一目惚れ」という言葉は、あの場をしのぐ方便だと思っていた。

「それに、あなたと暮らしている間は……とても心が落ち着いていました。今まで仕事しかしてこなかったものですから、家で誰かとゆっくり食事をしたり、休日の買い物を楽しむ余裕もありませんでした。でも……あなたがその楽しさを教えてくれた」

「そんな――わたしだって、礼司さんと一緒にいられて本当に楽しかったんです。あなたと一緒にいる時は、誰の機嫌も顔色も窺わなくてよかった……こんなの、初めてだったんです」

　父を不機嫌にさせないように、母に叱責されないように――そう思いながら、椿は息をひそめて生きてきた。

　それが上手くいかずに母に叱られてばかりの毎日だったけれど、礼司がそんな日々を変えてくれた。彼の前でだけは、椿はなんの屈託もなく笑うことができたのだ。

「だから、礼司さんのお父さんの話を聞いて――どうしていいのかわからなくなったんです」

「……少なくとも、俺はあなたの存在に救われていました。だからこそ、自分の復讐にあなたを巻き込むことが心苦しくなった」

　指先を握りしめてくる礼司の手に、かすかに力がこもる。

　申し訳なさそうに目を伏せた礼司は、ゆっくりと首を横に振ると深く息を吐いた。

「俺は、あなたに色々なことを隠してきました。でも、これだけは信じてほしい。……椿さんと暮らしていた間、あなたに言ったことは全て真実です。側にいて愛しいと思ったのも、だからこそ苦しいと思えるのも、全て」

　弱々しくうなだれる礼司の苦悩に思いを馳せて、椿は胸の奥が痛くなるのを感じていた。

　自分と暮らしている間、彼はどれだけ葛藤していたのだろう。自分がもしも同じ立場だったら、きっと耐えられない。

「――椿さん、あなたは俺と……一緒にいたいと、思ってくれますか」

「もちろんです！」

　その問いかけには即答した。

　できることなら、礼司と一緒にいたい。婚約者ではなく、彼の家族として側に寄り添ってあげたいと思う。椿の本心を掬いだしてくれた大好きな人の側で生きていきたい――そう、心が強く叫んでいた。

「礼司さんがいいって言ってくれるなら、いつまででも……あなたがわたしにしてくれたことの、全部はお返しできないかもしれない。でも、側にいてあなたを支えたいって思うんです」

「椿さん……」

　愛しているから、と小さく呟いた椿は、自分の目元からぽたぽたと熱いものがこぼれてくるのを堪えられなかった。

　本当だったら、自分はこんなことを言える立場ではない。椿は礼司の家族をバラバラにした人間の娘だ。顔も見たくないと言われても、本当だったら反論だってできないだろう。「泣かないで。お願いです……俺はあなたに、笑っていてほしいんです」

　泣き声も上げず、静かに涙をこぼす椿のこめかみに、礼司がそっとキスをする。

　まるで魔法のようなくちづけで、面白いほどすんなりと涙は止まってしまった。肩を抱き寄せてくれる礼司に体を預けて、彼の体温を感じる。

「――椿さん。もし俺と一緒に生きて行ってくれるなら……場所は、日本じゃなくても大丈夫ですか？」

「え、えっ……？」

　礼司に抱きしめられた椿は、その唐突な質問に目を丸くした。

　だが、礼司の表情は真剣そのものだ。

「俺はあなたと一緒に生きていきたい。でも、心のどこかではまだ西荻のことを許せないとも思っているんです。今までの人生を、俺はそのためだけに生きてきましたから」

　確かに、彼の感情も納得できる。今すぐに父と和解するというのは難しいだろうし、なにより礼司は父に復讐するためだけに会社を作り、業績を伸ばしてきたのだ。人生をかけた復讐の矛をすぐに収めるのはかなり難しいだろう。

「で、でも……日本じゃないって……？」

「だから、物理的な距離と時間がほしいんです。今はまだあの男のことを許せなくても、俺が自分の心を整理する時間さえあれば……」

　ぽかんとした表情を浮かべ続ける椿だったが、礼司はぶつぶつとなにかを言った後で自分のスマートフォンを取り出した。

「あの、か、会社のことはどうするんです？　礼司さんが突然国外に行ってしまったら、会社の方が混乱するんじゃ……」

「それについては安心してください。実は、シンガポールでの事業展開が決まっていまして」

　取り出したスマートフォンを操作した礼司は、英語で書かれたホームページを見せてくれる。そこには確かに、代表取締役として礼司の名が記載されていた。

「日本でこれ以上事業を伸ばすのは、正直に言ってかなり難しいです。何代にもわたって事業基盤を築いてきた企業がたくさんありますから……なので、今後は海外法人の経営も注力していこうと思っていて」

「それで、シンガポールですか……」

　確かに、今はシンガポールやマレーシアでの不動産開発が進んでいるという話は聞いたことがある。企業としての力を急激に伸ばそうとするなら、今は国内より海外事業に力を入れたほうがうまくいくのかもしれない。

　でも、彼の海外行きに自分がついていって、本当にいいのだろうか。

「……少し、考えさせてもらってもいいですか？」

　だが、椿は素直に礼司の提案に頷くことができなかった。

　一瞬――本当に一瞬だけ、両親のことが頭をよぎってしまった。

　今頃、父と母はどうしているだろうか。食事会で礼司の目的を告げられた彼らは、自分が外国に行ったらどうなってしまうのだろう。

「ご両親のことを考えているんですか？」

「……わたしにとっては、やっぱり親ですから。……ごめんなさい、すぐについて行くって言えなくて」

　そんな椿の迷いを察した礼司は、ぽんぽんと軽く背中を叩いてくれる。

　――本当だったら、一も二もなく頷いてしまいたい。ずっと礼司の側にいたいという想いは本心からくるものだ。

「父のことは、心配しなくてもなんとかなるとは思っています。ただ、母が……」

　母がそこまで強い人ではないことを、椿はよく知っている。

　いつも娘の行動を目ざとく監視し、きつい物言いをする母のことは正直苦手だ。だが、それも母の生い立ちや不安からくるものだということも理解している。

「椿さんが言いたいことは、よくわかります。……夫人と直接話をしたことが多いわけではありませんが」

　そして、どうやらそれは礼司もわかってくれていたようだった。

　また両親と一緒に暮らしたいというわけではないが、本当に自分が遠く離れた海外へ行ってしまってもいいのか――その決断を下すには、ほんの少しだけ時間が必要だった。

「そう、長くは待たせません。礼司さんにもお仕事があるでしょうし……」

「答えを出してくれるというなら、考える時間はいくらでも差し上げます。だから、どうか――あなたの口から答えを聞かせてください」

　礼司の言葉に、椿はゆっくりと頷いた。数日考えて、もう少し気持ちが落ち着いたら一度両親と話をしてみてもいいかもしれない。

　朝を迎えようとする静かなリビングの中で、椿は提示された選択肢に思いを馳せたのだった。

　

　

　それから数日、椿は普段と変わらない暮らしを送り続けた。

　唯一いつもと違う点といえば、会社に有給休暇を申請したことだった。椿としては礼司が提案した海外行きについてしっかりと考える時間を取りたいと思ったのだが、会社ではすっかり「椿が結婚の準備をするために休暇を取る」ということになっていた。

　同僚たちからの祝福をいちいち断るのも申し訳なくてなにも言わずにおいたが、少しだけ心が痛んだ。

「シンガポール、かぁ……」

　夕食の準備をしながら、椿はほう、と息をこぼした。

　礼司からシンガポール移住の話が出た後、椿はあれこれと調べてみたのだ。

　四つある公用語のうちの一つが英語なので、おそらく椿が言語で困ることはないだろう。インターネットで調べてみても、住みやすく清潔な都市だという情報がヒットする。

　また、経済的発展が目覚ましいことから、礼司の仕事の面でもメリットは大きいだろう。将来のことを考えるのならば、やはり礼司と一緒にシンガポールへ渡った方がいいのかもしれない。

　けれど――頭に引っかかるのは、やはり両親のことだ。

（連絡しようって思っても、なかなか……）

　一度落ち着いて両親と連絡する必要があるとは思っているものの、母の携帯に電話をしようとするとどうしても通話画面をタップすることができなかった。

　自分たちの関係について話し合わなければならないとわかっているのに、長年の間に蓄積した苦手意識はなかなか消えてはくれない。

　母の方も先日の一件が尾を引いているらしく、珍しくあの日以降の連絡は一度もなかった。

「礼司さんはゆっくりでいいって言ってくれてるけど……」

　プライベートな理由ではなく、仕事上の理由での移住をするのだから、あまり選択に時間をもらうわけにはいかない。

「……明日。明日こそ、お母さんに電話しよう……」

　ふーっと深く息を吐いた椿は、夕飯のシチューが入っている鍋の火を止めた。もうすぐ礼司が帰ってくるはずだから、そうしたらまた温め直そう。

（今日、礼司さんが帰ってきたら少しだけ相談してみようかな）

　彼と一緒にいたいという気持ちは、今も変わらない。椿の気持ちも、おおよそは彼とともに海を渡る方へ傾いていた。

　だけど、それを両親に報告できるのか――しなければならないとわかっていても、なかなか決心がつかないでいた。

　だからほんの少しだけ、礼司に勇気をもらおう。

　そう思って小さく頷いた椿の耳に、インターホンの音がしたのはその時だった。

「はぁい！」

　時間的に、礼司が帰ってきたのかもしれない。

　そう思って玄関のドアを開けようとすると、ドアの向こうから甲高い女性の声が聞こえてきた。

「椿ちゃん!?　椿、そこにいるのね！」

「っ……お、お母さん……？」

　ドアについているのぞき穴から外を確認すると、そこには顔色を真っ青にした椿の母が立っている。その背後には父と――礼司もともに立っていた。

「すみません、椿さん。開けていただけますか――エントランスで待ち伏せをされていました。このままだと、騒ぎになってしまいそうだったので」

　礼司の重苦しい声に、椿はエントランスでなにがあったのかを想像した。もしかして、母が大きく騒ぎ立てようとしたのかもしれない。

「……礼司さん」

　そっとドアを開けると、すぐに礼司が母と椿の間に割って入ってくれる。

　庇うように自分の前に立つ礼司を、母はまるで怨敵でも見るように睨みつけた。

「家の場所を教えてしまったことが仇になりました。本当は椿さんの決心がついたら、話し合いの場を設けようと思っていたんですが」

「話し合い？　自分からあの場をめちゃくちゃにしておいてなにを言っているんですか！　さぁ、椿。行きますよ」

「え――い、行くって……」

　苦虫を噛み潰したような表情の礼司と、彼の体を押し退けて娘の手を掴もうとする母の声が重なる。

　だが、母のことは礼司が体をずらして制止してくれる。なにか言いたげに口を開いた母だったが、さすがに力で彼に勝てるとは思わなかったらしい。迷惑そうに眉を顰め、一歩後に下がった。

「大事な娘を、こんな男に預けられるものですか！　家に帰るわよ！」

　金切り声を上げる母の後ろで、父がじっとこちらを睨みつけていた。

　そうして威圧すれば、娘が根負けすることを知っている――それがわかっていたから、椿は礼司の陰に隠れるようにして一歩後ずさった。

「椿！　この男はお父さんのことを――」

「恨んでるんでしょう？　知ってる……礼司さんから、改めてちゃんと説明してもらったから」

　ゆっくりと息を吐きだして、心を落ち着かせる。

　礼司の苦悩も、葛藤も、すべて話してもらった。そのうえで自分は彼とどうやって生きていきたいのか――震えてしまいそうな足を叱咤し、俯きそうになる顔をしっかりと上げて、椿は母親を見据えた。

「なにかひどいことをされたらどうするの！　私たちを恨むならまだしも、娘まで連れ去ろうとするなんて……」

「そうだ――会社のことに、娘は関係ないだろう。娘に妙な真似をしてみろ、す、すぐにでも警察に訴えてやる」

　それまで沈黙を貫いていた父が口を開いたのはその時だった。

　それまで威圧するように椿を睨んでいた父は、その視線を礼司の方に向ける。食事会の日から顔を見ていなかった父の顔は、若干やつれたというか、老け込んだ印象を覚えた。

「礼司さんは、わたしにひどいことなんて一回もしなかったよ。でも、ありがとう――心配してもらえるとは思わなかったな」

　明らかに焦燥した両親を見て、心のどこかでホッとしたような気持ちを覚える。自分がどこか冷たい人間になってしまったような気がして、逆に落ち着くことができた。

「帰らないよ。……わたし、二人とはもう一緒に暮らさない」

　ずっと言いたかった言葉は、思っていたよりもすんなりと口にすることができた。

　一瞬の間に流れた沈黙は永遠のように長く感じられたが、それを礼司が打ち破る。

「椿さん……」

　驚いたのは、両親だけでなく彼も同じだったらしい。眼鏡の向こうの目が丸くなるのを見て、椿はそっと微笑んだ。

「礼司さんは、ずっとわたしのことを大切にして、尊重してくれた……自分が言いたいことや伝えたいことが口に出せるように、ずっと待っていてくれたの」

　ゆっくりと、喋りたいことを頭の中で整理する――けれど、溢れてくる言葉は椿が感じるよりも強く、勢いがあった。

　なによりも両親に伝えたかったことを今言ってしまわないといけない気がする。

　お腹の辺りに力を込めて、椿は押し出すように声を出した。

「お母さんが言いたいこと、わかるよ。お父さんが心配してくれてるのもわかる……でも、わたしは彼と一緒にいたいから」

　微かに震えている言葉尻に、誰か気が付いただろうか。

　礼司が気遣うように椿の方を振り返るが、当の椿は両親から目を逸らさなかった。

「な、なにを……自分の言っていることがわかっているのか」

「わかってるよ。お父さん――わたし、もう子どもじゃないんだよ？　自分の言っていることの意味もわかるし、責任も取れる。……わたし、礼司さんと一緒に生きていくって決めたんだ」

　一度深く息を吐いて、今度はしっかりとそう告げた。礼司が息を吸う音と、母の小さな悲鳴が静かな玄関によく響いた。

「――わたし、礼司さんと一緒に海外に行くことにしたの。だから、二人と一緒に家に帰ることはできない」

「海外……？　ッ、高階貴様っ！　娘になにを言った！」

　父が母を押し退け、礼司の胸倉をぐっと掴んだ。

　だが、彼はそれに動じることもなく、深く息を吐いてから父の手を握り返す。

「放してもらえませんか。――仕事の都合で海外に行くことが決まっているんです。彼女には、俺と一緒にシンガポールに向かうか、日本に残るかを選んでほしいとお願いしました」

　冷静な威圧に、父がぐっと呻いた。奥歯を噛みしめながら、礼司の胸倉を掴んでいた手を放す。

「椿さん。……本当にいいんですか？　向こうに行けば、どれだけ早くとも二年は帰ってこられない予定ですが」

「大丈夫、です。言葉も、少しなら喋れますし――それに、礼司さんがいるから」

　こくりと頷くと、礼司の表情がぱっと明るくなる。それと対照的に、両親の顔色はぐっと悪くなった。

　申し訳ないような気持ちになりながらも、椿は決して自分の言葉を翻さなかった。

　何日も悩んで、やっと出した結論だ。誰に反対されようと、彼と一緒に暮らしたいという意思は変わらない。

「だから、ごめん。お母さんたちと一緒に帰ることはできない、です……」

　母が大きく口を開いた瞬間、思わず身を竦めそうになってしまう。けれどそれを必死に堪えて、椿は深く頭を下げた。

「帰ってください。……もう、帰って」

　礼司が言っていた言葉の意味が、ようやくわかった気がする。ずっと言いたかったことを口にしたのに、そこに爽快感や達成感などは微塵もなかった。

　けれど、椿は今まで踏み出せなかった一歩を確実に踏み出したのだ。

「ッ……帰るぞ」

「あなた……！　でも、椿は……」

　礼司をひと睨みした父は、なんとも言えない表情を浮かべて二人に背を向けた。

　そんな父と椿を交互に見た母が、おろおろと不安げな表情を浮かべる。

「海外だかなんだか知らんが、好きにしろ――それと高階、今後お前からの援助は一切必要ない。私は、私の力でもう一度のし上がってみせる。いいか……娘に不自由をさせることがないようにしろ」

　それは一人の親として、あるいは多くの社員を抱えてきた社長としての、父の矜持だったのかもしれない。椿にはわからない領域だが、同じく経営者という立場にある礼司はそれを察したのか、先ほどより少しだけ柔らかい声を出した。

「――わかりました。それでは、支援は全て打ち切りとさせていただきます。……それと、不要な謝罪も結構です。父に対しても、俺に対しても――俺は謝罪がほしくて会社を興したわけではありませんから」

　たとえ父が礼司に謝罪したところで、失われた命も時間も戻ってはこない。

　きっぱりとそう告げた礼司に、父はなにも言わずそのまま部屋を出て行ってしまった。母は椿の方を一瞥してから、父の後を追って行ってしまう。

「すみません。両親がご迷惑を……」

「いえ――どちらにせよ、どこかで話し合いをしなければならないと思っていましたから。ちょうどよかったです」

　椿にしても、タイミング的にはちょうどよかったのかもしれない。両親に海外行きのことを伝えたいと思っていたが、その勇気が出なかったところだ。

　禍根がまるっきりなくなったわけではないが、自分の意志を伝えることはできた――ここから先は、時間が解決してくれることを祈るしかない。いつか両親だって、椿のことを理解してくれると思いたかった。

「しかし、驚きました。あなたがご両親の前で、あそこまできっぱりと言ってくれるとは」

「……すごく緊張しました。けど、礼司さんが側にいてくれたし……ちゃんと、伝えなくちゃいけないことだって思ったから」

　礼司が自分を変えてくれた――それだけではなく、彼の過去と覚悟を知ったことで椿の中でも一つ決意ができた。

「今まで、わたしは両親のことを言い訳にして、自分で責任を負うことから逃げていたんだって思ったんです。礼司さんと一緒に、あなたが背負ってきたものを一緒に背負って生きていくなら……これじゃダメだって」

　自分の意見を口にできないのも、両親の顔色を窺ってしまうのも、全て仕方がないことだと思って生きてきた。

　口出しをすれば叱られるとわかっているのに思ったことを口に出してしまうのも、本当は「一応は両親に反対した」という言い訳がほしかったからなのかもしれない。

「頑張りましたね、椿さん。……ありがとうございます」

　礼司の大きな手が、椿の頬を撫でた。頬はわずかに熱を持っており、冷たい彼の手が心地好い。

　そっと目を細めると、柔らかい唇の感触が額に触れる。強く抱きしめてくる腕に身を委ねて、椿は体の中から湧きおこる愛しさに溺れていった。
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「っは……ん、ぅっ……」

　深いくちづけに溺れていると、自分が今どこにいて、どのような体勢になっているのかがわからなくなってしまう。

　まるで水の中で揺蕩っているような感覚を覚えながら、深くまで絡まってくる舌先を追う。

「ん――椿さん……全部、脱いでしまいましょうか。あなたと私を隔てるものが、全て疎ましい」

　寝室のベッドに腰かけた礼司は、自分の膝の上にちょこんと乗った椿に笑いかける。

　普段かけている眼鏡を外したその姿は凄艶で、離れた唇からのぞく赤い舌が言いようもなく淫靡だった。

　普段の禁欲的なイメージを与える姿を知っているからこそ、触れてはいけないところに触れてしまったかのような禁忌感を覚える。

（礼司さんは、目つきが悪いから、って眼鏡を取るのを嫌がるけど……コンタクトでも、格好いいと思うけどなぁ）

　彼のプライベートでの姿を知っている椿だからこそそう思えるのかもしれないが、案外彼は切れ長の目がコンプレックスなのかもしれない――そんなことをぼんやりと考えていると、かぷりと首筋に歯を立てられる。

「っひゃ……！」

「考え事ですか？　ずいぶんと余裕ですね――」

「い、いえ、余裕とかは、全然……」

　やや不満げな表情を浮かべる礼司にふるふると首を振ってみせた椿は、着ていたブラウスのボタンを自分から外し始めた。

「……礼司さん、コンタクトにしないのかなぁって考えてました」

「余計な考え事じゃないですか。……コンタクトも嫌いではないんですが、眼鏡の方が慣れているので――椿さんがどうしてもというなら、考えます」

　微かに目元をやわらげた礼司は、ボタンが全て外されたブラウスをそっと脱がせて肩口にキスをしてくれる。

　少しくすぐったいような感触に身をよじると、彼の唇が肩から鎖骨、そしてブラジャーに覆われた胸元へと降りてくる。

「ん、ぁっ……」

　手際よく下着のホックを外されて、円い乳房があらわになる。

　体がぶるっ……と震えるのと同時に、下腹部がじぃんと熱くなってくる。触れられてもいないのに、本能が礼司を求めてしまっているのだ――そう思うと、恥ずかしいような、それでいてとても満たされるような気持ちになる。

「可愛いですよ。……椿さんはこういう時、緊張で顔を真っ赤にするので――意地悪をしたくなります」

「い、意地悪ですか……？」

　意地悪、と聞いて椿が思い浮かべたのは、ベッドサイドの引き出しの中に入っている凶悪な玩具の存在だ。

　礼司の熱を感じられない玩具でいたぶられた記憶は、狂おしいほどの快楽を想起させる。けれど、できればアレではなく、礼司自身の手に触れられたい――ちらりと礼司に視線を向けて、椿はそっと首を振った。

「意地悪は……しないでください」

　素直にそうお願いしてみると、礼司の方も微笑みを浮かべて軽くキスをしてくれた。

「わかりました。でも――手加減は、できないかもしれません」

　耳元で囁かれる声は、興奮を帯びて微かに震えている。ゆっくりと耳孔に挿し込まれた舌は熱く、ちゅぷちゅぷといやらしい音を立ててそこを舐められると余計に体が熱くなる。

「ひぁ、あっ……ン、ぁうっ……」

　くすぐったくて、ぞくぞくする。

　柔らかく耳朶を食まれたかと思うと、濡れた舌先で耳孔を舐められ、自然と腰が揺れた。

　彼の大きな手がショーツの中に入ってきて尻の割れ目をなぞり始めると、徐々に椿の呼吸も荒くなっていく。

「ぁ、あっ――ン、っ……」

　熱に浮かされたような、不思議な感覚だった。

　頭の芯がじわじわと溶けていく……体に力が入らなくなって、自然と体が揺れ動いてしまう。

「や、礼司、さん……」

　緩く頭を振ったのは、彼を拒絶するためではない。シャツをはだけさせた彼の胸に手を当てて、掠れた声で懇願した。

「わたしも、礼司さんに触りたい……」

　彼が自分にしてくれているように、自分ももっと礼司に触れたい。拙いながらも、彼を悦くしてあげたい――そんな思いに駆られた椿は、シャツの中にそっと手を入れて礼司の喉仏に唇を押し付けた。

「ッ――」

　びくっ、と肩を震わせた礼司が、かすかに荒い息を吐く。

　切れ長の目が宿す光は獣欲を帯びていて、視線を向けられただけでも子宮がきゅう、と疼いてしまうほどだった。

「なら――触れてください。あなたが思い描くように……俺の体を、好きにして構いません」

「好きに、って……」

　耳に息を吹きかけられながらそう囁かれて、椿はごくりと喉を鳴らした。

　好きにしていいと言われると、途端にどうすればいいのかわからなくなってしまう。

（……いつも、礼司さんがわたしにしてくれてるようにすればいいのかな……）

　自分と違い、男性である礼司がどこで快楽を感じるのか――詳しくはわからないが、とりあえず彼にされて悦いと思ったことを思い浮かべてみる。

「失礼、します」

　大きくはだけた彼のシャツを脱がせて、あらわになった胸板に頬を寄せる。

　とくとくと規則的に脈打つ鼓動を感じながら、椿は柔らかな乳房を彼の体に押し付けた。

「ん、ぅっ……く……」

　柔らかい椿の肌と、少し硬い礼司の肌が擦れあうと、痺れるような気持ちよさが体を駆け抜けていった。

　ツンと尖った乳房が彼の肌に刺激されて腰が抜けそうになってしまう。

（だめ――礼司さんを、気持ちよくしてあげるんだから……）

　自分だけが感じてしまっていては意味がない。

　ぐっと背中を伸ばして、薄い唇に自分の唇を押し付ける。彼の下唇を軽く食みながら、右手は下着に包まれた彼の股間へと伸ばした。

「ん、ぁむっ……ちゅ、ぅっ……」

　布越しに触れただけで、そこは熱く滾っていた。胸よりも力強い脈動を感じさせるその場所をゆっくりと撫で擦りながら、椿は夢中になって彼の唇に吸いついた。

「んく、ぅっ――は、はぁっ……」

　熱い舌先を絡めて、混ざり合った唾液を飲み下す。

　その合間に、張り詰めた雄杭を下着の中から取り出した。じかに触れると火傷しそうなほどの熱を有したそれは、たくましく張り詰めながら透明な先走りを滲ませている。

（すごい……ドクドクって言って……礼司さんも、興奮してくれてるんだ……）

　直接指先で先端に触れると、濡れた場所がクチクチと音を立てる。

　太い幹をゆっくり撫で上げてみたところで、礼司がぐいっと首の後ろ辺りを押さえてきた。

「んむぅっ……！　んぁ、あっ」

　それまでは受け身に回っていた礼司が、長い舌を巧みに動かして椿の咥内を攻め立てる。

　呼吸すらも許さないような激しいくちづけは、椿の心をいっぱいに満たしていった。

「ッふ、ぁ……れ、礼司さん……きもちいい、ですか？」

　すべてを奪うようなくちづけの最中にも、肉竿を弄う動きは止めなかった。

　力強く反り立ったそれを丁寧に扱き上げていると、彼の体が如実に反応してくれる。それがうれしくて、椿はいつも礼司がするように尋ねてみた。

　すると、目元を和らげた礼司がわずかに口角を上げる。

「えぇ――あなたに触れられると、歯止めが利かなくなりそうなほど興奮します。……とても気持ちいいですよ」

　常の穏やかな笑顔とはまるで違う、妖艶で雄々しい笑い方から目が離せなくなる。

　咥内に溜まった唾液を飲み下した椿は、はふ、と息を吐いてから考えを巡らせた。ここから先、どうすれば礼司が喜んでくれるのか――濡れた指先を屹立から離すと、透明な汁で濡れた切っ先に顔を近づける。

「ッ……つ、椿さん？　やめなさい、そんな――」

　焦ったような声が頭上から聞こえたが、椿はためらわなかった。丸みを帯びた切っ先を舌先でつつくと、ゆっくりと亀頭に舌を這わせていく。

「く……」

　礼司が震える息を吐きだした。

　自分と同じように、彼もここを口で愛撫されると気持ちいいのだろうか――張り出した雁首までを咥えこんだ椿は、慣れないながらもゆっくりとそこをしゃぶりはじめる。

「んむ……ン、ぅく……ん、んっ」

　小さな口を懸命に動かしながら、まずは先端を愛撫する。丸いラインをなぞるように、舌を動かし、肉幹は指先で丁寧に愛撫する。

　長大なそれをすべて咥えこむのは難しく、技術もない椿にはこれで本当に快楽を得られるのかがわからない。ただ、彼の腹筋が時折ひくっと動くのを見るに、おそらく気持ちよさは感じてくれているのだろう。

「ふ、ぁっ……れーじ、さん……」

「そこ、でっ……喋らないで、ください」

「あ、ご、ごめんなさいっ！」

　低く注意されて縮こまる椿だったが、礼司は軽く彼女の肩を押して申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「怒っているわけではないんです。ただ……その、喉奥に突っ込まれるのは、椿さんも苦しいかと思って」

「……の、喉奥？」

　告げられた言葉に、背筋がぞくりと震える。

　視線を下げると、萎える気配のない――いや、先ほどよりも力強く漲っているようにも見える肉楔。

　ほんの半分ほどを咥えるだけでも精いっぱいだったが、彼の言う通り、喉の奥までそれを突き立てられたら……一瞬よぎった恐ろしさと一緒に、どこか期待感のようなものが湧き上がってくる。

「椿さんが俺のことを考えてくれているように……俺もあなたに、これ以上無理をさせたくないんです」

「あ、ぅ……れ、礼司さんが、どうしてもしたいっていうなら……」

　すり、と片手で屹立を撫でると、熱さと質量で眩暈がする。

　この様子を見るに、きっと礼司も苦しいだろう――そう思うと、彼の望みをできるだけ叶えてあげたいとも思った。

「それなら、頑張れます」

　決意を胸に頷くと、礼司が一度だけ大きく目を見開いた。

「嬉しいですね。あなたにそう言っていただけるとは――男冥利に尽きます」

　大きな手のひらが頭を撫でてくれると、官能とはまた違った心地好さに包まれる。けれど、礼司はつ、と椿の顎に指を当てて、彼女の顔を上向かせた。

「でも、俺だってされっぱなしというわけにもいきません」

　薄く笑ったまま、礼司は軽く椿の方を押した。緩慢な動作で覆いかぶさってくる彼の目が、逆光になって怪しくきらめいている。

「俺もあなたのことを、気持ちよくしてあげたいと思っているんですよ」

　ふーっと深く息を吐いた礼司の手が、やんわりと椿の胸を揉み始める。

　さほど力は込められておらず、もどかしいほどの柔らかさで乳房の付け根辺りを触られると、もっと触れてほしいという欲が頭をもたげてきた。

「あっ……んぅっ、う……」

　軽く触れられただけでも、熱を持て余して敏感になりつつある体は簡単に反応した。足の間からはじんわりと蜜がこぼれだして肌を汚し、すでに勃ち上がっている胸の蕾はジンジンと痛いほどに疼いている。

「礼司さん……あの」

「どうしました？」

　もっと力強く触れてほしい。自分のすべてを奪い去ってくれるくらいに強く――そうして、彼の手でめちゃくちゃに乱れたい。

　普段だったらまず口には出せなさそうな願望が、椿の頭の中をぐるぐると回っていた。

「あ、あの……」

　さすがに、こんなことを言ったら惹かれてしまうだろうか。淫猥で、節操のない女だと思われるかもしれない。

　我に返ってまごつく椿は、そっと礼司の手を取ったものの、そこからなにも言えなくなってしまった。そんな婚約者を見つめながら、礼司はいつものように囁きかけてきた。

「口に出して教えてもらわないと……なにをしてほしいのかがわかりません。なにを言われても驚きませんから、椿さんの言葉で俺に教えてください」

　ベッドでそう尋ねられることに、椿の体はすっかり慣れてしまっていた。

　彼に抱かれている時、椿は自分でも驚くほどに素直になれる。彼が自分にそう教え込んだのだ。

「……触って、ください」

　おずおずと口を開いた椿は、握りしめた礼司の手をそっと自分の胸に押し当てた。冷たい手のひらが、熱を孕んだ肌に心地好い。

「つ、強く……揉んでください。それ、と……」

　羞恥心と渇望の間で揺れ動きながら、心の天秤は礼司に触れてほしいという思いに傾いた。

「それと……ここも、奥が疼いて……切ないんです」

　震えるもう片方の手は、胸ではなく下腹部に伸びる。すっかり蜜で潤んだ秘裂を、椿は指先でくぱ、と広げてみせた。

「こっちも触って……礼司さんで、わたしのことをいっぱいにしてください」

　声が震えて、不格好にひっくり返ってしまう。それでも礼司は笑うことなく椿の懇願を聞き届けてくれた。

「そんなに可愛らしくおねだりができるようになったなんて――感慨深いですね。たくさん教え込んだ甲斐がありました」

「ぁ、あっ……！」

　むっちりとした乳肉をきつく揉み上げられて、椿は駆け抜ける快楽に背中を反らして喜んだ。それと同時に長い指先が蜜口に押し入ってきて、まずは濡れそぼった入り口を軽くなぞりだす。

「ッひ、ひぅっ……あ、っ」

　ほんの浅い位置で、指先がくぷくぷと蜜をかき回す。

　望んでいたものではないが、それでも今の椿にとっては十分な刺激だった。やや武骨な指先は、入り口付近にある弱点を的確になぞり上げる。そのたびに、椿は淫らに腰を揺らしてあえかな声を上げた。

「あぁっ、や、ぁんっ」

　軽く指を抜き差しされるだけでも、焦らされた体には過ぎた刺激になる。

　がくがくっと腰を揺らしながら快楽に耐えるも、礼司は容赦なく感じるところを幾度も刺激してくる。

「――一度イきましょうか。その方が、椿さんも楽でしょう？」

「えっ……あ、はっ……ンんっ」

　ぢゅぷっ、と水っぽい音が聞こえたかと思うと、礼司は親指で色づいた淫芽を押し潰した。膣内を爪の先で軽く刺激されながら同時に敏感場所を刺激されたことで、椿の体は呆気なく絶頂を迎える。

「んああっ！　あ、あっ……！」

　がくがくと腰を揺らして強烈な愉悦に身を任せる――一瞬呼吸が止まり、世界がまるっきり白く塗りつぶされた。

「ひ、ぐっ……ンぁあっ！　は、はっ……」

　待ち望んでいた快楽があまりに強烈で、椿は舌を突き出して何度も浅い呼吸を繰り返した。

「ッふ、ふーっ……は、ぁっ……」

　ごくりと唾を飲む音が聞こえたが、椿はもうそれどころではなかった。シーツをぎゅっと握りしめ、体にびっしりと汗を浮かべて絶頂の余韻に浸る。

「ん、くぅっ……ふ……」

「上手にイけましたね」

　そう言われて軽く唇を吸われただけでも、体は大げさに反応してしまう。

　ひんやりとした彼の手に縋りつきながら、椿は自分の体が寄り強い刺激を求めていることを感じていた。

「や、ぁ……もっと……」

「えぇ、もちろん。俺もこのままというわけにもいきませんから……もう一度、自分で広げてくれますか？」

　優しく導かれて、椿はこくんと頷いた。

　蕩けきって蜜をこぼす秘処を再び指で広げていく――すると、彼の屹立がそっと先端を擦りつけてきた。

「ん、ぁうっ……」

　待ち望んでいた熱を感じた椿は、深く息を吐いて挿入の瞬間を待った。すると、礼司もそれに合わせてぐぐっと腰を推し進めてくる。

「あぅ、うっ……ン、くぅっ……！」

　ぬぷぬぷと隘路を割って入る肉杭に、思わず歓喜の声が上がる。

　体が大きく震え、膣肉は奥へ奥へといざなうように収斂しはじめた。

「あ、はぁッ――礼司さんっ、れーじ、さん……」

　こみあげてくる愛しさに任せて名前を呼ぶと、それに応えるように最奥を思い切り突き上げられた。

「お、っ――」

　襲い掛かってくる深い愉悦に、言葉にならない声を上げ続けることしかできない。

　どちゅっ、と強く突き上げられて、思わず礼司の広い背中に爪を立ててしまう。

「あっ、あ、やっ……きもちっ……」

「わかりますか？　椿さん――あなたのナカが、きゅうきゅうと絡みついてくる。ここまで素直になってもらえて、俺も嬉しいです」

　口調はかなり余裕が垣間見えるが、声を聞いているとそうでもないらしい。

　掠れた声で椿の名前を呼ぶ礼司は、強い快楽に揺さぶられる椿の唇を強引に奪い、きつく胸を捏ねまわしてくる。

「んむっ、ン……ん、ちゅっ……はぁっ……ぁ」

　どこを触れられても、おかしくなってしまそうなくらい気持ちいい――ごちゅごちゅと子宮口をノックする動きに合わせて、喜悦に震える媚肉がきゅうきゅうと楔をしめ付ける。

（礼司さんの、形……お腹の中なのに、全部わかる……）

　刀身を収めた鞘のように、ぴったりと膣肉が絡みつく。そうすると、目で見ずとも彼の形がよくわかった。体が礼司に合わせて変化をしていったようで、なんだかうれしくなってしまう。

「ん、ぁっ……」

「失礼――やはり、薄暗いと椿さんの顔がよく見えませんね」

「えっ……ひ、ひあぁっ！」

　突如、礼司が椿の腕を引いて体を起こす――雄茎は膣内に埋まったまま、急に体位を変えられて切っ先があらぬところを擦り上げる。

「ひ、ぎゅっ……ン、な、なにをっ……」

「あぁ、やはりこちらの方が、椿さんの顔がよく見えます」

　悲鳴じみた声を上げた椿は、礼司が言っていることを理解するのに少々の時間を要した。

　椿の体はいつのまにか礼司の膝上に抱え上げられて、彼を見下ろす形で抱き合っている。

「あ、ふっ……これ、ふ、深い……」

　体位を変えられたことと自重が相まって、いつもよりも深いところに楔を突き立てられているような気がする。

　さらには、普段まず見られない角度から彼を見下ろすことで、妙な高揚感が椿を包み込んでいた。

「新鮮でいいですね、これは……」

「やっ……あ、んっ」

　小さく笑いながら、礼司がちゅっと乳房の先端に吸いついてくる。

　コロコロと舌で蕾を転がしながらゆっくりと律動を刻まれ、一度絶頂を迎えた椿の体はより敏感に快楽を捉える。

「やぁっ、あ、ぁんっ……ッひ、それっ……気持ちい、けどっ……」

　気持ちいい――けれど、あまりにも強い刺激で理性がほろほろと崩れ落ちていく。

　これ以上彼に蕩かされたら、本当にどうにかなってしまうんじゃないか――そんな不安を覚える椿に、礼司は容赦ないピストン運動を繰り返してくる。

「あっ、あんっ、ッんぅ――」

　濡れた肉襞をかき分け、奥まった場所にある一番の弱点を的確に刺激される。

　ぴちゃぴちゃと音を立てながら乳首をしゃぶられるのも気持ちよくて、椿はいつの間にか自分から腰を振ってしまっていた。

「椿――」

　低く名前を呼ばれて、体がゾクっと震えた。彼に呼び捨てにされる経験があまりないからか、言われたことにいくらでも従いたくなってしまうような心地さえ覚える。

「は、い……」

「あなたの中で、俺のすべてを受け止めてください。……愛も憎悪も、俺を形作っているものすべてを」

　切羽詰まった表情で訴えかけてくる礼司に、椿は一も二もなく頷いた。

　受け止めてあげたい。礼司の中で複雑に入り組んだ愛憎を、一緒に背負って生きていくと決めたから。

　こくん、と頷くと、途端に抽送が荒々しいものへと変わる――突き上げられるたびに揺れる乳房を大きな手のひらで揉みこまれ、膣内に埋められた肉竿がにわかに大きくなったような気がした。

「ひ、ぁっ――あ、礼司さんっ……もっ……」

　乳房に顔をうずめて愛撫を続ける礼司が、ふっと顔を上げて椿の目を見た。

　初めて会った時は、冷たい印象を受けたその目――椿の前でだけ優しくほころぶそれが、じっと自分を見つめている。

「一緒、にっ……ぁ、あっ」

　迫りくる愉悦に、ようやくそう言葉を絞り出すことができた。

　そんな椿の言葉に応えるようにして、礼司がぎゅっと手を握ってくれる。途端に早くなる彼の動きに、膣内がきゅぅん、と蠢動する。

「ぁくっ、ンっ、あ、ああぁっ……！」

　力強いピストンともに、忘我の極致に達する――同時に解き放たれた熱い飛沫を受け止めながら、椿は体をぐったりとさせた。

「あ、や、ぁっ――」

　どぷ、と爆ぜた熱を最後まで受け止めきったころには、指先一つもまともに動かせないほど疲弊しきっていた。

　そんな彼女の体をベッドに横たえて、礼司が深く息を吐く。

「ッは……は、礼司、さん……」

「はい？　どうしました――喉が渇きましたか？」

　熱を失った肉杭を引き抜いた礼司が、優しい口調で椿の顔を覗きこんでくる。

　確かに、ひどく喉が渇いていた――だけど、ほしいのは水じゃない。

「キス、してください。もう一回だけ……」

　そんな小さな我儘を口にした椿に、礼司が嬉しそうに笑った。屈託のないその笑顔は、椿が初めて見る――少し幼い笑顔だった。

「もちろん……仰せのままに」

　柔らかく落とされるのは、触れるだけの優しいキスだ。

　ややあって離れていく熱が名残惜しくはあったけれど、今はそれでも構わない。慈しむようなキスに途方もない幸せを覚えながら、椿はそっと目を閉じた。






エピローグ








　国際線のターミナルはにぎやかで、あちこちから聞こえてくる笑い声が安心感を与えてくれる。

　少し乾いた空気を吸い込んで、椿はくるりと背後を振り向いた。

「香か音のん、パパの手をちゃんと繋いでいてね？　人が多いから、絶対に放しちゃだめよ」

　椿の視線の先には、水色のワンピースを着た少女がニコニコと笑いながら元気よく頷いた。三年前に生まれた娘の香音は、多忙な両親とどこかに遊びに来たと思っているのだろう。飛行機の中でもおとなしかった彼女は、今にも父親の手を引っ張りながら駆けだしそうだった。

「待って香音……そんなに急いだら転んでしまうから、ゆっくり歩こう」

　片手に荷物、もう片手で娘の手を握りながら、香音の父――礼司が小さく笑っている。彼が椿とともにシンガポールへ渡ってから五年、仕事の関係で日本に滞在することはあったが、プライベートで家族を伴った来日をするのは初めてだ。

「椿さん、西……お義母さんたち、今はどちらに？」

「もうすぐそこまで来てるみたい。お父さんも一緒だって」

「……そうですか。香音、おじいさんたちに会ったらちゃんと挨拶できるね？」

　体をかがめて娘の目線に合わせた礼司が、優しい声で娘に尋ねる。溌剌とした返事の香音は、生まれてから直接祖父母に会うのは初めてだ。

（お父さんから、特に連絡はなかったけど――一緒に来てるっていうし、香音と会っても大丈夫そうかな……）

　五年前、シンガポールに向かう礼司と結婚した椿は、以後一度も日本に帰国することはなかった。子どもを産んだのもシンガポールだったし、一年の半分ほどは礼司とともに仕事で世界を飛び回っている。

　礼司がシンガポールで設立した海外法人も経営が軌道に乗り、多忙な日々にも一応の決着が見えてきた。そこで、一度日本に帰って両親に香音の顔を見せてあげよう――そう提案してくれたのは、意外にも礼司の方だった。

　娘が三歳になったこともあり、そろそろ頃合いだと思っていた椿は、ありがたくその提案を受け入れることにした。日本の両親に連絡を取り、仕事のスケジュールを調整して、日本に一週間程度の滞在をすることに決めたのだ。

「お母さんたち、Ｒｉｃｃａっていう雑貨屋さんの前にいるって……あっ、あそこかな？」

　パソコンやスマートフォンを通じて、両親に香音の顔を見せたことは何度かある。シンガポールに移住してから最初の一年はお互いに連絡も取らなかったが、椿が香音を妊娠してからは母がなにかと様子を尋ねてくるようになった。

　父も、礼司からの支援を断ってからは地道に働くようになったという。今は小さな建築資材の会社を経営していて、堅実に取引先を増やしているようだった。どうやら、椿が本当に日本を出て礼司と結婚したというのがかなりショックだったらしい。

　そのおかげか、母も椿への態度について多少は反省してくれたようだった。話す時も、前のような風当たりの強さは感じない。

（向こうに移住した時は、もう一生会えないかもしれないと思ったけど――本当に、時間が解決してくれるものなんだなぁ……）

　頑なだった父も、生まれたばかりの孫の顔を見せてからは目に見えて雰囲気が柔らかくなったという。今回の来日でも主だって連絡を取っていたのは母とだったが、話によると孫のためにあれこれと日本のおもちゃを買い込んでいるらしい。

「あぁ……あれですね」

　雑貨屋の前で待っている両親も、こちらに気が付いたようだった。母はこちらを見るなり大きく手を振って、香音の名前を嬉しそうに呼んでいる。

「香音ちゃん！　あらあら、大きくなったのねぇ！　おばあちゃまよ、わかる？」

　にこにこと笑いながら香音に手を振る母の後ろで、父が腕組みをしていた。礼司と椿をそれぞれ一瞥した父は、やはりここ数年で少し老け込んでしまったような気がする。

　だが、背筋はピンと伸び、目の奥には五年前には見られなかった活気のようなものが灯っている気がした。

「おじいちゃま、おばあちゃま、こんにちは！」

　礼司に教わった通り、礼司と手をつないでいた香音がぺこりと頭を下げる。

　初孫の元気な様子を見て、それまで腕組みをしていた父がぐっと体を前に乗り出した。

「……ご無沙汰しております」

　軽く頭を下げた礼司に、両親はそれぞれ顔を見合わせた。

　だが、そのすぐ後に香音が笑い声をあげると、こわばっていたその表情も一気に和らいでいく。

「そうだ、香音ちゃんはなにが好きなのかしら？　そろそろお昼だし、ご飯を食べに行きましょう。そうしたら、おばあちゃまたちとおもちゃを買いに行きましょうね。おじいちゃまったら、ずっとカタログとにらめっこしてるのに全然決められないんだから」

　ぽん、と手を叩いた母は、一緒に暮らしていた時よりもずっと生き生きとした表情をしている。

　書店のパートは相変わらず継続しているようで、売り場を一つ任されたと嬉しそうに話をしていた。どうやら、仕事に慣れてきたら接客そのものが楽しくなってきたらしい。

「好きなおもちゃを買ってあげるから、おばあちゃまたちと一緒に遊びましょうねぇ。さ、椿たちもお腹が減ったでしょう。やっぱり和食がいいかしら？　向こうではいつもなにを食べてるの？」

　朗らかな表情でそう尋ねてくる母に、椿は心からの笑みをこぼす。こうして、何事もなかったかのように笑いあえる日が来るのを心底待ち望んでいたのだ。

「うん……住んでるコンドミニアムの近くに、和食のお店はあるんだけど……あんまり食べに行くことはないかなぁ。でも、香音はお蕎麦が好きみたい」

「蕎麦、か……それならいい店を知っている」

　孫の好物を聞いた父は、長時間の搭乗で疲れただろうからと香音を抱きかかえてくれた。

　一瞬礼司の手に力がこもったが、どうやら彼も父の表情に気が付いたらしい。娘を抱えてくれた父に頭を下げて、穏やかな笑顔を浮かべた。

「礼司さん、大丈夫ですか？」

「俺ですか？　うん――まぁ、お義父さん次第といったところでしょうか」

　口ではそう言うものの、礼司の表情は柔らかいままだ。

　子どもが生まれてから顕著になったが、礼司も少し――いや、性格的にはかなり丸くなったと思える。

「お義父さんとお義母さんが香音のことを見てくれていますし、後ほど二人で少し出かけませんか？　二人も、孫と一緒に遊ぶ時間がほしいみたいですし」

　小さく耳打ちしてくる礼司に、椿も微笑んだ。父が大切そうに孫を抱きかかえている後姿を見て、そっと礼司の手を握ってみる。

「そうですね。じゃあ、後で一緒に」

　楽しそうな娘の笑い声を聞きながら、夫婦二人で微笑みあう。

　孫とともに店に向かう両親の背を追い、椿たちも幸せな気分で一歩歩き始めたのだった。






あとがき








　こんにちは、またははじめまして。沙さ布ふらぶと申します。

　今回のお話は、抑圧されて生きてきた主人公・椿が、復讐のために生きてきたヒーロー・礼司と出会ったことで人生が変わっていく――また、お互いにお互いの傷を癒していくようなお話になりました。

　お話のテーマがテーマなので少し重たいかもしれない、と思っていたのですが、自分の意見を伝えられない椿が礼司の手によって開花していくところ、頑なな礼司が椿の優しさに絆されていくところを書いていくのが本当に楽しかったです。

　あと「眼鏡外すと目つきが悪い」キャラが個人的すごく好きなので、今回のヒーローは思い切りその要素を入れさせていただきました。こちらもとっても楽しかったです！

　個人的なことでは、最近ポーションタイプのコーヒーにハマっております。

　ドリップで飲んだりは前からしていたんですが、暖かい日だとちょっとホットは……ということで、ポーションコーヒーを活用してアイスコーヒーを作っております。

　牛乳でも割れるし、お水でも割れるし、すっきりしていいですね。執筆の際の頼れる相棒になりました。

　最後になりますが、ここまで読んでくださり本当にありがとうございました。このお話に携わってくださった方々や家族、そしてなにより読者の皆様に最大限の感謝を込めまして。本当にありがとうございます。またお会いできましたら幸いです！





沙布らぶ
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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